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第第第第１２１２１２１２章章章章 

ドゥルヴァ・マハーラージャ、ドゥルヴァ・マハーラージャ、ドゥルヴァ・マハーラージャ、ドゥルヴァ・マハーラージャ、 

神の神の神の神のもともともともとへへへへ帰る帰る帰る帰る 
 

第１節第１節第１節第１節 
 

MaE}aeYa ovac 
Da]uv& iNav*ta& Pa[iTabuÖy vEXaSaa‚ 

dPaeTaMaNYau& >aGavaNa( DaNaeìr" ) 
Ta}aaGaTaêar<aYa+aik-àrE" 

Sa&STaUYaMaaNaae NYavdTk*-TaaÅil/Ma( )) 1 )) 
 

マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
ドゥフルヴァンム ニヴリッタンム プラティブッデャハ ヴァイイシャサードゥ 
dhruvaà nivåttaà pratibuddhya vaiçasäd 

 
アペータ・マニュンム バハガヴァーン ダハネーシュヴァラハ 
apeta-manyuà bhagavän dhaneçvaraù 

 
タトゥラーガタシュ チャーラナ・ヤクシャ・キンナライヒ 

taträgataç cäraëa-yakña-kinnaraiù 
 

サンムストゥーヤマーノー ニャヴァダトゥ クリターンジャリンム 
saàstüyamäno nyavadat kåtäïjalim 

 

maitreyaù uväca—マイトゥレーヤが言った; dhruvam—ドゥルヴァ・マハーラージャ; 

nivåttam—終えた; pratibuddhya—知って; vaiçasät—殺害することを; apeta—静まって; 

manyum—怒り; bhagavän—クヴェーラ; dhana-éçvaraù—財宝の管理者; tatra—そこに; 

ägataù—現われた; cäraëa—チャーラナによって; yakña—ヤクシャ族; kinnaraiù—そして

キンナラによって; saàstüyamänaù—崇拝されて; nyavadat—語った; kåta-aïjalim—手を

合わせているドゥルヴァに。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。偉大な聖者マイトゥレーヤが言った。「ヴィドゥラよ。それまでの怒りが静まったそれまでの怒りが静まったそれまでの怒りが静まったそれまでの怒りが静まったドドドド

ゥルヴァ・マハーラージャゥルヴァ・マハーラージャゥルヴァ・マハーラージャゥルヴァ・マハーラージャはははは、ヤクシャ族の殺害を完全に、ヤクシャ族の殺害を完全に、ヤクシャ族の殺害を完全に、ヤクシャ族の殺害を完全に放棄した。放棄した。放棄した。放棄した。財宝の管理者であ財宝の管理者であ財宝の管理者であ財宝の管理者であ

り、高貴な気質り、高貴な気質り、高貴な気質り、高貴な気質をそなえたクヴェーラはこの知らせを聞き、ドゥルヴァのまえに姿を現をそなえたクヴェーラはこの知らせを聞き、ドゥルヴァのまえに姿を現をそなえたクヴェーラはこの知らせを聞き、ドゥルヴァのまえに姿を現をそなえたクヴェーラはこの知らせを聞き、ドゥルヴァのまえに姿を現

わした。わした。わした。わした。そして、そして、そして、そして、ヤクシャ、キンナラ、チャーラナたちの崇拝を受けながら、合掌してヤクシャ、キンナラ、チャーラナたちの崇拝を受けながら、合掌してヤクシャ、キンナラ、チャーラナたちの崇拝を受けながら、合掌してヤクシャ、キンナラ、チャーラナたちの崇拝を受けながら、合掌して

立っているドゥルヴァ・マ立っているドゥルヴァ・マ立っているドゥルヴァ・マ立っているドゥルヴァ・マハーラージャにハーラージャにハーラージャにハーラージャに話しかけた」話しかけた」話しかけた」話しかけた」 
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第２節第２節第２節第２節 
 

DaNad ovac 
>aae >aae" +ai}aYadaYaad PairTauíae_iSMa Tae_Naga ) 
Yatv& iPaTaaMahadeXaaÜEr& duSTYaJaMaTYaJa"     )) 2 )) 

 
ダハナダ ウヴァーチャ 
dhanada uväca 

 
ボホー ボホーホ クシャトゥリヤ・ダーヤーダ 
bho bhoù kñatriya-däyäda 

 
パリトゥシュトー スミ テー ナガハ 
parituñöo 'smi te 'nagha 

 
ヤトゥ トゥヴァンム ピターマハーデーシャードゥ 
yat tvaà pitämahädeçäd 

 
ヴァイランム ドゥステャジャンム アテャジャハ 
vairaà dustyajam atyajaù 

 

dhana-daù uväca— 財 宝 の 管 理 者 （ ク ヴ ェ ー ラ ） が 言 っ た ; bhoù bhoù— お お ; 

kñatriya-däyäda—クシャトリヤの子息よ; parituñöaù—非常に嬉しい; asmi—私は〜である; 

te—お前に対して; anagha—罪無き者よ; yat—なぜなら; tvam—お前; pitämaha—お前の祖父; 

ädeçät—その教えを受けて; vairam—敵意; dustyajam—捨てさることが困難な; atyajaù—放棄

した。 
 

財宝の管理者クヴェーラが言う。「罪なきクシャトリヤの子よ。祖父の教えにしたが財宝の管理者クヴェーラが言う。「罪なきクシャトリヤの子よ。祖父の教えにしたが財宝の管理者クヴェーラが言う。「罪なきクシャトリヤの子よ。祖父の教えにしたが財宝の管理者クヴェーラが言う。「罪なきクシャトリヤの子よ。祖父の教えにしたが

っておまえが敵意を捨てさったことを聞き、私は心から嬉しく思っている。さぞかし困っておまえが敵意を捨てさったことを聞き、私は心から嬉しく思っている。さぞかし困っておまえが敵意を捨てさったことを聞き、私は心から嬉しく思っている。さぞかし困っておまえが敵意を捨てさったことを聞き、私は心から嬉しく思っている。さぞかし困

難な決断だったと思うが、そのようなおまえに、私はたいへん満足している」難な決断だったと思うが、そのようなおまえに、私はたいへん満足している」難な決断だったと思うが、そのようなおまえに、私はたいへん満足している」難な決断だったと思うが、そのようなおまえに、私はたいへん満足している」 

 

第３節第３節第３節第３節 
 

Na >avaNavDaqÛ+aaà Ya+aa >a]aTar& Tav    ) 
  k-al/ Wv ih >aUTaaNaa& Pa[>aurPYaYa>aavYaae" )) 3 )) 

 
ナ バハヴァーン アヴァディヒードゥ ヤクシャーン 
na bhavän avadhéd yakñän 

 
ナ ヤクシャー ブフラータランム タヴァ 
na yakñä bhrätaraà tava 

 
カーラ エーヴァ ヒ ブフーターナーンム 
käla eva hi bhütänäà 

 



3 

 

プラブフル アピャヤ・バハーヴァヨーホ 
prabhur apyaya-bhävayoù 

 

na—ではない; bhavän—お前; avadhét—殺した; yakñän—ヤクシャ族; na—ではない; 

yakñäù—ヤクシャ族; bhrätaram—兄弟; tava—お前の; kälaù—時; eva—確かに; hi—なぜ

なら; bhütänäm—生命体たちの; prabhuù—至高主; apyaya-bhävayoù—破壊と発生の。 
 

ほんとうは、おまえはヤクシャ族を殺したわけではないし、ヤクシャ族がおまえの弟ほんとうは、おまえはヤクシャ族を殺したわけではないし、ヤクシャ族がおまえの弟ほんとうは、おまえはヤクシャ族を殺したわけではないし、ヤクシャ族がおまえの弟ほんとうは、おまえはヤクシャ族を殺したわけではないし、ヤクシャ族がおまえの弟

を殺したわけでもない。発生と破壊の根本原因は、永遠なる時という至高主の力なのだを殺したわけでもない。発生と破壊の根本原因は、永遠なる時という至高主の力なのだを殺したわけでもない。発生と破壊の根本原因は、永遠なる時という至高主の力なのだを殺したわけでもない。発生と破壊の根本原因は、永遠なる時という至高主の力なのだ

から。から。から。から。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

財宝の管理者はドゥルヴァ・マハーラージャを「罪なき者」と呼びましたが、数多くのヤ

クシャ族を殺したことで気がとがめていたドゥルヴァは、そう感じていなかったかもしれま

せん。しかしクヴェーラはこの節で、おまえがヤクシャ族を殺したのではない、と断言して

います。罪をおかしたわけではなかったのです。王としての義務を履行しただけのことであ

り、それは自然の法則に命じられたことでもあります。クヴェーラは言いました。「弟がヤ

クシャ族に殺されたとも考えてはならない。弟が死んだ、あるいは殺されたのは、自然の法

則という力によるものだ。主の力のひとつである『永遠なる時』が、物事の破壊と発生の根

本原因である。そのような作用の責任がおまえにあるのではない」。 

 

第４節第４節第４節第４節 
 

Ah& TviMaTYaPaaQaaR DaqrjaNaaTPauåzSYa ih ) 
SvaPanqva>aaTYaTaÖyaNaaÛYaa bNDaivPaYaRYaaE )) 4 )) 

 
アハンム トゥヴァンム イティ アパールタハー ディヒール 
ahaà tvam ity apärthä dhér 

 
アギャーナートゥ プルシャッシャ ヒ 
ajïänät puruñasya hi 

 
スヴァープニーヴァーバハーティ アタドゥ・デャーナードゥ 
sväpnéväbhäty atad-dhyänäd 

 
ヤヤー バンダハ・ヴィパリャヤウ 
yayä bandha-viparyayau 

 

aham—私 ; tvam—あなた ; iti—そのように ; apärthä—誤解された ; dhéù—知性 ; 

ajïänät—無知から ; puruñasya—人物の ; hi—確かに ; sväpni—夢 ; iva—〜のように ; 
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äbhäti—見える; a-tat-dhyänät—肉体観念の生活から; yayä—それによって; bandha—束

縛; viparyayau—そして苦しみ。 
 

肉体観念にもとづいて自分と他者を「私」と「あなた」と考える誤認は、無肉体観念にもとづいて自分と他者を「私」と「あなた」と考える誤認は、無肉体観念にもとづいて自分と他者を「私」と「あなた」と考える誤認は、無肉体観念にもとづいて自分と他者を「私」と「あなた」と考える誤認は、無知から生知から生知から生知から生

じる。この肉体観念こそが誕生と死の繰りかえしの原因であり、それが私たちを物質存じる。この肉体観念こそが誕生と死の繰りかえしの原因であり、それが私たちを物質存じる。この肉体観念こそが誕生と死の繰りかえしの原因であり、それが私たちを物質存じる。この肉体観念こそが誕生と死の繰りかえしの原因であり、それが私たちを物質存

在に縛りつづける。在に縛りつづける。在に縛りつづける。在に縛りつづける。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

Ahaà tvam（アハンム トゥヴァンム）、すなわち「私」とか「あなた」というまちがった概

念は両者を区別する見方であり、最高人格主神との永遠の絆を忘れるために生じます。至高

の人物クリシュナはすべての中心となる方であり、手や足が体全体の部分であるように、だ

れもが主の部分体です。自分と至高主が永遠にむすばれていると理解すれば、肉体観念にも

とづく区別感はなくなります。同じ例を挙げることができます。手は手、足は足ですが、ど

ちらも体全体のために使われていれば、「手」や「足」という区別はなくなります。すべて

が体全体にぞくするからであり、そのように機能している各部が体全体を構成しているので

す。同じように、生命体がクリシュナ意識にいれば、だれもが主に仕えているから「私」と

か「あなた」という区別はなくなります。主は絶対的な方ですから、主への奉仕も絶対的で

す。手がそれなりに機能し、足もそれなりに機能をしていても、目的は最高人格主神ですか

ら、すべてはひとつです。ほんとうの知識とは、手は手、足は足、体は体などとは区別でき

ても、全体から見ればひとつである、ということです。自分は自由である、と生命体が考え

るときから物質存在という条件づけられた状態が始まります。ですから、「私は主と分離し

て存在している」という概念は夢にすぎません。私たちは、クリシュナ意識という自分本来

の立場にもどらなくてはなりません。それができてこそ、物質的束縛から解放されるのです。 

 

第５節第５節第５節第５節 
 

TaÓC^ Da]uv >ad]& Tae >aGavNTaMaDaae+aJaMa(  ) 
SavR>aUTaaTMa>aaveNa SavR>aUTaaTMaivGa]hMa(     )) 5 )) 

 
タドゥ ガッチャハ ドゥフルヴァ バハドゥランム テー 
tad gaccha dhruva bhadraà te 

 
バハガヴァンタンム アドホークシャジャンム 
bhagavantam adhokñajam 

 
サルヴァ・ブフータートゥマ・バハーヴェーナ 
sarva-bhütätma-bhävena 

 
サルヴァ・ブフータートゥマ・ヴィグラハンム 
sarva-bhütätma-vigraham 
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tat—ゆえに ; gaccha—来る ; dhruva—ドゥルヴァ ; bhadram—幸運 ; te—お前に ; 

bhagavantam— 最 高 人 格 主 神 に ; adhokñajam— 物 質 的 な 感 覚 の 概 念 を 超 え た 方 ; 

sarva-bhüta—全生命体; ätma-bhävena—それらを一つと考えることで; sarva-bhüta—全

生命体の中に; ätma—至高魂; vigraham—姿を持っている。 
 

ドゥルヴァよ。こちらへ進みでよ。主がいつもおまえに幸運をさずけてくださるようドゥルヴァよ。こちらへ進みでよ。主がいつもおまえに幸運をさずけてくださるようドゥルヴァよ。こちらへ進みでよ。主がいつもおまえに幸運をさずけてくださるようドゥルヴァよ。こちらへ進みでよ。主がいつもおまえに幸運をさずけてくださるよう

に。我々の感覚的概念を超えたに。我々の感覚的概念を超えたに。我々の感覚的概念を超えたに。我々の感覚的概念を超えた最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神は全生命体の至高魂であるため、どのようは全生命体の至高魂であるため、どのようは全生命体の至高魂であるため、どのようは全生命体の至高魂であるため、どのよう

な生物でもひとつであり、違いはないな生物でもひとつであり、違いはないな生物でもひとつであり、違いはないな生物でもひとつであり、違いはない。ゆえに、全生命体が身をよせる究極の人物であ。ゆえに、全生命体が身をよせる究極の人物であ。ゆえに、全生命体が身をよせる究極の人物であ。ゆえに、全生命体が身をよせる究極の人物であ

る主の崇高な姿に奉仕をするのだ。る主の崇高な姿に奉仕をするのだ。る主の崇高な姿に奉仕をするのだ。る主の崇高な姿に奉仕をするのだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節のvigraham（ヴィグラハンム）「特別の姿を持っている」ということばは、絶対真理

者が究極的に最高人格主神であることを指しているため、重要な意味があります。そのこと

は『ブラフマ・サムヒター』（第５章・第１節）で sac-cid-änanda-vigrahaù（サチ・チドゥ・

アーナンダ・ヴィグラハハ）と謳われています。主は姿を持っていますが、その姿はどのような物

質的な体とも違っています。生命体は至高の姿から生じた中間勢力です。そのため、至高の

姿と違いはないのですが、同時に、その至高の姿と同じであるとも言えません。ドゥルヴァ・

マハーラージャはこの節で、至高の姿に奉仕をするよう助言を受けています。たとえば、木

にも姿があり、その木の根に水を注げば、ほかの姿――葉、枝、花、くだもの――にもおの

ずと水がゆきわたります。マーヤーヴァーダが言う、「絶対真理はすべてを包括しているの

だから、主に姿はないはずである」とする考え方は、この節で否定されています。反対に、

「絶対真理者には姿がある、しかしなおかつ遍在している」と確証されています。主から離

れているものはなにもないのです。 

 

第６節第６節第６節第６節 
 

>aJaSv >aJaNaqYaax(iga]Ma>avaYa >aviC^dMa(  ) 
Yau¢&- ivrihTa& Xa¢-ya Gau<aMaYYaaTMaMaaYaYaa  )) 6 )) 

 
バハジャスヴァ バハジャニーヤーングフリンム 
bhajasva bhajanéyäìghrim 

 
アバハヴァーヤ バハヴァ・チヒダンム 
abhaväya bhava-cchidam 

 
ユクタンム ヴィラヒタンム シャクテャー 
yuktaà virahitaà çaktyä 

 
グナ・マイヤートゥマ・マーヤヤー 
guëa-mayyätma-mäyayä 
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bhajasva—献愛奉仕に励む; bhajanéya—崇拝されるにふさわしい; aìghrim—蓮華の御

足を持つ主に; abhaväya—物質存在からの解放のために; bhava-chidam—物質的束縛の結

び目 を切断す る方 ; yuktam— 執着して ; virahitam— 離 れて ; çaktyä— 主 の勢力に ; 

guëa-mayyä—物質自然の様式で構成されている; ätma-mäyayä—想像を絶する主の勢力

によって。 
 

だからこそ、主への献愛奉仕に没頭するのだ。主だけが我々を物質存在の束縛から解だからこそ、主への献愛奉仕に没頭するのだ。主だけが我々を物質存在の束縛から解だからこそ、主への献愛奉仕に没頭するのだ。主だけが我々を物質存在の束縛から解だからこそ、主への献愛奉仕に没頭するのだ。主だけが我々を物質存在の束縛から解

放させられるからである。主は自分の物質勢力に執着してはいるものの、その勢力の作放させられるからである。主は自分の物質勢力に執着してはいるものの、その勢力の作放させられるからである。主は自分の物質勢力に執着してはいるものの、その勢力の作放させられるからである。主は自分の物質勢力に執着してはいるものの、その勢力の作

用とは離れている。物質界に起こるすべては、用とは離れている。物質界に起こるすべては、用とは離れている。物質界に起こるすべては、用とは離れている。物質界に起こるすべては、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神の想像を絶する力によっての想像を絶する力によっての想像を絶する力によっての想像を絶する力によって

生じているのである。生じているのである。生じているのである。生じているのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

前節からつづき、とくにこの節で述べられているのは、ドゥルヴァ・マハーラージャは献

愛奉仕をしなくてはならない、という点です。その奉仕は、最高人格主神の姿のないブラフ

マンに向けてすることはできません。「献愛奉仕をせよ」という意味のbhajasva（バハジャスヴ

ァ）ということばが使われるとき、それは、奉仕をする者、奉仕、そして奉仕を受ける者が

いることを指しています。最高人格主神が奉仕を受ける側で、主を喜ばせる活動を奉仕とい

い、その奉仕をする者が召し使い、と呼ばれます。それが『バガヴァッド・ギーター』でも

mäm ekaà çaraëaà vraja（マーンム エーカンム シャラナンム ヴラジャ）と確証されています。至

高主の手や足に比較される半神に仕える必要はありません。至高主が奉仕を受ければ、至高

主の手や足もおのずと奉仕を受けるのです。分けて奉仕をする必要はない、ということです。

『バガヴァッド・ギーター』（第12章・第７節）ではteñäm ahaà samuddhartä måtyu 

-saàsära-sägarät（テーシャーンム アハンム サムッダハルター ムリテュ・サンムサーラ・サーガラートゥ）

と言われ、これは「主は献愛者に特別な好意をしめすために、最後には物質存在の束縛から

解放されるよう献愛者を心のうちから導く」という意味です。至高主だけが生命体をこの物

質界の束縛から救うことができるのです。物質エネルギーは最高人格主神のさまざまな勢力

の表われであり、そのことはparäsya çaktir vividhaiva çrüyate（パラーッシャ シャクティル ヴ

ィヴィダハイヴァ シュルーヤテー）（『チャタンニャ・チャリタームリタ』マデャ、第13章・第65

節、要旨解説）と表現されています。物質エネルギーは主の勢力のひとつであり、それは熱

と光が火の持つ勢力であるのと同じです。物質エネルギーと至高主神は違った存在ではあり

ませんが、同時に、主は物質エネルギーとまったくかかわっていません。中間勢力である生

命体は、物質界を支配しようとする望みのために物質エネルギーのなかに落としいれられて

います。主はこのことから離れているのですが、生命体が主に献愛奉仕をすれば、やがてそ

の奉仕に執着するようになります。この状態をyuktam（ユクタンム）と言います。献愛者にと
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って主は物質エネルギーのなかにでさえ存在しています。これが、主の想像を絶する勢力で

す。物質エネルギーは物質界の三様式のなかで機能し、それが物質存在の動・反動を作りだ

します。献愛者でない人々はそのような活動に巻きこまれていきますが、自分の行動を最高

人格主神の意志と一致させる献愛者たちは、物質エネルギーのそのような動・反動から自由

になっていきます。ですから、主はこの節でbhava-cchidam（バハヴァ・チヒダンム）、すなわち

「物質存在の束縛から解放する方」と述べられています。 

 

第７節第７節第７節第７節 
 

v*<aqih k-aMa& Na*Pa YaNMaNaaeGaTa& 
MataSTvMaaEtaaNaPade_ivXaiªTa" ) 

vr& vrahaeR_MbuJaNaa>aPaadYaae‚ 
rNaNTar& Tva& vYaMa(r) éué[uMa )) 7 )) 

 
ヴリニーヒ カーマンム ヌリパ ヤン マノー・ガタンム 
våëéhi kämaà nåpa yan mano-gataà 

 
マッタス トゥヴァンム アウッターナパデー ヴィシャンキタハ 
mattas tvam auttänapade 'viçaìkitaù 

 
ヴァランム ヴァラールホー ンムブジャ・ナーバハ・パーダヨール 
varaà varärho 'mbuja-näbha-pädayor 

 
アナンタランム トゥヴァーンム ヴァヤンム アンガ シュシュルマ 
anantaraà tväà vayam aìga çuçruma 

 

våëéhi— ど う か 求 め て ほ し い ; kämam— 望 み ; nåpa— 王 よ ; yat— な ん で も ; 

manaù-gatam—心の中にある; mattaù—私から; tvam—お前; auttänapade—マハーラー

ジャ・ウッターナパーダ王の子息よ ; aviçaìkitaù—ためらうことなく ; varam—恩恵 ; 

vara-arhaù—恩恵を授かるにふさわしい ; ambuja—蓮華の花 ; näbha—その方の臍 ; 

pädayoù—主の蓮華の御足に; anantaram—つねに; tväm—お前について; vayam—私た

ち; aìga—ドゥルヴァよ; çuçruma—〜と聞いた。 
 

マハーラージャ・ウッターナパーダ王の子、ドゥルヴァ・マハーラージャよ。私はおマハーラージャ・ウッターナパーダ王の子、ドゥルヴァ・マハーラージャよ。私はおマハーラージャ・ウッターナパーダ王の子、ドゥルヴァ・マハーラージャよ。私はおマハーラージャ・ウッターナパーダ王の子、ドゥルヴァ・マハーラージャよ。私はお

まえが、蓮華の臍を持つ方として知られるまえが、蓮華の臍を持つ方として知られるまえが、蓮華の臍を持つ方として知られるまえが、蓮華の臍を持つ方として知られる最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神にたえず愛情奉仕をしているとにたえず愛情奉仕をしているとにたえず愛情奉仕をしているとにたえず愛情奉仕をしていると

聞いた。ゆえに、おまえは私からどのような恩恵でもさずかるにふさわしい人物である。聞いた。ゆえに、おまえは私からどのような恩恵でもさずかるにふさわしい人物である。聞いた。ゆえに、おまえは私からどのような恩恵でもさずかるにふさわしい人物である。聞いた。ゆえに、おまえは私からどのような恩恵でもさずかるにふさわしい人物である。

ためらうことなく、望むものを私に求めるがよい。ためらうことなく、望むものを私に求めるがよい。ためらうことなく、望むものを私に求めるがよい。ためらうことなく、望むものを私に求めるがよい。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ウッターナパーダ王の子息であるドゥルヴァ・マハーラージャは、いつも主の蓮華の御足

を思う主の偉大な献愛者として全宇宙でその名が知られていました。そのような純粋無垢な

献愛者は、半神からあらゆる恩恵をさずかるにふさわしい美質をそなえています。恩恵をさ

ずかるために、クリシュナとは別に半神を崇拝する必要はありません。クヴェーラは半神の

財宝を管理しており、ドゥルヴァ・マハーラージャに対して、望む恩恵があればなんでも言

うように、と求めています。そのことについて、シュリーラ・ビルヴァマンガラ・タークラ

は、「主に献愛奉仕をしている人物には、すべての物質的恩恵があたかも侍女のように控え

ている」と表現しています。ムクティ・デーヴィー（Mukti-devé）が、解脱を与えるため

に献愛者の家の扉のまえで待っている、いつなんどきでも、というのです。つまり、献愛者

になればおのずと高尚な境地に到達する、ということです。最高人格主神に崇高な愛情奉仕

をするだけで、世界中のあらゆる恩恵を、とくにその恩恵を得るために努力しなくてもさず

かることができます。主クヴェーラは、ドゥルヴァ・マハーラージャがつねにサマーディ

（samädhi）「主の蓮華の御足を考えている境地」にあったと聞いている、と言っています。

言いかえるとクヴェーラは、ドゥルヴァ・マハーラージャにとって物質界ではなにも欲しい

ものがないことを知っていた、ということです。ドゥルヴァが、いつも至高主の蓮華の御足

をいつも思っているという恩恵以外は欲しがらないことも知っていたのです。 

 

第８節第８節第８節第８節 
 

MaE}aeYa ovac 
Sa raJaraJaeNa vraYa caeidTaae 

Da]uvae Maha>aaGavTaae MahaMaiTa" ) 
hraE Sa vv]e_cil/Taa& SMa*iTa& YaYaa 

TarTYaYaÒeNa durTYaYa& TaMa" )) 8 )) 
 

マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
サ ラージャ・ラージェーナ ヴァラーヤ チョーディトー 
sa räja-räjena varäya codito 

 
ドゥフルヴォー マハー・バハーガヴァトー マハー・マティヒ 
dhruvo mahä-bhägavato mahä-matiù 

 
ハラウ サ ヴァヴレー チャリターンム スムリティンム ヤヤー 
harau sa vavre 'calitäà småtià yayä 

 
タラティ アヤトゥネーナ ドゥラテャヤンム タマハ 
taraty ayatnena duratyayaà tamaù 



9 

 

maitreyaù uväca—偉大な聖者マイトゥレーヤが言った; saù—彼; räja-räjena—王の中

の王（クヴェーラ）によって; varäya—恩恵に対して; coditaù—聞かれて; dhruvaù—ドゥ

ルヴァ・マハーラージャ; mahä-bhägavataù—一流の純粋な献愛者; mahä-matiù—もっと

も知的あるいは思慮深い; harau—最高人格主神に; saù—彼; vavre—尋ねた; acalitäm—揺

るぎない; småtim—記憶; yayä—それによって; tarati—渡りきる; ayatnena—困難なく; 

duratyayam—超えることのできない; tamaù—無知。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。知的で思慮深い王偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。知的で思慮深い王偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。知的で思慮深い王偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。知的で思慮深い王

であり、そしてもっとも高尚かつ純粋な献愛者であるドゥルヴァ・マハーラージャは、であり、そしてもっとも高尚かつ純粋な献愛者であるドゥルヴァ・マハーラージャは、であり、そしてもっとも高尚かつ純粋な献愛者であるドゥルヴァ・マハーラージャは、であり、そしてもっとも高尚かつ純粋な献愛者であるドゥルヴァ・マハーラージャは、

ヤクシャラージャ（ヤクシャ族の王）から恩恵を受けいれるよう求められたとき、ヤクシャラージャ（ヤクシャ族の王）から恩恵を受けいれるよう求められたとき、ヤクシャラージャ（ヤクシャ族の王）から恩恵を受けいれるよう求められたとき、ヤクシャラージャ（ヤクシャ族の王）から恩恵を受けいれるよう求められたとき、最高最高最高最高

人格主神人格主神人格主神人格主神に対するゆるぎない信念と記憶がさずかるよう願った。そうすれば、ふつうのに対するゆるぎない信念と記憶がさずかるよう願った。そうすれば、ふつうのに対するゆるぎない信念と記憶がさずかるよう願った。そうすれば、ふつうのに対するゆるぎない信念と記憶がさずかるよう願った。そうすれば、ふつうの

魂にはとうてい渡れない無知の海を、たやすく渡りきることができるからである」魂にはとうてい渡れない無知の海を、たやすく渡りきることができるからである」魂にはとうてい渡れない無知の海を、たやすく渡りきることができるからである」魂にはとうてい渡れない無知の海を、たやすく渡りきることができるからである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 
ヴェーダの儀式に熟達した従者たちは、さまざまなタイプの恩恵が宗教性、経済発展、感覚

満足、解脱に応じて用意されている、と言います。この４つの原則はチャトゥル・ヴァルガ

（catur-varga）という名前で知られています。そのなかでも、解脱の恩恵は物質界でもっ

とも高いものとされています。物質界の無知を渡りきることが最高のpuruñärtha（プルシャー

ルタ）「人類への恩恵」です。しかしドゥルヴァ・マハーラージャは、その最高の恩恵プル

シャールタさえ凌ぐ恩恵、すなわち主の蓮華の御足をいつも思っていられるように、という

恩恵を求めました。その境地をパンチャマ・プルシャールタ（païcama-puruñärtha）とい

います。このパンチャマ・プルシャールタという主の献愛奉仕に没頭するだけの境地に入っ

た献愛者には、４つのプルシャールタ・解脱が些細なことに思えてきます。シュリーラ・プ

ラボーダーナンダ・サラスヴァティーはこのことに関連して、献愛者にとって解脱は地獄の

ような境地でしかない、と言います。献愛者は、感覚満足という天国の惑星で得られる生活

を蜃気楼のようなもの、すなわちなんの価値もないものと考えるからです。ヨーギーたちは

感覚を抑制しようと努力しますが、献愛者は感覚の制御に苦労しません。感覚はヘビと比較

されますが、献愛者にとってヘビの毒牙は折れています。そのためシュリーラ・プラボーダ

ーナンダ・サラスヴァティーは、物質界で得られる恩恵を分析したうえで、純粋な献愛者に

とってはどれも無価値であると断言しています。ドゥルヴァ・マハーラージャはマハー・バ

ーガヴァタ（mahä-bhägavata）「一流の献愛者」であり、はかりしれない知性・マハー・

マティ（mahä-matiù）をそなえています。優れた知性がなければ献愛奉仕、すなわちクリ

シュナ意識をはじめることはできません。一流の献愛者なら一流の知性をそなえた人物なの

ですから、物質界で得られる恩恵には見むきもしません。ドゥルヴァ・マハーラージャは、



10 

 

王のなかの王から恩恵を受けとるよう求められました。半神の財宝の管理者・クヴェーラの

唯一の奉仕は、物質界にいる人々に巨万の富をさずけることであり、この節では王のなかの

王、と呼ばれています。それは、クヴェーラに祝福されなければだれも王にはなれないから

です。その王のなかの王が、欲しいだけの富をさずけようと申しでているのですが、ドゥル

ヴァ・マハーラージャはことわりました。そのために、ドゥルヴァはここで、マハー・マテ

ィ、ひじょうに思慮深い、あるいは知的である、と呼ばれています。 

 

第９節第９節第９節第９節 
 

TaSYa Pa[qTaeNa MaNaSaa Taa& dtvE@iv@STaTa"  ) 
PaXYaTaae_NTadRDae Saae_iPa SvPaur& Pa[TYaPaÛTa )) 9 )) 

 
タッシャ プリーテーナ マナサー 
tasya prétena manasä 

 
ターンム ダットゥヴァイダヴィダス タタハ 
täà dattvaiòaviòas tataù 

 
パッシャトー ンタルダデヘー ソー ピ 
paçyato 'ntardadhe so 'pi 

 
スヴァ・プランム プラテャパデャタ 
sva-puraà pratyapadyata 

 

tasya—ドゥルヴァに; prétena—大いに喜んで; manasä—そのような心理で; täm—その

記憶; dattvä—授けて; aiòaviòaù—イダヴィダーの子、クヴェーラ; tataù—そのあと; 

paçyataù—ドゥルヴァが見ているあいだに; antardadhe—消えた; saù—彼（ドゥルヴァ）; 

api—もまた; sva-puram—自分の都市に; pratyapadyata—戻った。 
 

イダヴィダーの子、主クヴェーラは大いに満足し、ドゥルヴァが求めた恩恵を喜んでイダヴィダーの子、主クヴェーラは大いに満足し、ドゥルヴァが求めた恩恵を喜んでイダヴィダーの子、主クヴェーラは大いに満足し、ドゥルヴァが求めた恩恵を喜んでイダヴィダーの子、主クヴェーラは大いに満足し、ドゥルヴァが求めた恩恵を喜んで

さずけた。そしてドゥルヴァのまえから姿を消し、ドゥルヴァ・マハーラージャも自分さずけた。そしてドゥルヴァのまえから姿を消し、ドゥルヴァ・マハーラージャも自分さずけた。そしてドゥルヴァのまえから姿を消し、ドゥルヴァ・マハーラージャも自分さずけた。そしてドゥルヴァのまえから姿を消し、ドゥルヴァ・マハーラージャも自分

の都に帰っていった。の都に帰っていった。の都に帰っていった。の都に帰っていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

イダヴィダー（Iòaviòä）の子として知られるクヴェーラは、ドゥルヴァ・マハーラージ

ャが物質的に楽しめるものを求めなかったことに心から満足しました。クヴェーラは半神で

すから、「なぜドゥルヴァ・マハーラージャは半神から恩恵をさずかったのか」と詰問する

人がいるかもしれません。それは、ヴァイシュナヴァにとって、クリシュナ意識に高められ

るものであれば、半神から恩恵をさずかることをことわる理由はないからです。たとえばゴ
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ーピーたちは、カーテャーヤニー（Kätyäyané）という女神を崇拝しましたが、それはクリ

シュナを夫として迎えるというたったひとつの恩恵を女神に求めたからです。ヴァイシュナ

ヴァは半神から恩恵をさずかることや、最高人格主神から恩恵をさずかることにも関心はあ

りません。『シュリーマド・バーガヴァタム』で言われているように、解脱は至高者からさ

ずけられるものであっても、純粋な献愛者はその恩恵をうけとるつもりはありません。ドゥ

ルヴァ・マハーラージャはクヴェーラに、精神界に移されるという解脱さえ求めませんでし

た。どこにいようと――精神界であろうと物質界であろうと――いつも最高人格主神を思っ

ていられるように、と願ったのでした。ヴァイシュナヴァはいつでも、だれにでも敬意をし

めします。ですから、クヴェーラがドゥルヴァに恩恵をさずけようとしたとき、ドゥルヴァ

はその申し出をことわりませんでした。望んだのは、クリシュナ意識を高めてくれる恩恵だ

ったのです。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 
 

AQaaYaJaTa YajeXa& §-Taui>a>aURirdi+a<aE"   ) 
d]VYai§-YaadevTaaNaa& k-MaR k-MaRf-l/Pa[dMa( )) 10 )) 

 
アタハーヤジャタ ヤギェーシャンム 
athäyajata yajïeçaà 

 
クラトゥビヒル ブフーリ・ダクシナイヒ 
kratubhir bhüri-dakñiëaiù 

 
ドゥラヴャ・クリヤー・デーヴァターナーンム 
dravya-kriyä-devatänäà 

 
カルマ カルマ・パハラ・プラダンム 
karma karma-phala-pradam 

 

atha—そのあと; ayajata—彼は崇拝した; yajïa-éçam—儀式の主; kratubhiù—儀式によ

って; bhüri—盛大な; dakñiëaiù—慈善によって; dravya-kriyä-devatänäm—さまざまな道

具、活動、半神たちをともなう儀式の ; karma—対象者 ; karma-phala—活動の結果 ; 

pradam—報いる方。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、宮殿に住んでいるときは、すべての儀式を楽しむ方・ドゥルヴァ・マハーラージャは、宮殿に住んでいるときは、すべての儀式を楽しむ方・ドゥルヴァ・マハーラージャは、宮殿に住んでいるときは、すべての儀式を楽しむ方・ドゥルヴァ・マハーラージャは、宮殿に住んでいるときは、すべての儀式を楽しむ方・

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神を喜ばせるために盛大な儀式を数多く執行した。ヴェーダで定められた儀を喜ばせるために盛大な儀式を数多く執行した。ヴェーダで定められた儀を喜ばせるために盛大な儀式を数多く執行した。ヴェーダで定められた儀を喜ばせるために盛大な儀式を数多く執行した。ヴェーダで定められた儀

式は、儀式の対象者であり、また結果としての恩恵をさずけてくださる主ヴィシュヌを式は、儀式の対象者であり、また結果としての恩恵をさずけてくださる主ヴィシュヌを式は、儀式の対象者であり、また結果としての恩恵をさずけてくださる主ヴィシュヌを式は、儀式の対象者であり、また結果としての恩恵をさずけてくださる主ヴィシュヌを

喜ばせるためにある。喜ばせるためにある。喜ばせるためにある。喜ばせるためにある。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

『バガヴァッド・ギーター』（第３章・第９節）では、yajïärthät karmaëo 'nyatra loko 

'yaà karma-bandhanaù（ヤギャールタハートゥ カルマノー ニャトゥラ ローコー ヤンム カルマ・バン

ダハナハ）「至高主を喜ばせるためだけに活動すべきである、さもなければ活動の結果に束縛

される」と言われています。ヴァルナ（varëa）とアーシュラマ（äçrama）という４つの

区分によると、クシャトリヤとヴァイシャはとくに、盛大な儀式をし、たくわえた財産を寛

大に分けあたえるよう勧められています。ドゥルヴァ・マハーラージャは王として、また理

想的なクシャトリヤとしてそのような儀式を執行し、寛大な慈善をほどこしています。クシ

ャトリヤとヴァイシャは、お金をかせぎ、できるだけ多くの財産をたくわえようとします。

しかしときには、それを悪事で実行しようとします。クシャトリヤは国を治めなくてはなり

ません。ドゥルヴァ・マハーラージャも、その任務を遂行するなかでヤクシャ族と戦い、殺

さなくてはなりませんでした。そのような行動はクシャトリヤには必要なことです。クシャ

トリヤは臆病者であってはなりませんし、非暴力であってもなりません。国を治めるには容

赦なく戦わなくてはならないのです。 

ですから、クシャトリヤもヴァイシャも、たくわえた財産の少なくとも50パーセントを

慈善として差しだすよう勧められています。『バガヴァッド・ギーター』では、放棄階級の

生活に入っても、ヤギャ（yajïa）、ダーナ（däna）、タパッシャ（tapasya）を捨てては

ならない、と説かれています。どれも放棄してはなりません。タパッシャは放棄生活者のた

めに用意されています。世俗の暮らしを捨てた人々は、タパッシャ、すなわち改悛と苦行を

しなくてはなりません。物質界に住む人々、クシャトリヤ、ヴァイシャは慈善をする義務が

あります。ブラフマチャーリーは、その生活の始めにさまざまなヤギャを執行しなくてはな

りません。 

ドゥルヴァ・マハーラージャは理想的な王でしたから、慈善をほどこして自分の財産をほ

とんど使いはたしています。本来、王は市⺠の税金を集めてたくわえた富を感覚満足に使う

ためにいるのではありません。世界の君主制は、王が市⺠から集めた財産を感覚満足のため

に使いはじめたときに崩壊しました。もちろん、君主制度でも⺠主主義でも、同じ堕落は今

もつづいています。⺠主政府にもさまざまな政党がありますが、党員たちは地位を守ること

や政党の権力維持に奔⾛しています。政治家は国⺠の幸せをほとんど考えていません。市⺠

は所得税、消費税、その他もろもろの税金という形の重税にあえいでいます。ときには収入

の80から90パーセントを税金として徴収され、その税金は役人や大臣たちの高給に惜しみ

なく充てられています。以前は、市⺠から集められた税金はヴェーダ経典が定める盛大な儀

式のために使われていました。しかし現代は、どのような儀式も執行できなくなっているた

め、シャーストラは、サンキールタナ・ヤギャ（saìkértana-yajïa）を勧めています。世



13 

 

帯者なら、どのような地位にあっても、お金を使わずにサンキールタナ・ヤギャができます。

家族がいっしょに座り、手をたたき、ハレー・クリシュナ・マハー・マントラを歌うことが

できます。だれでもこのヤギャができますし、人々にプラサーダを配ることもできます。カ

リ時代にはそれだけで十分です。クリシュナ意識運動はこの原則にもとづいています。つま

り、いつも、できるだけ、寺院の外でも中でもハレー・クリシュナを唱え、できるかぎりプ

ラサーダを配る方法です。この方法は、国の財産を作っている指導者との協力があってこそ

推進されます。寛大なプラサーダとサンキールタンだけで、全世界が平和と繁栄に包まれる

のです。 

ヴェーダ経典で勧められている物質的な儀式には、ふつう半神への捧げ物が含まれていま

す。この半神崇拝は、知性に欠ける人々にとくに用意されているものですが、じっさいは儀

式の結果を最高人格主神ナーラーヤナに捧げなくてはなりません。主クリシュナは『バガヴ

ァッド・ギーター』（第5章・第29節）でbhoktäraà yajïa-tapasäm（ボホークターランム ヤギ

ャ・タパサーンム）と述べています。主がすべての儀式を楽しむ方です。その主の別名をヤギャ・

プルシャ（Yajïa-puruña）といいます。 

ドゥルヴァ・マハーラージャは偉大な献愛者で、そのような儀式に固執する必要はありませ

んでしたが、臣⺠に模範をしめすために多くの儀式を執行し、自分の富を慈善として分けあ

たえました。世帯者として生きていたあいだ、感覚満足のために財産を使ったことは一度た

りともありません。この節にあるkarma-phala-pradam（カルマ・パハラ・プラダンム）というこ

とばはひじょうに重要です。主はだれにでも、望むとおりに、さまざまなカルマを与えます。

主はすべての生命体の心にいる至高魂であり、だれがなにを望んでも、その便宜を提供する

ほど優しく、寛大な方です。そして、その行動の結果は、行動した生命体自身が楽しみます。

物質自然界を楽しみたい、支配したい、と思う人に、主はその便宜をすべて提供しますが、

行動者はその結果に縛られます。同じように、献愛奉仕に没頭したいと望む人にも主は便宜

をすべて与え、献愛者はその結果を楽しみます。そのため主は、karma-phala-pradam（カ

ルマ・パハラ・プラダンム）と知られています。 

 

第１１節第１１節第１１節第１１節 

 
SavaRTMaNYaCYauTae_SaveR Taqv]aEgaa& >ai¢-MauÜhNa( ) 
ddXaaRTMaiNa >aUTaezu TaMaevaviSQaTa& iv>auMa(   )) 11 )) 

 
サルヴァートゥマニ アチュテー サルヴェー 
sarvätmany acyute 'sarve 

 
ティーヴラウガハーンム バハクティンム ウドゥヴァハン 
tévraughäà bhaktim udvahan 
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ダダルシャートゥマニ ブフーテーシュ 
dadarçätmani bhüteñu 

 
タンム エーヴァーヴァスティヒタンム ヴィブフンム 
tam evävasthitaà vibhum 

 

sarva-ätmani— 至 高 魂 に ; acyute— 完 全 無 欠 ; asarve— 限 界 の ま っ た く な い ; 

tévra-oghäm—揺るぎない力で; bhaktim—献愛奉仕; udvahan—している; dadarça—彼は

見た; ätmani—至高の精神魂の中に; bhüteñu—全生命体の中に; tam—主を; eva—だけ; 

avasthitam—位置されて; vibhum—あらゆる力を持つ。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは不屈の力で、万物の源である至高者に愛情奉仕をした。ドゥルヴァ・マハーラージャは不屈の力で、万物の源である至高者に愛情奉仕をした。ドゥルヴァ・マハーラージャは不屈の力で、万物の源である至高者に愛情奉仕をした。ドゥルヴァ・マハーラージャは不屈の力で、万物の源である至高者に愛情奉仕をした。

主にそのように仕えていたとき、すべてが主のうちだけにあり、主がすべての生命体の主にそのように仕えていたとき、すべてが主のうちだけにあり、主がすべての生命体の主にそのように仕えていたとき、すべてが主のうちだけにあり、主がすべての生命体の主にそのように仕えていたとき、すべてが主のうちだけにあり、主がすべての生命体の

うちにいることを目のあたりにした。主は、献愛者を守る、という主要な義務をかならうちにいることを目のあたりにした。主は、献愛者を守る、という主要な義務をかならうちにいることを目のあたりにした。主は、献愛者を守る、という主要な義務をかならうちにいることを目のあたりにした。主は、献愛者を守る、という主要な義務をかなら

ず遂行することから、アチュタ（ず遂行することから、アチュタ（ず遂行することから、アチュタ（ず遂行することから、アチュタ（Acyuta）と呼ばれる。）と呼ばれる。）と呼ばれる。）と呼ばれる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは数多くの儀式を執行しただけではなく、献愛奉仕をすると

いう超越的義務も遂行しています。行動の結果を楽しみたいと思っているふつうのカルミー

（karmé）は、ヴェーダのシャーストラ（çästra）で定められている儀式や祭式だけに関心

を持っています。ドゥルヴァ・マハーラージャは模範的王として多くの儀式をおこないまし

たが、献愛奉仕にも励んでいました。主は、身をゆだねた献愛者をかならず守ります。献愛

者はすべての人の心にいる主を見ることができ、それは『バガヴァッド・ギーター』（第18

章・第61節）で、éçvaraù sarva-bhütänäà håd-deçe 'rjuna tiñöhati （イーシュヴァラハ サルヴ

ァ・ブフーターナーンム フリドゥ・デーシェー ルジュナ ティシュタハティ）と言われているとおりです。

一般の人々は、至高主が全生物の心にいることを理解できませんが、献愛者はじっさいに主

を見ることができます。外に見るだけでなく、精神的視力によって、すべては最高人格主神

のうちにある事実を見ることができます。そのことは『バガヴァッド・ギーター』（第９章・

第４節）でmat-sthäni sarva-bhütäni（マトゥ・スタハーニ サルヴァ・ブフーターニ）と言われていま

す。それがマハー・バーガヴァタ（mahä-bhägavata）の見方です。だれもが見ていること

を見ていますが、ただ木、山、都市、空などをばくぜんと見るのではなく、すべては主のう

ちにあるからこそ、自分の崇拝している主をすべてのなかに見ます。これがマハー・バーガ

ヴァタの見方です。要約すれば、高尚かつ純粋な献愛者であるマハー・バーガヴァタは、主

をどこにでも、すべての心の内にでも見ている、ということです。これは、主に気高い奉仕

をしている献愛者だけにできることです。『ブラフマ・サムヒター』（第5章・第38節）で

premäïjana-cchurita-bhakti-vilocanena（プレーマーンジャナ・チュフリタ・バハクティ・ヴィローチャ
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ネーナ）と言われているように、自分の目に神への愛情という膏（こう）を塗った人物は、ど

こにでも至高主を見て、主と顔を合わせることができます。それは、想像しても、ありきた

りの瞑想をしてもできることではありません。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 
 

TaMaev& Xaql/SaMPaà& b]ø<Ya& dqNavTSal/Ma( ) 
Gaaeáar& DaMaRSaeTaUNaa& MaeiNare iPaTar& Pa[Jaa"   )) 12 )) 

 
タンム エーヴァンム シーラ・サンムパンナンム 
tam evaà çéla-sampannaà 

 
ブラフマニャンム ディーナ・ヴァトゥサランム 
brahmaëyaà déna-vatsalam 

 
ゴープターランム ダハルマ・セートゥーナーンム 
goptäraà dharma-setünäà 

 
メーニレー ピタランム プラジャーハ 
menire pitaraà prajäù 

 

tam—彼に ; evam—そのように ; çéla—神聖な気質で ; sampannam—与えられて ; 

brahmaëyam—ブラーフマナに敬意を払って; déna—貧しい者に ; vatsalam—親切な ; 

goptäram—保護者 ; dharma-setünäm—宗教原則の ; menire—思い ; pitaram—父親 ; 

prajäù—市⺠。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャはあらゆる神聖な質にめぐまれていた。至高主の献愛者ドゥルヴァ・マハーラージャはあらゆる神聖な質にめぐまれていた。至高主の献愛者ドゥルヴァ・マハーラージャはあらゆる神聖な質にめぐまれていた。至高主の献愛者ドゥルヴァ・マハーラージャはあらゆる神聖な質にめぐまれていた。至高主の献愛者

に敬意をはらい、貧しい者や罪のない者にもこのうえなく優しく、宗教原則を守った人に敬意をはらい、貧しい者や罪のない者にもこのうえなく優しく、宗教原則を守った人に敬意をはらい、貧しい者や罪のない者にもこのうえなく優しく、宗教原則を守った人に敬意をはらい、貧しい者や罪のない者にもこのうえなく優しく、宗教原則を守った人

物である。このような気質をそなえたド物である。このような気質をそなえたド物である。このような気質をそなえたド物である。このような気質をそなえたドゥルヴァ・マハーラージャは、市⺠たちすべてゥルヴァ・マハーラージャは、市⺠たちすべてゥルヴァ・マハーラージャは、市⺠たちすべてゥルヴァ・マハーラージャは、市⺠たちすべて

に父親として慕われていた。に父親として慕われていた。に父親として慕われていた。に父親として慕われていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節で述べられているドゥルヴァ・マハーラージャの人となりは、神聖な王がそなえた

模範的気質です。王にかぎらず、現代⺠主主義や政府の指導者たちも、このような神聖な気

質をそなえなくてはなりません。そうすれば、国⺠たちも幸せに暮らすことができます。こ

の節ではっきりと述べられているように、市⺠はドゥルヴァ・マハーラージャを父親と考え

ていました。子どもが頼もしい父親に身をゆだねるように、国や王に守られた市⺠は、あら

ゆる面で満たされた生活ができます。しかし今では、生活や財産の保証といった不可欠なこ

とさえ政府は確保してくれません。 
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このことに関連して、ひじょうに重要なことばが使われています。Brahmaëyam（ブラフマ

ニャンム）です。ヴェーダの研究に身をささげ、ゆえに最高人格主神を知っているブラーフマ

ナに、ドゥルヴァ・マハーラージャは強い忠誠心をいだいていました。ブラーフマナたちは

いつもクリシュナ意識を広めるために忙しく働いています。国は、神の意識を全世界に広め

ている組織を尊ばなくてはなりませんが、あいにく現代では、そのような運動を支援する国

や政府はありません。美徳に関するかぎり、国を管理する人々のなかにそのような優れた気

質はほとんどありません。管理者の地位についているだけで、どのような嘆願も拒否します

が、それはまるで市⺠の願いを拒否するために雇われているかのように見えます。この節に

あるべつのことばdéna-vatsalam（ディーナ・ヴァトゥサランム）もとても重要です。国の指導者は

罪のない人々に親切に対応しなくてはなりません。しかし現代では、国の代表者や大統領は、

国から高額の報酬を受けとり、自分を敬虔な人間のように見せかけてはいても、罪のない動

物が殺されている屠殺場の管理は認めています。ドゥルヴァ・マハーラージャの神聖な気質

と政治家の気質を比べようとしても、じつは比較の対象にさえならないことがわかります。

次の節でわかるように、ドゥルヴァ・マハーラージャはサテャ・ユガに生きていました。サ

テャ・ユガの理想的な王だったのです。現代（カリ・ユガ）の政府にはどのような神聖な気

質も見いだすことができません。このような状況から、現代人が宗教、生活、繁栄を確保す

るには、クリシュナ意識に身をゆだねる以外に選択の余地はないと言えます。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 
z$(i}a&XaÜzRSaahó& XaXaaSa i+aiTaMa<@l/Ma(  ) 
>aaeGaE" Pau<Ya+aYa& ku-vRà>aaeGaEréu>a+aYaMa(   )) 13 )) 

 
サトゥ・トゥリンムシャドゥ・ヴァルシャ・サーハスランム 
ñaö-triàçad-varña-sähasraà 

 
シャシャーサ クシティ・マンダランム 
çaçäsa kñiti-maëòalam 

 
ボホーガイヒ プニャ・クシャヤンム クルヴァンー 
bhogaiù puëya-kñayaà kurvann 

 
アボホーガイル アシュバハ・クシャヤンム 
abhogair açubha-kñayam 

 

ñaö-triàçat—36; varña—年; sähasram—1000; çaçäsa—治めた; kñiti-maëòalam—地球; 

bhogaiù—楽しみによる; puëya—敬虔なおこないの反動の; kñayam—減少; kurvan—して

いる; abhogaiù—苦行によって; açubha—不吉な反動の; kñayam—減少。 
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ドゥルヴァ・マハーラージャはこの惑星をドゥルヴァ・マハーラージャはこの惑星をドゥルヴァ・マハーラージャはこの惑星をドゥルヴァ・マハーラージャはこの惑星を36000年間治めた。そして、楽しむことで年間治めた。そして、楽しむことで年間治めた。そして、楽しむことで年間治めた。そして、楽しむことで敬敬敬敬

虔なおこないの反動を減少させ、苦行をすることで不吉な反動をも減少させた。虔なおこないの反動を減少させ、苦行をすることで不吉な反動をも減少させた。虔なおこないの反動を減少させ、苦行をすることで不吉な反動をも減少させた。虔なおこないの反動を減少させ、苦行をすることで不吉な反動をも減少させた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

地球を36,000年間治めたということは、ドゥルヴァ・マハーラージャがサテャ・ユガに

生きていたことを物語っています。人々が10万年間生きていた時代だからです。次の時代

トゥレーター・ユガでは１万年間、次のドゥヴァーパラ・ユガでは1,000年間という寿命が

定められていました。現代のカリ・ユガでは、最⻑で100年の寿命が与えられています。ユ

ガの変遷とともに、寿命、記憶力、優しさ、さらに他の優れた気質すべてが減少していきま

す。おこないには、敬虔・不敬虔の２種類があります。敬虔なおこないをすることで高い物

質的楽しみが味わえるようになりますが、不敬虔なおこないをすれば過酷な苦しみを体験し

なくてはなりません。しかし献愛者は、楽しむことにも苦しめられることにも関心がありま

せん。成功しているときには「今、過去の敬虔なおこないの結果を減らしている」と考えま

すし、苦しんでいるときには「今、過去の不敬虔なおこないの結果を減らしている」と考え

ます。献愛者は楽しみにも苦しみにも関心がありません。ただ主に奉仕をしたいと考えてい

ます。『シュリーマド・バーガヴァタム』は、献愛奉仕をアプラティハター（apratihatä）、

すなわち「幸福や苦悩という物質的条件にさまたげられることはない」と述べています。献

愛者はエーカーダシー（Ekädaçé）や他の絶食の日に従ったり、不義の性生活、陶酔、賭博、

肉食を放棄したりします。こうして過去の不敬虔なおこないの反動を清め、そして献愛奉仕

というもっとも敬虔なおこないをしているため、楽しむために努力をしなくても人生を満喫

することができます。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 
 

Wv& bhuSav& k-al&/ MahaTMaaivcle/iNd]Ya" ) 
i}avGaaŒPaiYak&- NaqTva Pau}aaYaadaà*PaaSaNaMa( )) 14 )) 

 
エーヴァンム バフ・サヴァンム カーランム 
evaà bahu-savaà kälaà 

 
マハートゥマーヴィチャレーンドゥリヤハ 
mahätmävicalendriyaù 

 
トゥリ・ヴァルガウパイカンム ニートゥヴァー 
tri-vargaupayikaà nétvä 

 
プトゥラーヤーダーン ヌリパーサナンム 
puträyädän nåpäsanam 
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evam—このように; bahu—多くの; savam—歳月; kälam—時; mahä-ätmä—偉大な魂; 

avicala-indriyaù— 感 覚満足 に乱される ことなく ; tri-varga— ３種類の世 俗的活動 ; 

aupayikam—実行するのに有利な; nétvä—過ごして; puträya—我が子に; adät—譲った; 

nåpa-äsanam—王座。 
 

自己を抑制する偉大な魂ドゥルヴァ・マハーラージャは、宗教、経済発展、すべての自己を抑制する偉大な魂ドゥルヴァ・マハーラージャは、宗教、経済発展、すべての自己を抑制する偉大な魂ドゥルヴァ・マハーラージャは、宗教、経済発展、すべての自己を抑制する偉大な魂ドゥルヴァ・マハーラージャは、宗教、経済発展、すべての

物質的望みの満足という３種類の世俗的活動を健全にまっとうした。そのあと、王座を物質的望みの満足という３種類の世俗的活動を健全にまっとうした。そのあと、王座を物質的望みの満足という３種類の世俗的活動を健全にまっとうした。そのあと、王座を物質的望みの満足という３種類の世俗的活動を健全にまっとうした。そのあと、王座を

息子にゆずった。息子にゆずった。息子にゆずった。息子にゆずった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

物質生活の完成は、宗教原則を守ることで健全にまっとうすることができます。その結果

として経済は順調に発展し、すべての感覚を問題なく満たすことできます。ドゥルヴァ・マ

ハーラージャは王として自分の体制を維持する必要があり、それができなければ一般大衆を

治めることは不可能でしたが、それを完璧にやりとげました。しかし我が子が成⻑し、王座

を任せられることを確信したとき、すぐに王座を明けわたし、世俗の活動から身を引きまし

た。 

この節で使われている１つの単語avicalendriyaù（アヴィチャレーンドゥリヤハ）はとても重要で、

「感覚の刺激に乱されもしなかったし、相当な年配者であったにもかかわらず感覚の力はま

ったく衰えていなかった」という意味があります。36,000年ものあいだ国を統治したので

すから、ドゥルヴァ王はたいそう年を取っていたと考えられますが、じつはきわめて旺盛な

感覚を持ちつづけていました。しかしそれでも、感覚満足にはまったく関心がありませんで

した。言いかえると、自己を抑制した境地にいたということです。また、物質主義にのっと

って自らの義務を完璧にまっとうしました。それが偉大な献愛者の生き方です。主チャイタ

ンニャの愛弟子のひとりであるシュリーラ・ラグナータ・ダーサ・ゴースヴァーミーは、大

富豪の子息として生まれました。物質的な幸福にはなんの関心もありませんでしたが、まか

された行政を完璧におこなっています。シュリーラ・ゴウラスンダラはラグナータ・ダーサ

に、「心のうちでは自分と物質界を完全に切りはなし、表向きには、世俗の仕事を義務とし

て履行するように」と助言しました。『バガヴァッド・ギーター』が述べているように、こ

の超越的な境地は献愛者だけが達成できます。ヨーギーのような他の人々は必死に感覚を制

御しようとしますが、献愛者はより高い超越的な活動をしているため、旺盛な感覚をそなえ

ていても、それを満たそうとはしません。 
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第１５節第１５節第１５節第１５節 

 
MaNYaMaaNa wd& ivì& MaaYaaricTaMaaTMaiNa ) 
AivÛaricTaSvPanGaNDavRNaGaraePaMaMa(   )) 15 )) 

 
マニャマーナ イダンム ヴィシュヴァンム 
manyamäna idaà viçvaà 

 
マーヤー・ラチタンム アートゥマニ 
mäyä-racitam ätmani 

 
アヴィデャー・ラチタ・スヴァプナ・ 
avidyä-racita-svapna- 

 
ガンダハルヴァ・ナガローパマンム 
gandharva-nagaropamam 

 

manyamänaù—悟っている; idam—この; viçvam—宇宙; mäyä—外的勢力によって; 

racitam—製造された; ätmani—生命体に; avidyä—幻想によって; racita—製造された; 

svapna—夢; gandharva-nagara—幻影; upamam—〜のような。 
 

シュリーラ・ドゥルヴァ・マハーラージャは、この宇宙現象界が夢や蜃気楼のようシュリーラ・ドゥルヴァ・マハーラージャは、この宇宙現象界が夢や蜃気楼のようシュリーラ・ドゥルヴァ・マハーラージャは、この宇宙現象界が夢や蜃気楼のようシュリーラ・ドゥルヴァ・マハーラージャは、この宇宙現象界が夢や蜃気楼のようにににに

生命体を惑わせていることを悟った。この世界は至高主の幻想かつ外的力による創造物生命体を惑わせていることを悟った。この世界は至高主の幻想かつ外的力による創造物生命体を惑わせていることを悟った。この世界は至高主の幻想かつ外的力による創造物生命体を惑わせていることを悟った。この世界は至高主の幻想かつ外的力による創造物

だからである。だからである。だからである。だからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

深い森のなかにはいると、あたかも巨大な宮殿やすばらしい都市がそこに出現したかのよ

うに見えることがあります。その現象をgandharva-nagara（ガンダハルヴァ・ナガラ）といいます。

同じように夢のなかで、じっさいにはない物事を想像して作りあげることがあります。自己

を悟った人物、あるいは献愛者は、物質宇宙現象界が一時的で幻影であるにもかかわらず真

実のように見えている、ということをよく知っています。蜃気楼のようなものです。しかし、

その影の背後には真実の創造界、すなわち精神界があります。献愛者はその精神界に関心を

向けているのであり、影に興味はありません。献愛者は至高の真理を悟っているからこそ、

真実が一時的にあらわれている幻影には興味がないのです。これは『バガヴァッド・ギータ

ー』（第９章・第59節）でもparaà dåñövä nivartate（パランム ドゥリシュトゥヴァー ニヴァルタ

テー）と確証されていることです。 
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第１６節第１６節第１６節第１６節 
 

AaTMaS}YaPaTYaSauôdae bl/Ma*Ök-aeXa‚ 
MaNTa"Paur& Pairivhar>auvê rMYaa" ) 

>aUMa<@l&/ Jal/iDaMae%l/Maak-l/YYa 
k-al/aePaSa*íiMaiTa Sa Pa[YaYaaE ivXaal/aMa( )) 16 )) 

 
アートゥマ・ストゥリ・アパテャ・スフリドー バランム リッダハ・コーシャンム 
ätma-stry-apatya-suhådo balam åddha-koçam 

 
アンタハ・プランム パリヴィハーラ・ブフヴァシュ チャ ラミャーハ 
antaù-puraà parivihära-bhuvaç ca ramyäù 

 
ブフー・マンダランム ジャラディヒ・メーカハランム アーカライヤ 
bhü-maëòalaà jaladhi-mekhalam äkalayya 

 
カーローパスリシュタンム イティ サ プラヤヤウ ヴィシャーラーンム 
kälopasåñöam iti sa prayayau viçäläm 

 

ätma— 肉 体 ; stré— 妻 ; apatya— 子 ど も ; suhådaù— 友 人 ; balam— 勢 力 、 軍 隊 ; 

åddha-koçam—豊かな財宝 ; antaù-puram—女性用居住区 ; parivihära-bhuvaù—公園 ; 

ca— そ し て ; ramyäù— 美 し い ; bhü-maëòalam— 地 球 全 体 ; jala-dhi— 海 に よ っ て ; 

mekhalam—境界; äkalayya—考えている; käla—時によって; upasåñöam—創造された; 

iti—このように; saù—彼は; prayayau—行った; viçäläm—バダリカーシュラマに。 
 

こうしてドゥルヴァ・マハーラージャは終焉のまえに、地球全体に広がり、広大な海こうしてドゥルヴァ・マハーラージャは終焉のまえに、地球全体に広がり、広大な海こうしてドゥルヴァ・マハーラージャは終焉のまえに、地球全体に広がり、広大な海こうしてドゥルヴァ・マハーラージャは終焉のまえに、地球全体に広がり、広大な海

に囲まれた王国を去っていった。に囲まれた王国を去っていった。に囲まれた王国を去っていった。に囲まれた王国を去っていった。自分の体、后たち、子どもたち、軍隊、豊富な財産、自分の体、后たち、子どもたち、軍隊、豊富な財産、自分の体、后たち、子どもたち、軍隊、豊富な財産、自分の体、后たち、子どもたち、軍隊、豊富な財産、

快適このうえない宮殿、数多くの美しい公園などすべてを、幻想の力が作りだしたもの快適このうえない宮殿、数多くの美しい公園などすべてを、幻想の力が作りだしたもの快適このうえない宮殿、数多くの美しい公園などすべてを、幻想の力が作りだしたもの快適このうえない宮殿、数多くの美しい公園などすべてを、幻想の力が作りだしたもの

と 考 え て い た の で あ る 。 そ し て や が て ヒ マ ラ ヤ 山 脈 の バ ダ リ カ ー シ ュ ラ マと 考 え て い た の で あ る 。 そ し て や が て ヒ マ ラ ヤ 山 脈 の バ ダ リ カ ー シ ュ ラ マと 考 え て い た の で あ る 。 そ し て や が て ヒ マ ラ ヤ 山 脈 の バ ダ リ カ ー シ ュ ラ マと 考 え て い た の で あ る 。 そ し て や が て ヒ マ ラ ヤ 山 脈 の バ ダ リ カ ー シ ュ ラ マ

（（（（Badarikäçrama）という地にある森にはいっていった。）という地にある森にはいっていった。）という地にある森にはいっていった。）という地にある森にはいっていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは幼いころ、最高人格主神をもとめて森にはいったとき、快

楽は幻想エネルギーの産物であることを悟りました。もちろんそのときは、父親の王国を手

にいれたいと考えていましたし、そのために至高主を探しにいっています。しかし最後には

すべてが幻想エネルギーの産物であることを悟りました。シュリーラ・ドゥルヴァ・マハー

ラージャの行動から私たちが学べるのは、どうにかしてクリシュナ意識になることができれ

ば――最初はどのような動機だったとしても――やがて主の恩寵によって真実を悟ること

ができる、ということです。最初は父親の王国に関心を寄せていましたが、最後には偉大な
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献愛者マハー・バーガヴァタになり、物質的快楽には見むきもしなくなりました。人生の完

成は献愛者だけが達成できるものです。献愛奉仕をほんのわずか完成させたあと、その未熟

な位置から逸脱したとしても、物質界で果報的活動をまっとうした人よりもすぐれている、

と言えます。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 
 

TaSYaa& ivéuÖk-r<a" iXavvaivRGaaù 
bd(ßaSaNa& iJaTaMaåNMaNaSaaôTaa+a" ) 

SQaUle/ dDaar >aGavTPa[iTaæPa WTad( 
DYaaYa&STadVYavihTaae VYaSa*JaTSaMaaDaaE )) 17 )) 

 
タッシャーンム ヴィシュッダハ・カラナハ シヴァ・ヴァール ヴィガーヒャ 
tasyäà viçuddha-karaëaù çiva-vär vigähya 

 
バッドゥフヴァーサナンム ジタ・マルン マナサーフリタークシャハ 
baddhväsanaà jita-marun manasähåtäkñaù 

 
ストゥフーレー ダダハーラ バハガヴァトゥ・プラティルーパ エータドゥ 
sthüle dadhära bhagavat-pratirüpa etad 

 
デャハーヤンムス タドゥ アヴャヴァヒトー ヴャスリジャトゥ サマーダハウ 
dhyäyaàs tad avyavahito vyasåjat samädhau 

 

tasyäm—バダリカーシュラマで; viçuddha—清められて; karaëaù—彼の感覚; çiva—純

粋な; väù—水; vigähya—〜で沐浴している; baddhvä—固定させて; äsanam—座位; jita—

支配した; marut—呼吸法; manasä—心で; ähåta—引きこめた; akñaù—彼の感覚; sthüle—

身体の; dadhära—彼は集中した; bhagavat-pratirüpe—主とまったく同じ姿に; etat—心; 

dhyäyan—〜を瞑想している; tat—その; avyavahitaù—止むことなく; vyasåjat—彼は入っ

た; samädhau—法悦境に。 
 

バダリカーシュラマで、ドゥルヴァ・マハーラージャの感覚は完全に純粋になった。バダリカーシュラマで、ドゥルヴァ・マハーラージャの感覚は完全に純粋になった。バダリカーシュラマで、ドゥルヴァ・マハーラージャの感覚は完全に純粋になった。バダリカーシュラマで、ドゥルヴァ・マハーラージャの感覚は完全に純粋になった。

澄みきった清らかな水で毎日沐浴したからである。座位を定め、ヨーガの修練をとおし澄みきった清らかな水で毎日沐浴したからである。座位を定め、ヨーガの修練をとおし澄みきった清らかな水で毎日沐浴したからである。座位を定め、ヨーガの修練をとおし澄みきった清らかな水で毎日沐浴したからである。座位を定め、ヨーガの修練をとおし

て呼吸と気を制御した。こうしてその感覚は完全に心の内に引きこめられた。次に心を、て呼吸と気を制御した。こうしてその感覚は完全に心の内に引きこめられた。次に心を、て呼吸と気を制御した。こうしてその感覚は完全に心の内に引きこめられた。次に心を、て呼吸と気を制御した。こうしてその感覚は完全に心の内に引きこめられた。次に心を、

主の正確な複写であるアルチャー・ヴィグラハ（主の正確な複写であるアルチャー・ヴィグラハ（主の正確な複写であるアルチャー・ヴィグラハ（主の正確な複写であるアルチャー・ヴィグラハ（arcä-vigraha）の姿に集中させ、このよ）の姿に集中させ、このよ）の姿に集中させ、このよ）の姿に集中させ、このよ

うに主を瞑想することで完全な法悦境に入っていった。うに主を瞑想することで完全な法悦境に入っていった。うに主を瞑想することで完全な法悦境に入っていった。うに主を瞑想することで完全な法悦境に入っていった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ここでは、ドゥルヴァ・マハーラージャがすでに修練していたアシュターンガ・ヨーガ

（añöäìga-yoga）の方法について述べられています。アシュターンガ・ヨーガは当世風の
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都市ではぜったいに実行できない方法です。ドゥルヴァ・マハーラージャはバダリカーシュ

ラマへ行き、僻地で、ただひとり、ヨーガを修練しました。至高主そのものを表わし、崇拝

を受ける神像・アルチャー・ヴィグラハに心を集中させ、こうして神像を一心に瞑想しなが

ら、法悦境に没頭していきました。アルチャー・ヴィグラハの崇拝は、偶像崇拝ではありま

せん。アルチャー・ヴィグラハは献愛者だけに認識できる主の化身です。ですから献愛者た

ちは、石、金属、木、宝石、絵画などといったストゥーラ（sthüla）（物質）で作られた姿、

すなわちアルチャー・ヴィグラハとして、寺院で主を崇拝しています。その姿はどれもスト

ゥーラ、物体で表わされた姿と呼ばれています。献愛者は崇拝に関連する規定原則に従って

いるため、主が物質の姿として祭られても、その主の姿は、本来の精神的姿そのものと変わ

りがないことを知っています。こうして献愛者は、人生の究極目標を達成するという恩恵、

すなわち主をつねに思いつづける心境に入ることができます。主へのこのようなたえなる思

いは、『バガヴァッド・ギーター』で述べられているように、私たちをもっとも気高いヨー

ギーに変貌させてくれます。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 
 

>ai¢&- hraE >aGaviTa Pa[vhàJaó‚ 
MaaNaNdbaZPak-l/Yaa MauhurÛ RMaaNa" ) 

ivi(c)-ÛMaaNaôdYa" Paul/k-aicTaa(r)ae 
NaaTMaaNaMaSMardSaaiviTa Mau¢-il/(r)" )) 18 )) 

 
バハクティンム ハラウ バハガヴァティ プラヴァハンー アジャスランム 
bhaktià harau bhagavati pravahann ajasram 

 
アーナンダ・バーシュパ・カラヤー ムフル アルデャマーナハ 
änanda-bäñpa-kalayä muhur ardyamänaù 

 
ヴィクリデャマーナ・フリダヤハ プラカーチターンゴー 
viklidyamäna-hådayaù pulakäcitäìgo 

 
ナートゥマーナンム アスマラドゥ アサーヴ イティ ムクタ・リンガハ 
nätmänam asmarad asäv iti mukta-liìgaù 

 

bhaktim—献愛奉仕; harau—ハリに; bhagavati—最高人格主神; pravahan—常に従事し

て ; ajasram—いつも ; änanda—至福に満ちた ; bäñpa-kalayä—あふれる涙によって ; 

muhuù—幾度となく; ardyamänaù—克服して; viklidyamäna—溶けている; hådayaù—彼

の心; pulaka—逆立つ髪; äcita—覆われて; aìgaù—彼の体; na—ではない; ätmänam—体; 

asmarat—彼は思い出した; asau—彼は; iti—そのように; mukta-liìgaù—希薄な体から解

放されて。 
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崇高な至福に満たされ、目からたえまなく涙があふれ、心は恍惚状態にはいり、全身崇高な至福に満たされ、目からたえまなく涙があふれ、心は恍惚状態にはいり、全身崇高な至福に満たされ、目からたえまなく涙があふれ、心は恍惚状態にはいり、全身崇高な至福に満たされ、目からたえまなく涙があふれ、心は恍惚状態にはいり、全身

が震え、髪の毛が逆立っていた。このように変貌したドゥルヴァ・マハーラージャは、が震え、髪の毛が逆立っていた。このように変貌したドゥルヴァ・マハーラージャは、が震え、髪の毛が逆立っていた。このように変貌したドゥルヴァ・マハーラージャは、が震え、髪の毛が逆立っていた。このように変貌したドゥルヴァ・マハーラージャは、

愛情奉仕の法悦境のなかで体の存在さえ忘れ、物質的束縛からまたたくまに解放された。愛情奉仕の法悦境のなかで体の存在さえ忘れ、物質的束縛からまたたくまに解放された。愛情奉仕の法悦境のなかで体の存在さえ忘れ、物質的束縛からまたたくまに解放された。愛情奉仕の法悦境のなかで体の存在さえ忘れ、物質的束縛からまたたくまに解放された。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

聞くこと、唱えること、思いだすこと、神像を崇拝することなど、９つの方法が定められ

ているように、いつも主への奉仕に励む人物の体にはさまざまな兆しが表われます。献愛者

が す で に 内 な る 解 脱 を 達 成 し て い る こ と を し め す こ の ８ 種 類 の 変 化 は 、

añöa-sättvika-vikära（アシュタ・サーットゥヴィカ・ヴィカーラ）と呼ばれています（『チャタンニ

ャ・チャリタームリタ』アンテャ・第14章・第99節）。献愛者が肉体の存在を完全に忘れる

ということは、物質界から解放されている事実を物語っています。もはや体に縛られていな

い、ということです。その例として挙げられるのがココナッツの実です。実が完全に乾燥す

ると、実内部の殻の内側にある果肉と殻が、そして殻と実の外側の繊維が分離します。乾燥

したココナッツを揺らすと、殻内部の果肉が外側の殻とはすでに離れていることがわかりま

す。同じように、主への奉仕に没頭しきっている人物は、希薄な体と濃密な体という２つの

物質的覆いから完全に切りはなされます。ドゥルヴァ・マハーラージャは、愛情奉仕をつづ

け る こ と で そ の 境 地 に じ っ さ い に 到 達 し た の で す 。 マ ハ ー ・ バ ー ガ ヴ ァ タ

（mahä-bhägavata）と呼ばれていた人物ですが、それは、一流の純粋な献愛者・マハー・

バーガヴァタにならなければ、このような兆候は表わされないからです。主チャイタンニャ

はこの兆候をすべて見せていました。タークラ・ハリダースも、そして他の多くの純粋な献

愛者たちがそのような体の兆しを見せました。真似するべきことではありませんが、ほんと

うに高められた人物にはこのような兆しが表われるものです。その献愛者こそが、物質の束

縛から自由になったとされます。もちろん、主に奉仕をはじめれば、ココナッツの実が木か

ら落ちたときから乾燥しはじめるように、解脱の道は開かれます。ただ、殻と果肉が分離す

るのに時間がかかる、というだけのことです。 

この節で重要なことばはmukta-liìgaù（ムクタ・リンガハ）です。Mukta（ムクタ）は「解放さ

れて」、（リンガ）は「希薄な体」をさします。人は死んで肉体を捨てますが、心と知性と自

我でできた希薄な体は、その人を新しい肉体に運んでいきます。現在の体として存在してい

るあいだ、その希薄な体が、心の発達とともに、魂をある時期から次の時期へと運びます（た

とえば幼少期から少年期へ）。赤ん坊の心は少年の心とは状態が異なり、また少年の心と⻘

年の心の状態も違い、そして⻘年と⽼人も違った状態の心を持っています。そして死ぬとき、

その希薄な体ゆえに肉体の変化が生じます。心、知性、自我が魂を濃密な体から別の体に運

んでいくのです。これが魂の転生です。しかし、希薄な体から解放されたときにでさえ別の

状態が発生します。そのときこそ、超越的・精神的な世界に移される準備が完全にととのっ
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た、ということを表わしています。 

シュリー・ドゥルヴァ・マハーラージャの肉体の変化の描写は、完全に精神界に移されるに

ふさわしい状態になった、ということを明らかにしています。希薄な体と濃密な体の違いは、

日々の暮らしのなかで体験することができます。夢を見ているとき、その人の魂・生命体は

希薄な体によって別の次元に移動されているのですが、その人の体はベッドの上に横たわっ

ています。しかし、肉体は生きつづけなくてはならないため、希薄な体がまいもどり、そし

て濃密な体にふたたび収まります。ですから、希薄な体からも解放される必要がある、とい

うことです。この自由をムクタ・リンガといいます。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 
 

Sa ddXaR ivMaaNaaGY]a& Na>aSaae_vTard( Da]uv" ) 
iv>a]aJaYaÕXa idXaae rak-aPaiTaiMavaeidTaMa(  )) 19 )) 

 
サ ダダルシャ ヴィマーナーグリャンム 
sa dadarça vimänägryaà 

 
ナバハソー ヴァタラドゥ ドゥフルヴァハ 
nabhaso 'vatarad dhruvaù 

 
ヴィブフラージャヤドゥ ダシャ ディショー 
vibhräjayad daça diço 

 
ラーカーパティンム イヴォーディタンム 
räkäpatim ivoditam 

 

saù—彼は; dadarça—見た; vimäna—飛行船; agryam—非常に美しい; nabhasaù—空か

ら; avatarat—降りてくる; dhruvaù—ドゥルヴァ・マハーラージャ; vibhräjayat—光り輝い

ている; daça—10; diçaù—方角; räkä-patim—満月; iva—のような; uditam—見える。 
 

解脱の境地の兆しが表われたとき、ドゥルヴァはこのうえなく美しい飛行船が空から解脱の境地の兆しが表われたとき、ドゥルヴァはこのうえなく美しい飛行船が空から解脱の境地の兆しが表われたとき、ドゥルヴァはこのうえなく美しい飛行船が空から解脱の境地の兆しが表われたとき、ドゥルヴァはこのうえなく美しい飛行船が空から

舞いおりてくるのを見た。あたかも、光りかがやく満月が舞いおりてくるのを見た。あたかも、光りかがやく満月が舞いおりてくるのを見た。あたかも、光りかがやく満月が舞いおりてくるのを見た。あたかも、光りかがやく満月が10の方角を照らしながら降りの方角を照らしながら降りの方角を照らしながら降りの方角を照らしながら降り

てくるように。てくるように。てくるように。てくるように。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

取得できる知識にはさまざまな段階があり、それは、直接得る知識、権威者からさずかる

知識、超越的知識、感覚を超えた知識、そして最後に精神的知識などに分けられます。上か

ら伝えられる方法をとおして知識を得る段階を超えた人物は、すぐに超越的境地に高められ

ます。ドゥルヴァ・マハーラージャは物質的概念の生活から解放された人物ですから、超越
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的な知識の段階にあり、満月のように光りかがやく崇高な飛行船を見ることができました。

これは、知識を直接・間接に得ようとする人には不可能なことです。このような知識は最高

人格主神からの特別の恩寵です。しかしこの知識の段階には、愛情奉仕、すなわちクリシュ

ナ意識という段階的方法で高められていきます。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 
 

Ta}aaNau devPa[vraE cTau>auRJaaE 
XYaaMaaE ik-Xaaeravå<aaMbuJae+a<aaE ) 

iSQaTaavví>Ya Gada& SauvaSaSaaE 
ik-rq$=hara(r)dcaåku-<@l/aE )) 20 )) 

 
タトゥラーヌ デーヴァ・プラヴァラウ チャトゥル・ブフジャウ 
tatränu deva-pravarau catur-bhujau 

 
シャーマウ キショーラーヴ アルナーンブジェークシャナウ 
çyämau kiçoräv aruëämbujekñaëau 

 
ステヒィターヴ アヴァシュタビヒャ ガダーンム スヴァーササウ 
sthitäv avañöabhya gadäà suväsasau 

 
キリータ・ハーラーンガダ・チャール・クンダラウ 
kiréöa-häräìgada-cäru-kuëòalau 

 

tatra— そ こ に ; anu— そ の 時 ; deva-pravarau— 二 人 の 非 常 に 美 し い 半 神 ; 

catuù-bhujau—４本腕の; çyämau—⿊っぽい; kiçorau—きわめて若い; aruëa—赤みがか

った; ambuja—蓮華の花; ékñaëau—目で; sthitau—置かれて; avañöabhya—手にしている; 

gadäm—戦闘棒; suväsasau—素晴らしい衣服で; kiréöa—王冠; hära—首飾り; aìgada—腕

輪; cäru—美しい; kuëòalau—耳飾りで。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、ひじょうに美しいふたりの主ヴィシュヌの従者がそドゥルヴァ・マハーラージャは、ひじょうに美しいふたりの主ヴィシュヌの従者がそドゥルヴァ・マハーラージャは、ひじょうに美しいふたりの主ヴィシュヌの従者がそドゥルヴァ・マハーラージャは、ひじょうに美しいふたりの主ヴィシュヌの従者がそ

の飛行船に乗っているのを見た。⿊光りする体に４本の腕をもつふたりは、みずみずしの飛行船に乗っているのを見た。⿊光りする体に４本の腕をもつふたりは、みずみずしの飛行船に乗っているのを見た。⿊光りする体に４本の腕をもつふたりは、みずみずしの飛行船に乗っているのを見た。⿊光りする体に４本の腕をもつふたりは、みずみずし

い若さにあふれ、その目は赤らんだ蓮華の花を思わせる。手に戦闘棒をもち、王冠をかい若さにあふれ、その目は赤らんだ蓮華の花を思わせる。手に戦闘棒をもち、王冠をかい若さにあふれ、その目は赤らんだ蓮華の花を思わせる。手に戦闘棒をもち、王冠をかい若さにあふれ、その目は赤らんだ蓮華の花を思わせる。手に戦闘棒をもち、王冠をか

ぶり、そしてきわめて麗しい衣服、首飾り、腕輪、耳飾りなどで飾らぶり、そしてきわめて麗しい衣服、首飾り、腕輪、耳飾りなどで飾らぶり、そしてきわめて麗しい衣服、首飾り、腕輪、耳飾りなどで飾らぶり、そしてきわめて麗しい衣服、首飾り、腕輪、耳飾りなどで飾られている。れている。れている。れている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴィシュヌローカの住人は、主ヴィシュヌとおなじ姿をしており、やはり手に戦闘棒、法

螺貝、蓮華の花などをもっています。この節では、かれらが４本の腕をもち、魅力的な衣服

に身をつつんでいることが描写されています。体の装飾品の説明も、ヴィシュヌのものと完
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全に一致しています。つまり、飛行船に乗って降りてきたこのふたりの並はずれた人物は、

主ヴィシュヌが住む惑星、すなわちヴィシュヌローカから直接降りてきたということです。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 
 

ivjaYa TaavutaMaGaaYaik-ªra‚ 
v>YauiTQaTa" SaaßSaivSMa*Ta§-Ma" ) 

NaNaaMa NaaMaaiNa Ga*<aNMaDauiÜz" 
PaazRTPa[DaaNaaiviTa Sa&hTaaÅil/" )) 21 )) 

 
ヴィギャーヤ ターヴ ウッタマガーヤ・キンカラーヴ 
vijïäya täv uttamagäya-kiìkaräv 

 
アビュッテヒヒタハ サードフゥヴァサ・ヴィスムリタ・クラマハ 
abhyutthitaù sädhvasa-vismåta-kramaù 

 
ナナーマ ナマーニ グリナン マドフゥドフゥヴィシャハ 
nanäma nämäni gåëan madhudviñaù 

 
パールシャトゥ・プラダハーナーヴ イティ サンムハターンジャリヒ 
pärñat-pradhänäv iti saàhatäïjaliù 

 

vijïäya—理解したあと; tau—彼らに; uttama-gäya—（きわめて名高い）主ヴィシュヌ

の; kiìkarau—２人の従者; abhyutthitaù—立ち上がった; sädhvasa—当惑して; vismåta—

忘れた; kramaù—適切な振る舞い; nanäma—敬意を表した; nämäni—名前; gåëan—唱え

ている; madhu-dviñaù—（マドゥの敵である）主の; pärñat—従者たち; pradhänau—主要

な; iti—そのように; saàhata—敬意をこめて合わせた; aïjaliù—合掌して。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、この非凡なふたりの人物がドゥルヴァ・マハーラージャは、この非凡なふたりの人物がドゥルヴァ・マハーラージャは、この非凡なふたりの人物がドゥルヴァ・マハーラージャは、この非凡なふたりの人物が最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神から直接遣から直接遣から直接遣から直接遣

わされた従者であることにきづき、すぐさま立ちあがった。しかし当惑し、気が動転しわされた従者であることにきづき、すぐさま立ちあがった。しかし当惑し、気が動転しわされた従者であることにきづき、すぐさま立ちあがった。しかし当惑し、気が動転しわされた従者であることにきづき、すぐさま立ちあがった。しかし当惑し、気が動転し

ていたため、しかるべきことばで迎えることを忘れてしまった。そのため、ただ手を合ていたため、しかるべきことばで迎えることを忘れてしまった。そのため、ただ手を合ていたため、しかるべきことばで迎えることを忘れてしまった。そのため、ただ手を合ていたため、しかるべきことばで迎えることを忘れてしまった。そのため、ただ手を合

わせて敬意を表わせて敬意を表わせて敬意を表わせて敬意を表し、主の聖なる名前を唱え、讃えた。し、主の聖なる名前を唱え、讃えた。し、主の聖なる名前を唱え、讃えた。し、主の聖なる名前を唱え、讃えた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主の聖なる名前をとなえる行為はどのような場合でも完璧です。ドゥルヴァ・マハーラー

ジャは、４本腕を持ち、美しい衣装に身をつつんだ主ヴィシュヌに直接仕えるヴィシュヌド

ゥータたちを見たとき、ふたりがだれであるかがすぐにわかったのですが、しばし気が動転

していました。それでも、ハレー・クリシュナ・マントラという主の聖なる名前をただ唱え

ることで、忽然と目のまえに現われたこの並はずれた客人たちを満足させることができまし
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た。主の聖なる名前の唱名は完璧です。主ヴィシュヌや主の従者を喜ばせる方法を知らなく

ても、主の聖なる名前を心をこめて口にしさえすれば、すべてが完璧に成就されます。です

から献愛者は、危険なときにも幸せなときにも、いつもハレー・クリシュナ・マントラを唱

えます。そうすれば危険な状況にあってもすぐに救われ、主ヴィシュヌや従者のまえでも、

マハー・マントラを唱えさえすれば主を喜ばせることができます。これが、マハー・マント

ラにそなわっている絶対的な特質です。危険なときにも幸せなときにも、どのような制約も

うけることなく唱えることができるのです。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 
 

Ta& k*-Z<aPaadai>aiNaivíceTaSa& 
bÖaÅil&/ Pa[é[YaNaMa]k-NDarMa( ) 

SauNaNdNaNdavuPaSa*TYa SaiSMaTa& 
Pa[TYaUcTau" PauZk-rNaa>aSaMMaTaaE )) 22 )) 

 
タンム クリシュナ・パーダービヒニヴィシュタ・チェータサンム 
taà kåñëa-pädäbhiniviñöa-cetasaà 

 
バッダハーンジャリンム プラシュラヤ・ナンムラ・カンダハランム 
baddhäïjalià praçraya-namra-kandharam 

 
スナンダ・ナンダーヴ ウパスリテャ サスミタンム 
sunanda-nandäv upasåtya sasmitaà 

 
プラテューチャトゥフ プシュカラナーバハ・サンマタウ 
pratyücatuù puñkaranäbha-sammatau 

 

tam—彼を; kåñëa—主クリシュナの; päda—蓮華の御足の; abhiniviñöa—思いに没頭し

て; cetasam—〜の心; baddha-aïjalim—手を合わせて; praçraya—ひじょうに慎ましく; 

namra—お辞儀した; kandharam—〜の首; sunanda—スナンダ; nandau—そしてナンダ; 

upasåtya— 近 づ い て い る ; sa-smitam— 微 笑 ん で ; pratyücatuù— 呼 び か け た ; 

puñkara-näbha—蓮華のような臍を持つ主ヴィシュヌの; sammatau—親密な召使い。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャはいつも主クリシュナの蓮華の御足への思いに没頭してドゥルヴァ・マハーラージャはいつも主クリシュナの蓮華の御足への思いに没頭してドゥルヴァ・マハーラージャはいつも主クリシュナの蓮華の御足への思いに没頭してドゥルヴァ・マハーラージャはいつも主クリシュナの蓮華の御足への思いに没頭して

いた。心のなかにはクリシュナのことしかなかったのである。ナンダとスナンダといういた。心のなかにはクリシュナのことしかなかったのである。ナンダとスナンダといういた。心のなかにはクリシュナのことしかなかったのである。ナンダとスナンダといういた。心のなかにはクリシュナのことしかなかったのである。ナンダとスナンダという

至高主の親密なふたりの従者が満面に笑顔をうかべて近づい至高主の親密なふたりの従者が満面に笑顔をうかべて近づい至高主の親密なふたりの従者が満面に笑顔をうかべて近づい至高主の親密なふたりの従者が満面に笑顔をうかべて近づいてきたとき、ドゥルヴァはてきたとき、ドゥルヴァはてきたとき、ドゥルヴァはてきたとき、ドゥルヴァは

合掌して立ちあがり、慎ましく頭をさげた。ふたりは次のように話しかけた。合掌して立ちあがり、慎ましく頭をさげた。ふたりは次のように話しかけた。合掌して立ちあがり、慎ましく頭をさげた。ふたりは次のように話しかけた。合掌して立ちあがり、慎ましく頭をさげた。ふたりは次のように話しかけた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節にあるpuñkaranäbha-sammatau（プシュカラナーバハ・サンマタウ）ということばは重要

です。クリシュナ、あるいは主ヴィシュヌは、蓮華の目、蓮華の御足、蓮華の手のひらを持

つ方としてよく知られています。この節で主はpuñkara-näbha（プシュカラ・ナーバハ）と呼ばれ

ていますが、それは「蓮華の臍を持つ最高人格主神」という意味であり、またsammatau（サ

ンマタウ）ということばは「ふたりの親密な、ひじょうに従順な召使い」という意味です。

物質生活と精神生活は、至高主に対して不従順か従順かという点で異なります。どの生命体

も至高主の部分体であり、本来、至高の人物の命令にいつでも従う立場にあります。それが

完璧な一体性です。 

ヴァイクンタの世界では、主の命令にそむく生命体はひとりもいませんから、至高主神と一

体化した境地にあります。しかしここ物質界に住む生命体はsammata（サンマタ）「同意する」

ことはなく、いつもasammata（アサンマタ）「同意しない」者たちばかりです。人間生活は、

至高主の命令に同意する指導を受ける機会です。この指導体制を社会に導入するのがクリシ

ュナ意識運動の使命でもあります。『バガヴァッド・ギーター』で言われているように、物

質自然の法則はひじょうに厳格です。だれもその厳格な法則を超えることはできません。し

かし、身をゆだねた魂になったり、至高主の命令を受けいれる魂になったりすれば克服でき

ます。ドゥルヴァ・マハーラージャの生涯がその模範例です。最高人格主神の命令に同意し、

神への愛情をたかめることで、主ヴィシュヌの親密な召使いと顔を合わせることができたの

ですから。ドゥルヴァ・マハーラージャにできたことは、だれにもできることです。献愛奉

仕に真剣に励む人なら、だれでも、やがては人間生活で得られるその完璧な境地に到達する

ことができるのです。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 
 

SauNaNdNaNdavUcTau" 
>aae >aae raJaNa( Sau>ad]& Tae vac& Naae_vihTa" é*<au ) 
Ya" PaÄvzRSTaPaSaa >avaNdevMaTaqTa*PaTa( )) 23 )) 

 
スナンダ・ナンダーヴ ウーチャトゥフ 
sunanda-nandäv ücatuù 

 
ボホー ボホー ラージャン スバハドゥランム テー 
bho bho räjan subhadraà te 

 
ヴァーチャンム ノー ヴァヒタハ シュリヌ 
väcaà no 'vahitaù çåëu 
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ヤハ パンチャ・ヴァルシャス タパサー 
yaù païca-varñas tapasä 

 
バハヴァーン デーヴァンム アティートゥリパトゥ 
bhavän devam atétåpat 

 

sunanda-nandau ücatuù—スナンダとナンダが言った ; bhoù bhoù räjan—王よ ; 

su-bhadram—幸運; te—あなたに; väcam—言葉; naù—私たちの; avahitaù—注意深く; 

çåëu—聞く; yaù—〜である者; païca-varñaù—５歳; tapasä—苦行によって; bhavän—あ

なたは; devam—最高人格主神; atétåpat—大いに満足した。 
 

主ヴィシュヌの親密な従者ナンダとスナンダが言った。「王よ。あなたにあらゆる幸主ヴィシュヌの親密な従者ナンダとスナンダが言った。「王よ。あなたにあらゆる幸主ヴィシュヌの親密な従者ナンダとスナンダが言った。「王よ。あなたにあらゆる幸主ヴィシュヌの親密な従者ナンダとスナンダが言った。「王よ。あなたにあらゆる幸

運がさずけられるように。これから私たちが言うことをよくきいてほしい。あなたはま運がさずけられるように。これから私たちが言うことをよくきいてほしい。あなたはま運がさずけられるように。これから私たちが言うことをよくきいてほしい。あなたはま運がさずけられるように。これから私たちが言うことをよくきいてほしい。あなたはま

だ５歳だったころ、きびしい修行をしてだ５歳だったころ、きびしい修行をしてだ５歳だったころ、きびしい修行をしてだ５歳だったころ、きびしい修行をして最高人格最高人格最高人格最高人格主神主神主神主神を深く満足させた」を深く満足させた」を深く満足させた」を深く満足させた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャができたことはだれにでもできることです。５歳の子どもな

ら指導を受けることができますし、指導を受けた子の生涯は、そう遠くない日にクリシュナ

意識の悟りによって成功するはずです。しかしあいにく、現代では世界のどこでもこのよう

な指導がおこなわれていません。クリシュナ意識運動の指導者は、子どもたちを５歳から正

しく導くためにも、世界各地で教育施設を作る必要があります。それが実現できれば、子ど

もたちはヒッピーになったり甘やかされた子どもになったりすることもありませんし、それ

どころか、主の献愛者になることができます。このようにして、世界はおのずと変化してい

くのです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 
 

TaSYaai%l/JaGaÖaTaurava& devSYa Xaai(r)R<a"  ) 
PaazRdaivh SaMPa[aáaE NaeTau& Tva& >aGavTPadMa( )) 24 )) 

 
タッシャーキヒラ・ジャガドゥ・ダハートゥル 
tasyäkhila-jagad-dhätur 

 
アーヴァーンム デーヴァッシャ シャールンギナハ 
äväà devasya çärìgiëaù 

 
パールシャダーヴ イハ サンプラープタウ 
pärñadäv iha sampräptau 

 
ネートゥンム トゥヴァーンム バハガヴァトゥ・パダンム 
netuà tväà bhagavat-padam 
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tasya—主の; akhila—全体の; jagat—宇宙; dhätuù—創造者; äväm—私たち; devasya—

最高人格主神の; çärìgiëaù—シャールンガという名の弓を持つ方; pärñadau—交流者; 

iha— 今 ; sampräptau— 近 づ い た ; netum— 連 れ て い く た め に ; tväm— あ な た を ; 

bhagavat-padam—最高人格主神の場所に。 
 

私たちは、シャールンガという名の弓を手に持つ全宇宙の創造者、私たちは、シャールンガという名の弓を手に持つ全宇宙の創造者、私たちは、シャールンガという名の弓を手に持つ全宇宙の創造者、私たちは、シャールンガという名の弓を手に持つ全宇宙の創造者、最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神の代の代の代の代

表者であり、あなたを精神界に案内するために遣わされた。表者であり、あなたを精神界に案内するために遣わされた。表者であり、あなたを精神界に案内するために遣わされた。表者であり、あなたを精神界に案内するために遣わされた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

『バガヴァッド・ギーター』で主は、（物質界あるいは精神界での）主の超越的な娯楽を

知り、主をほんとうに理解したり、主がどのように降誕し、どのように行動するかを理解し

たりする者はだれでも、すぐさま精神界に移されるにふさわしい人物となる、と言っていま

す。『バガヴァッド・ギーター』に述べられているこの原則は、ドゥルヴァ王の生涯に見ら

れます。一生を通じ、ドゥルヴァ王は苦行や改悛をとおして最高人格主神を理解しようとし

た人物です。そして完全に機が熟した今、主の親密な交流者によって精神界に移されるにふ

さわしい境地になったのでした。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 
 

SauduJaRYa& ivZ<auPad& iJaTa& TvYaa 
YaTSaUrYaae_Pa[aPYa ivc+aTae ParMa( ) 

AaiTaï TaÀNd]idvak-radYaae 
Ga]h+aRTaara" PairYaiNTa di+a<aMa( )) 25 )) 

 
スドゥルジャヤンム ヴィシュヌ・パダンム ジタンム トゥヴァヤー 
sudurjayaà viñëu-padaà jitaà tvayä 

 
ヤトゥ スーラヨー プラーピャ ヴィチャクサテー パランム 
yat sürayo 'präpya vicakñate param 

 
アーティシュタハ タチ チャンドゥラ・ディヴァーカラーダヨー 
ätiñöha tac candra-diväkarädayo 

 
グラハルクシャ・ターラーハ パリヤンティ ダクシナンム 
graharkña-täräù pariyanti dakñiëam 

 

sudurjayam—非常に達成しにくい; viñëu-padam—ヴァイクンタローカあるいはヴィシ

ュヌローカと知られる惑星; jitam—征服した; tvayä—あなたによって; yat—〜であるもの; 

sürayaù—偉大な半神たち; apräpya—達成することなく; vicakñate—見るだけ; param—至
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高の; ätiñöha—来てください; tat—その; candra—月; diva-äkara—太陽; ädayaù—そして

その他の; graha—９つの惑星（水星、金星、地球、火星、木星、土星、天王星、海王星、

冥王星）; åkña-täräù—星; pariyanti—軌道を回る; dakñiëam—右側に。 
 

ヴィシュヌローカに到達することはきわめて困難であるが、あなたは苦行によってそヴィシュヌローカに到達することはきわめて困難であるが、あなたは苦行によってそヴィシュヌローカに到達することはきわめて困難であるが、あなたは苦行によってそヴィシュヌローカに到達することはきわめて困難であるが、あなたは苦行によってそ

れを克服された。偉大なリシや半神たちでさえ、この境地に入ることができない。このれを克服された。偉大なリシや半神たちでさえ、この境地に入ることができない。このれを克服された。偉大なリシや半神たちでさえ、この境地に入ることができない。このれを克服された。偉大なリシや半神たちでさえ、この境地に入ることができない。この

至高の住居至高の住居至高の住居至高の住居 [ ヴィシュヌ惑星ヴィシュヌ惑星ヴィシュヌ惑星ヴィシュヌ惑星 ] を見るためだけに、太陽、月、他の惑星、星々、を見るためだけに、太陽、月、他の惑星、星々、を見るためだけに、太陽、月、他の惑星、星々、を見るためだけに、太陽、月、他の惑星、星々、宿曜宿曜宿曜宿曜（す（す（す（す

くようくようくようくよう））））
* 1

、、、、太陽系はその周囲を回っている。さあ、出立しよう。あなたはその世界に呼ばれ太陽系はその周囲を回っている。さあ、出立しよう。あなたはその世界に呼ばれ太陽系はその周囲を回っている。さあ、出立しよう。あなたはその世界に呼ばれ太陽系はその周囲を回っている。さあ、出立しよう。あなたはその世界に呼ばれ

ているのだ。ているのだ。ているのだ。ているのだ。  
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

物質界にいる科学者、哲学者、思索家といわれる人々でさえ精神界に入ろうと努力してい

ますが、ぜったいにそこへは行けません。しかし献愛者は、主への愛情奉仕をとおして精神

界がどういうところであるかを知るだけでなく、じっさいにそこへ行き、至福と知識にあふ

れた永遠な生活を満喫することができます。クリシュナ意識運動には大いなる力がこめられ

ており、この生き方を採りいれ、神への愛情を高めることで、かんたんに、ふるさとへ、神

のもとへ帰ることができます。この節では、ドゥルヴァ・マハーラージャの実例がしめされ

ています。科学者や哲学者が月に行っても、いつまでもそこにいることも住むこともできず

にいるいっぽうで、献愛者はたやすく他の惑星に行くことができ、そして最後に神のもとに

行きつきます。献愛者はほかの惑星を見たいとは思っていませんが、神の惑星にむかってい

るときに、全惑星の様子を見ながら通りすぎることができます。遠く離れた場所に行くとき、

小さな駅をいくつも通過していくように。 
 

＊1 ⻩道帯（こうどうたい）を27または28に分割した領域：訳者注 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 
 

ANaaiSQaTa& Tae iPaTa*i>arNYaErPYa(r) k-ihRicTa(   ) 
AaiTaï JaGaTaa& vNÛ & TaiÜZ<aae" ParMa& PadMa( )) 26 )) 

 
アナーステヒイタンム テー ピトゥリビヒル 
anästhitaà te pitåbhir 

 
アニャイル アピ アンガ カルヒチトゥ 
anyair apy aìga karhicit 

 
アーティシュタハ ジャガターンム ヴァンデャンム 
ätiñöha jagatäà vandyaà 

 
タドゥ ヴィシュノーホ パラマンム パダンム 
tad viñëoù paramaà padam 
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anästhitam—決して到達していない; te—あなたの; pitåbhiù—先祖によって; anyaiù—

他の人々によって; api—でさえ; aìga—ドゥルヴァよ; karhicit—いつでも; ätiñöha—ぜひ

来てください、そしてそこに住んでください; jagatäm—宇宙の住人によって; vandyam—

崇拝できる; tat—その; viñëoù—主ヴィシュヌの; paramam—至高の; padam—状態。 
 

ドゥルヴァ王よ。あなたの祖先も、他のだれも、そのような超越的惑星に到達した者ドゥルヴァ王よ。あなたの祖先も、他のだれも、そのような超越的惑星に到達した者ドゥルヴァ王よ。あなたの祖先も、他のだれも、そのような超越的惑星に到達した者ドゥルヴァ王よ。あなたの祖先も、他のだれも、そのような超越的惑星に到達した者

はいない。その惑星をヴィシュヌローカといい、主ヴィシュヌみずからそこに住み、他はいない。その惑星をヴィシュヌローカといい、主ヴィシュヌみずからそこに住み、他はいない。その惑星をヴィシュヌローカといい、主ヴィシュヌみずからそこに住み、他はいない。その惑星をヴィシュヌローカといい、主ヴィシュヌみずからそこに住み、他

の惑星すべてを超えた位置にある。そして、あらゆる惑星の住人に崇められている。私の惑星すべてを超えた位置にある。そして、あらゆる惑星の住人に崇められている。私の惑星すべてを超えた位置にある。そして、あらゆる惑星の住人に崇められている。私の惑星すべてを超えた位置にある。そして、あらゆる惑星の住人に崇められている。私

たちといっしょに来て、そこでとわに住むのだ。たちといっしょに来て、そこでとわに住むのだ。たちといっしょに来て、そこでとわに住むのだ。たちといっしょに来て、そこでとわに住むのだ。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャが苦行をしに森に入ったとき、先祖のだれも思いえがいたこ

とのない地位を手にいれる決意をしていました。父はウッターナパーダ、祖父はマヌ、曾祖

父は主ブラフマーでした。つまり、ドゥルヴァは主ブラフマーが得られる以上の王国を望ん

でいたということであり、それが実現できる方法をナーラダ・ムニにもとめたことになりま

す。主ヴィシュヌの従者たちが告げたのは、祖先たちだけではなく、ドゥルヴァ以前にはだ

れも主ヴィシュヌが住む惑星・ヴィシュヌローカに行くことができなかった、ということで

した。これは、物質界にいるだれもが、カルミー（karmé）、ギャーニー（jïäné）、ヨー

ギー（yogé）であり、純粋な献愛者はほとんどいない、ということによるものです。ヴィシ

ュヌローカという崇高な惑星はとくに献愛者のためにあり、カルミー、ギャーニー、ヨーギ

ーたちが住める場所ではありません。偉大なリシも半神もブラフマローカに近づくことさえ

できない、と『バガヴァッド・ギーター』で言われています。ブラフマローカは永遠な住居

ではありません。主ブラフマーの寿命は、その１日でさえ計算できないほど⻑いのですが、

それでも主ブラフマーもその住居とともに終焉を迎えます。『バガヴァッド・ギーター』（第

８章・第16節）ではäbrahma-bhuvanäl lokäù punar ävartino 'rjuna（アーブラフマ・ブフヴァナ

ール ローカーハ プナル アーヴァルティノー ルジュナ）「ヴィシュヌローカに行く者たちをのぞき、

だれもが生⽼病死という物質生活の４つの原則に縛られている」と言われています。主はま

た、yad gatvä na nivartante tad dhäma paramaà mama（ヤドゥ ガトゥヴァー ナ ニヴァルタ

ンテー タドゥ ダハーマ パラマンム ママ）「ひとたび辿りつけば、もどってこない惑星、それが

わたしの至高の住居である」と言っています（『バガヴァッド・ギーター』第15章・第６節）。

ドゥルヴァ・マハーラージャは告げられました、「あなたは私たちとともに、ひとたび行け

ば物質界にはもどってこないその惑星に行くのである」と。物質的な科学者は、月や他の星

に行こうとしていますが、ブラフマローカという頂点の惑星に行くことは思いもつきません。

かれらには想像すらできないからです。物質界での計算では、光の速度でその頂点の惑星に
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着くには４万光年かかります。機械を使った方法ではこの宇宙の頂点の惑星に行けませんが、

ドゥルヴァ・マハーラージャが実践したバクティ・ヨーガという方法に従えば、この宇宙の

別の惑星にも行けますし、宇宙を超えたヴィシュヌローカ惑星にでさえ行くことができます。

この方法の概略を、私は『惑星への自由旅行』（Easy Journey to Other Planets）という

小冊子に紹介しています。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 
 

WTaiÜMaaNaPa[vrMautaMaëaek-MaaEil/Naa    ) 
oPaSQaaiPaTaMaaYauZMaàiDarae!u& TvMahRiSa )) 27 )) 

 
エータドゥ ヴィマーナ・プラヴァランム 
etad vimäna-pravaram 

 
ウッタマシュローカ・マウリナー 
uttamaçloka-maulinä 

 
ウパスタハーピタンム アーユシュマンー 
upasthäpitam äyuñmann 

 
アデヒィロードフウンム トゥヴァンム アルハシ 
adhiroòhuà tvam arhasi 

 

etat— この ; vimäna— 飛行 船 ; pravaram— 独特な ; uttamaçloka— 最高人 格主神 ; 

maulinä—全生命体の筆頭者によって; upasthäpitam—送られた; äyuñman—不滅の者よ; 

adhiroòhum—乗ること; tvam—あなたは; arhasi—ふさわしい。 
 

不滅なる者よ。このたぐいまれな飛行船は、全生命体の筆頭者であり、よりぬかれた不滅なる者よ。このたぐいまれな飛行船は、全生命体の筆頭者であり、よりぬかれた不滅なる者よ。このたぐいまれな飛行船は、全生命体の筆頭者であり、よりぬかれた不滅なる者よ。このたぐいまれな飛行船は、全生命体の筆頭者であり、よりぬかれた

祈りのことばによって崇拝される祈りのことばによって崇拝される祈りのことばによって崇拝される祈りのことばによって崇拝される最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神によって送られた。あなたはこの飛行船によって送られた。あなたはこの飛行船によって送られた。あなたはこの飛行船によって送られた。あなたはこの飛行船

に乗るにふさわしい資格をそなえている。に乗るにふさわしい資格をそなえている。に乗るにふさわしい資格をそなえている。に乗るにふさわしい資格をそなえている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

天文学上の計算では、北極星のほかにシシュマーラ（Çiçumära）という別の星があり、

そこには物質界を維持する主ヴィシュヌが住んでいます。シシュマーラやドゥルヴァローカ

は、ヴァイシュナヴァ以外のだれにも行くことができず、そのことが次のシュローカで述べ

られます。主ヴィシュヌの従者たちはドゥルヴァ・マハーラージャのために特別の飛行船を

とどけ、そしてそれが主ヴィシュヌによって特別に送られたものであることを知らせました。 

ヴァイクンタの飛行船は、機械装置で動くのではありません。宇宙空間を飛行する３つの方

法があります。その１つは現代科学者に知られています。サンスクリット語でka-pota-väyu
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（カ・ポータ・ヴァーユ）といいます。Ka（カ）は「宇宙空間」、pota（ポータ）は「船」を指しま

す。２番目の方法はkapota-väyu（カポータ・ヴァーユ）で、kapota（カポータ）は「鳩」という意

味です。鳩を訓練すれば、鳩は人を宇宙空間に連れていくことができます。３番目の方法は

ひじょうに繊細な科学で、äkäça-patana（アーカーシャ・パタナ）といいます。このアーカーシ

ャ・パタナの方法もやはり物質的です。心が機械装置を使わずに好きな場所に飛んでいける

ように、アーカーシャ・パタナの飛行船は心の速度で飛ぶことができます。このアーカーシ

ャ・パタナの方法を超えるのがヴァイクンタの方法で、それは完全に精神的です。ドゥルヴ

ァ・マハーラージャをシシュマーラに移すために主ヴィシュヌによって送られたこの飛行船

は完璧に精神的で、超越的な飛行船です。物質的科学者にはこのような飛行船を見ることが

できませんし、それがどのように空間を飛ぶかも想像すらできません。精神界については『バ

ガヴァッド・ギーター』（第８章・第20節）でparas tasmät tu bhävo 'nyaù（パラス タスマ

ートゥ トゥ バハーヴォー ニャハ）と述べられているのですが、物質的科学者はこの世界につい

てはなにも知りません。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節 
 

MaE}aeYa ovac 
iNaXaMYa vEku-<#=iNaYaaeJYaMau:YaYaae‚ 

MaRDauCYauTa& vacMauå§-MaiPa[Ya"   ) 
k*-Taai>azek-" k*-TaiNaTYaMa(r)l/ae 

MauNaqNa( Pa[<aMYaaiXazMa>YavadYaTa( )) 28 )) 
 

マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
ニシャミャ ヴァイクンタハ・ニヨーッジャ・ムキヒヤヨール 
niçamya vaikuëöha-niyojya-mukhyayor 

 
マドフウ・チュタンム ヴァーチャンム ウルクラマ・プリヤハ 
madhu-cyutaà väcam urukrama-priyaù 

 
クリタービヒシェーカハ クリタ・ニテャ・マンガロー 
kåtäbhiñekaù kåta-nitya-maìgalo 

 
ムニーン プラナミャーシシャンム アビヒヤヴァーダヤトゥ 
munén praëamyäçiñam abhyavädayat 

 

maitreyaù uväca—偉大な聖者マイトゥレーヤが言った ; niçamya—聞いたあと ; 

vaikuëöha—主の; niyojya—交流者; mukhyayoù—筆頭者の; madhu-cyutam—蜂蜜を注ぐ

ように; väcam—話し方; urukrama-priyaù—主にとって非常に愛しいドゥルヴァ・マハー
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ラージャ; kåta-abhiñekaù—神聖な沐浴をした; kåta—行なった; nitya-maìgalaù—日々の

精 神 的 義 務 ; munén— 聖 者 た ち に ; praëamya— お 辞 儀 を し て ; äçiñam— 祝 福 ; 

abhyavädayat—受けいれた。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「マハーラージャ・ドゥルヴァは、偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「マハーラージャ・ドゥルヴァは、偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「マハーラージャ・ドゥルヴァは、偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「マハーラージャ・ドゥルヴァは、

最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神にとってこのうえなく愛しい人物だった。ヴァイクンタ惑星での主の筆頭にとってこのうえなく愛しい人物だった。ヴァイクンタ惑星での主の筆頭にとってこのうえなく愛しい人物だった。ヴァイクンタ惑星での主の筆頭にとってこのうえなく愛しい人物だった。ヴァイクンタ惑星での主の筆頭

の従者から心こもることばをかけられたドゥルヴァは、すぐに神聖な沐浴をし、適切なの従者から心こもることばをかけられたドゥルヴァは、すぐに神聖な沐浴をし、適切なの従者から心こもることばをかけられたドゥルヴァは、すぐに神聖な沐浴をし、適切なの従者から心こもることばをかけられたドゥルヴァは、すぐに神聖な沐浴をし、適切な

装飾品で身を飾り、日々の精神的義務をおこなった。そのあと、居あわせた偉大な聖者装飾品で身を飾り、日々の精神的義務をおこなった。そのあと、居あわせた偉大な聖者装飾品で身を飾り、日々の精神的義務をおこなった。そのあと、居あわせた偉大な聖者装飾品で身を飾り、日々の精神的義務をおこなった。そのあと、居あわせた偉大な聖者

たちに心をこめて敬意を表し、かれらの祝福を受けた」たちに心をこめて敬意を表し、かれらの祝福を受けた」たちに心をこめて敬意を表し、かれらの祝福を受けた」たちに心をこめて敬意を表し、かれらの祝福を受けた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ここで注目すべき点は、ドゥルヴァ・マハーラージャが、物質界を去るときにでさえ自分

の奉仕を忠実に遂行したことにあります。奉仕の義務を細心の注意とともにたえず実行して

いたのです。献愛者はかならず早朝の沐浴をし、ティラカ（tilaka）で体を飾らなくてはな

りません。カリ・ユガでは、金や宝石の装飾品はなかなか手に入りませんが、体の12箇所を

ティラカで飾ることは、体を清める吉兆な装飾品として十分です。ドゥルヴァ・マハーラー

ジャはこのときバダリカーシュラマに住んでいたため、ほかにも偉大な聖者たちがいました

が、主ヴィシュヌから送られた飛行船が自分を待っていることに慢心したわけではありませ

ん。ヴァイクンタの従者の筆頭者が持ってきた飛行船に乗るまえ、慎ましいヴァイシュナヴ

ァとして、聖者たちすべてから祝福を受けたのでした。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 
 

ParqTYaa>YaCYaR iDaZ<YaaGY]a& PaazRdavi>avNÛ c ) 
wYaez TadiDaïaTau& ib>a]d]UPa& ihr<MaYaMa(       )) 29 )) 

 
パリーテャービヒャルチャ デヒィシュニャーグリャンム 
parétyäbhyarcya dhiñëyägryaà 

 
パールシャダーヴ アビヒヴァンデャ チャ 
pärñadäv abhivandya ca 

 
イイェーシャ タドゥ アデヒィシュタハートゥンム 
iyeña tad adhiñöhätuà 

 
ビブフラドゥ ルーパンム ヒランマヤンム 
bibhrad rüpaà hiraëmayam 
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parétya—周囲を回って; abhyarcya—崇拝して; dhiñëya-agryam—その超越的な飛行船; 

pärñadau—二人の従者に; abhivandya—敬意を表して; ca—もまた; iyeña—彼は試みた; 

tat—その飛行船 ; adhiñöhätum—乗ること ; bibhrat—輝いている ; rüpam— 彼の姿 ; 

hiraëmayam—⻩金の。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、乗船するまえにその飛行船のまわりをまわって崇拝ドゥルヴァ・マハーラージャは、乗船するまえにその飛行船のまわりをまわって崇拝ドゥルヴァ・マハーラージャは、乗船するまえにその飛行船のまわりをまわって崇拝ドゥルヴァ・マハーラージャは、乗船するまえにその飛行船のまわりをまわって崇拝

し、ヴィシュヌの従者たちに敬意を表した。そのときには、ドゥルヴァの体は溶けた金し、ヴィシュヌの従者たちに敬意を表した。そのときには、ドゥルヴァの体は溶けた金し、ヴィシュヌの従者たちに敬意を表した。そのときには、ドゥルヴァの体は溶けた金し、ヴィシュヌの従者たちに敬意を表した。そのときには、ドゥルヴァの体は溶けた金

のように鮮やかに光り輝いていた。こうして、その超越的な飛行船に乗る準備がすべてのように鮮やかに光り輝いていた。こうして、その超越的な飛行船に乗る準備がすべてのように鮮やかに光り輝いていた。こうして、その超越的な飛行船に乗る準備がすべてのように鮮やかに光り輝いていた。こうして、その超越的な飛行船に乗る準備がすべて

ととのった。ととのった。ととのった。ととのった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

絶対的世界では、飛行船も主ヴィシュヌの従者も、そして主ヴィシュヌ自身もすべて完全

に精神的です。物質的な穢れはいっさいありません。質的に、そこではすべてがひとつです。

主ヴィシュヌが崇拝を受ける方であるように、主の従者、主の周辺の事物、飛行船、住居な

どすべてが崇拝に値する対象です。それは、ヴィシュヌに関するすべてが主ヴィシュヌとま

ったく同じだからです。ドゥルヴァ・マハーラージャは純粋なヴァイシュナヴァであり、そ

のことを熟知していたため、飛行船に乗るまえにその従者たちや飛行船に敬意を表したので

した。しかしそのときには、ドゥルヴァの体は精神的存在に変貌し、そのために体は溶けた

金のように輝いていました。こうして、ヴィシュヌローカに属する一員になったのです。 

マーヤーヴァーディー哲学者は、この一体性がさまざまな多様性のなかでさえ達成できるこ

とが納得できません。かれらの考える一体性に多様性は含まれていません。だからこそ非人

格論者になるのです。シシュマーラ（ヴィシュヌローカあるいはドゥルヴァローカ）が物質

界とは隔絶した存在であるように、物質界にあるヴィシュヌ寺院も、やはり物質界とはまっ

たく別次元の存在にあります。その寺院のなかにいれば、私たちは物質界とは別次元の世界

にいることになります。寺院のなかでは、主ヴィシュヌ、主の王座、主の部屋、その他すべ

てが超越的です。サットゥヴァ・グナ（sattva-guëa）、ラジョー・グナ（rajo-guëa）、

タモー・グナ（tamo-guëa）がヴィシュヌ寺院に入りこむ余地はありません。ですから、

森に住むことは徳性、都市に住むことは激性、売春窟や酒屋や屠殺場に住むことは無知の様

式にいる、とされています。しかし、寺院に住むのはヴァイクンタローカに住んでいるのと

同じです。寺院のなかにあるものすべては、主ヴィシュヌあるいはクリシュナと同じように

崇拝に値する存在なのです。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 
 

TadaetaaNaPad" Pau}aae ddXaaRNTak-MaaGaTaMa(    ) 
Ma*TYaaeMaURiDNaR Pad& dtva Aaåraehad(>auTa& Ga*hMa( )) 30 )) 
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タドーッターナパダハ プトゥロー 
tadottänapadaù putro 

 
ダダルシャーンタカンム アーガタンム 
dadarçäntakam ägatam 

 
ムリテョール ムールドフゥニ パダンム ダットゥヴァー 
måtyor mürdhni padaà dattvä 

 
アールローハドゥブフタンム グリハンム 
ärurohädbhutaà gåham 

 

tadä—その時; uttänapadaù—ウッターナパーダ王の; putraù—子息; dadarça—見ることがで

きた; antakam—死の権化; ägatam—彼に近づいた; måtyoù mürdhni—死の頭の上に; padam—

足; dattvä—置いている; äruroha—乗った; adbhutam—素晴らしい; gåham—巨大な家のよう

な飛行船に。 
 

その神々しい飛行船に乗ろうとしたとき、ドゥルヴァ・マハーラージャは死の権化がその神々しい飛行船に乗ろうとしたとき、ドゥルヴァ・マハーラージャは死の権化がその神々しい飛行船に乗ろうとしたとき、ドゥルヴァ・マハーラージャは死の権化がその神々しい飛行船に乗ろうとしたとき、ドゥルヴァ・マハーラージャは死の権化が

近づいてくるのを見た。しかし、ためらうことなく死の権化の頭に足を乗せ、そして近づいてくるのを見た。しかし、ためらうことなく死の権化の頭に足を乗せ、そして近づいてくるのを見た。しかし、ためらうことなく死の権化の頭に足を乗せ、そして近づいてくるのを見た。しかし、ためらうことなく死の権化の頭に足を乗せ、そして一一一一

軒の家屋を思わせるほどの巨大な飛行船に乗った。軒の家屋を思わせるほどの巨大な飛行船に乗った。軒の家屋を思わせるほどの巨大な飛行船に乗った。軒の家屋を思わせるほどの巨大な飛行船に乗った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

献愛者の他界と非献愛者の他界をおなじものと考えるのは、まったくの誤解です。ドゥル

ヴァ・マハーラージャは、超越的な飛行船に乗ろうとしていたとき、不意に目のまえに現わ

れた死の権化を見ましたが、恐れをなすことはありませんでした。ドゥルヴァは、死に混乱

させられることなく、死がそこにいる機会をとらえて、自分の足をその頭の上に乗せました。

知識に欠ける人々は、献愛者の死と非献愛者の死の違いがわかりません。この違いを理解で

きる例があります。猫は自分の子どもを口にくわえたり、ネズミをくわえたりします。見た

ところ、くわえるのはネズミも子猫も同じですが、じつはまったく違います。猫がネズミを

口にくわえるとき、ネズミにとってそれは死を意味するのですが、子猫はくわえられている

ことを楽しんでいます。飛行船に乗ろうとしたドゥルヴァ・マハーラージャは、敬意を表し

にきた死の権化の到着に際して、ここで巨大な家（グリハンム・gåham）と描写されているそ

の華麗な飛行船に乗りこみました。 

『シュリーマド・バーガヴァタム』のなかには同じような飛行船についてほかにも数多く

述べられています。カルダマ・ムニが妻デーヴァフーティといっしょに全宇宙を旅するため

に飛行船を創ったとき、それは多くの家、湖、庭などをそなえた巨大な都市のように見えま

した。現代科学者は巨大な飛行機を作りましたが、乗客たちは機内に詰めこまれ、飛行中に

もあらゆる不愉快な思いを強いられています。 

物質科学者は、完璧な飛行機を作ることさえできません。カルダマが使った飛行船、ある
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いはヴィシュヌローカから飛んできた飛行船に対抗するには、湖、庭、公園などをそなえた

快適で巨大な都市のような飛行機を作ってみせなくてはなりません。大気圏外を飛びまわり、

どの惑星にも飛んでいけるような飛行機を。そのような飛行機が発明できれば、燃料補給用

の宇宙センターを作らなくてもすむでしょう。無尽蔵の燃料を積んでいるか、あるいは、ヴ

ィシュヌローカの飛行船のようにあるいは燃料など使わずに飛べるような飛行船を作って

みせればいいのです。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 
 

Tada duNdu>aYaae NaeduMa*Rd(r)Pa<avadYa"    ) 
GaNDavRMau:Yaa" Pa[JaGau" PaeTau" ku-SauMav*íYa" )) 31 )) 

 
タダー ドゥンドゥバハヨー ネードゥル 
tadä dundubhayo nedur 

 
ムリダンガ・パナヴァーダヤハ 
mådaìga-paëavädayaù 

 
ガンダハルヴァ・ムキヒァーハ プラジャグフ 
gandharva-mukhyäù prajaguù 

 
ペートゥフ クスマ・ヴリシュタヤハ 
petuù kusuma-våñöayaù 

 

tadä—その時; dundubhayaù—ケトルドラム; neduù—鳴り響いた; mådaìga—太鼓; 

paëava—小さな太鼓; ädayaù—その他; gandharva-mukhyäù—ガンダルヴァローカの筆

頭の住人; prajaguù—歌った; petuù—降らせた; kusuma—花; våñöayaù—雨のように。 

 

そのとき、空から太鼓やケトルドラムの音が鳴りひびき、ガンダルヴァ惑星の筆頭者そのとき、空から太鼓やケトルドラムの音が鳴りひびき、ガンダルヴァ惑星の筆頭者そのとき、空から太鼓やケトルドラムの音が鳴りひびき、ガンダルヴァ惑星の筆頭者そのとき、空から太鼓やケトルドラムの音が鳴りひびき、ガンダルヴァ惑星の筆頭者

が歌いはじめ、半神たちが空からドゥルヴァ・マハーラージャにむかって雨のように花が歌いはじめ、半神たちが空からドゥルヴァ・マハーラージャにむかって雨のように花が歌いはじめ、半神たちが空からドゥルヴァ・マハーラージャにむかって雨のように花が歌いはじめ、半神たちが空からドゥルヴァ・マハーラージャにむかって雨のように花

を降らせはじめた。を降らせはじめた。を降らせはじめた。を降らせはじめた。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 
 

Sa c Svl/aeRk-Maarae+YaNa( SauNaqiTa& JaNaNaq& Da]uv" ) 
ANvSMardGa& ihTva dqNaa& YaaSYae i}aivíPaMa(  )) 32 )) 

 
サ チャ スヴァルローカンム アーロークッシャン 
sa ca svarlokam ärokñyan 

 
スニーティンム ジャナニーンム ドフゥルヴァハ 
sunétià jananéà dhruvaù 
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アンヴァスマラドゥ アガンム ヒトゥヴァー 
anvasmarad agaà hitvä 

 
ディーナーンム ヤーッシェー トゥリ・ヴィシュタパンム 
dénäà yäsye tri-viñöapam 

 

saù—彼は; ca—もまた; svaù-lokam—その神々しい飛行船に; ärokñyan—乗ろうとしたそ

のとき; sunétim—スニーティ; jananém—⺟親; dhruvaù—ドゥルヴァ・マハーラージャ; 

anvasmarat—すぐに思い出した; agam—得ることが難しい; hitvä—後に残して; dénäm—哀れ

な; yäsye—私は行く; tri-viñöapam—ヴァイクンタ惑星に。 
 

ドゥルヴァが崇高な飛行船に座り、今しもヴァイクンタに向けて飛びとうとしたとき、ドゥルヴァが崇高な飛行船に座り、今しもヴァイクンタに向けて飛びとうとしたとき、ドゥルヴァが崇高な飛行船に座り、今しもヴァイクンタに向けて飛びとうとしたとき、ドゥルヴァが崇高な飛行船に座り、今しもヴァイクンタに向けて飛びとうとしたとき、

かれは哀れな⺟スニーティを思いだした。そして「かわいそうな⺟を残して、私ひとりかれは哀れな⺟スニーティを思いだした。そして「かわいそうな⺟を残して、私ひとりかれは哀れな⺟スニーティを思いだした。そして「かわいそうな⺟を残して、私ひとりかれは哀れな⺟スニーティを思いだした。そして「かわいそうな⺟を残して、私ひとり

ヴァイクンヴァイクンヴァイクンヴァイクンタ惑星に行けるものだろうか」と考えた。タ惑星に行けるものだろうか」と考えた。タ惑星に行けるものだろうか」と考えた。タ惑星に行けるものだろうか」と考えた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ドゥルヴァは⺟親のスニーティに深い恩を感じていました。主ヴィシュヌの従者とともに

ヴァイクンタに行くきっかけを教えたのはほかならぬスニーティだったのです。そして今⺟

親のことを思いだし、ヴァイクンタに連れていきたいと考えました。じつは、⺟スニーティ

はドゥルヴァにとってpatha-pradarçaka-guru（パタハ・プラダルシャカ・グル）「道をしめしたグ

ル・精神指導者」でした。そのようなグルはときにシクシャー・グル（çikñä-guru）と呼ば

れます。ドゥルヴァにとってはナーラダ・ムニがディークシャー・グル（dékñä-guru）「入

門する精神指導者」でしたが、⺟親のスニーティは、最高人格主神の恩寵をさずかる方法を

最初にあたえた人です。シクシャー・グルやディークシャー・グルの義務は、弟子を正しく

教えることにあり、その方法を実践するかどうかは弟子にかかっています。シャーストラの

教えでは、シクシャー・とディークシャー・グルに違いはなく、ふつうシクシャー・グルが

のちにディークシャー・グルになります。しかしスニーティが女性だったことから、またと

くに⺟親だったことから、ドゥルヴァ・マハーラージャのディークシャー・グルにはなれま

せんでした。それでもドゥルヴァは、スニーティへの恩義を忘れていたわけではありません。

ナーラダ・ムニをヴァイクンタローカに連れていくことはありえませんが、ドゥルヴァ・マ

ハーラージャは⺟親のことをそのように考えていました。 

最高人格主神が思いえがく計画はすぐに実現されます。同じように、至高主に完全に身をゆ

だねている献愛者は、自分の思いを主の恩寵をとおして叶えます。主は自分の思いを独自に

実現させますが、献愛者は自分の望みを最高人格主神にまかせることで実現させます。です

から、ドゥルヴァ・マハーラージャが自分の哀れな⺟親に思いをめぐらせたとき、スニーテ

ィは別の飛行船でヴァイクンタローカにむかっている、とヴィシュヌの従者たちに告げられ
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ました。ドゥルヴァ・マハーラージャは、⺟親を残したまま自分だけがヴァイクンタローカ

に向かっていると考えましたが、それでは、これまでなにからなにまで世話になったスニー

ティを見捨ててひとりでヴァイクンタローカに行くと人々に非難されることでしょうから、

たしかに吉兆なこととはいえません。しかしドゥルヴァは、自分が至高者でないこともわか

っていました。ですから、クリシュナが望みを叶えてくれるのであれば、そのときはじめて

可能になることです。クリシュナはすぐにドゥルヴァの心を読みとり、⺟親もいっしょにヴ

ァイクンタに向かっている、と話しました。この出来事は、ドゥルヴァ・マハーラージャの

ような心のきれいな献愛者はどのような望みでも満たすことができる、という事実をしめし

ています。ドゥルヴァは主の恩寵によってまさに主のようになり、いつなにを思おうと、そ

の願いはすぐに実現されるのです。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 
 

wiTa VYaviSaTa& TaSYa VYavSaaYa SauraetaMaaE ) 
dXaRYaaMaaSaTaudeRvq& Paurae YaaNaeNa GaC^TaqMa( )) 33 )) 

 
イティ ヴャヴァシタンム タッシャ 
iti vyavasitaà tasya 

 
ヴャヴァサーヤ スローッタマウ 
vyavasäya surottamau 

 
ダルシャヤーンム アーサトゥル デーヴィーンム 
darçayäm äsatur devéà 

 
プロー ヤーネーナ ガッチハャティーンム 
puro yänena gacchatém 

 

iti—そのように; vyavasitam—熟考; tasya—ドゥルヴァの; vyavasäya—理解している; 

sura-uttamau—二人の筆頭の従者; darçayäm äsatuù—示した（彼に）; devém—高貴なス

ニーティ; puraù—前に; yänena—飛行船で; gacchatém—進んでいる。 
 

ヴァイクンタローカのふたりの優れた従者、ナンダとスナンダは、ドゥルヴァ・マハヴァイクンタローカのふたりの優れた従者、ナンダとスナンダは、ドゥルヴァ・マハヴァイクンタローカのふたりの優れた従者、ナンダとスナンダは、ドゥルヴァ・マハヴァイクンタローカのふたりの優れた従者、ナンダとスナンダは、ドゥルヴァ・マハ

ーラージャの心を理解し、⺟スニーティが別の飛行船でヴァイクンタに向かっているこーラージャの心を理解し、⺟スニーティが別の飛行船でヴァイクンタに向かっているこーラージャの心を理解し、⺟スニーティが別の飛行船でヴァイクンタに向かっているこーラージャの心を理解し、⺟スニーティが別の飛行船でヴァイクンタに向かっているこ

とをしめした。とをしめした。とをしめした。とをしめした。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この出来事が証明していることは、ドゥルヴァ・マハーラージャのように堅固な奉仕をす

る弟子を持つシクシャーあるいはディークシャー・グルは、教える側がそれほど高められて
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いなくても、その弟子によって導かれるということです。スニーティはドゥルヴァ・マハー

ラージャの指導者でしたが、女性だったことから、森に入ることも、ドゥルヴァ・マハーラ

ージャがしたような苦行や改悛をすることもできませんでした。それでも、ドゥルヴァ・マ

ハーラージャは⺟親を連れていくことができました。同じように、プラフラーダ・マハーラ

ージャも無神論の父親・ヒラニャカシプを救っています。結論として、ひじょうに堅固な献

愛者である弟子や子孫は、自分の父親、⺟親、シクシャー・グル、ディークシャー・グルを

ヴァイクンタローカに連れていくことができる、と言えます。シュリーラ・バクティシッダ

ーンタ・サラスヴァティー・タークラは、「たったひとりの魂をふるさとに、神の元に返し

て救うことができたら、クリシュナ意識を広めるという私の使命は成功したと考える」とよ

く語っておられました。クリシュナ意識運動は今全世界に広がりをみせていますが、ときに

思うことがあります――私はいろいろな面で無能さを感じてはいますが、弟子のひとりでも

ドゥルヴァ・マハーラージャほどの堅固な献愛者になれば、その人物が私をヴァイクンタロ

ーカにいっしょに連れていってくれる、と。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 
 

Ta}a Ta}a Pa[Xa&SaiÙ" PaiQa vEMaaiNakE-" SaurE"    ) 
Avk-IYaRMaa<aae dd*Xae ku-SauMaE" §-MaXaae Ga]haNa( )) 34 )) 

 
タトゥラ タトゥラ プラシャンムサドゥビヒヒ 
tatra tatra praçaàsadbhiù 

 
パテヒィ ヴァイマーニカイヒ スライヒ 
pathi vaimänikaiù suraiù 

 
アヴァキーリャマーノー ダドゥリシェー 
avakéryamäëo dadåçe 

 
クスマイヒ クラマショー グラハーン 
kusumaiù kramaço grahän 

 

tatra tatra—ここかしこに; praçaàsadbhiù—ドゥルヴァ・マハーラージャを讃える人々

によって ; pathi—途中で ; vaimänikaiù—さまざまな形の飛行船によって運ばれて ; 

suraiù—半神たちによって ; avakéryamäëaù—覆われて ; dadåçe—見ることができた ; 

kusumaiù—花で; kramaçaù—次々に; grahän—太陽系の全惑星。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャが宇宙を飛びつづけていたとき、やがて太陽系の全惑星ドゥルヴァ・マハーラージャが宇宙を飛びつづけていたとき、やがて太陽系の全惑星ドゥルヴァ・マハーラージャが宇宙を飛びつづけていたとき、やがて太陽系の全惑星ドゥルヴァ・マハーラージャが宇宙を飛びつづけていたとき、やがて太陽系の全惑星

が視界に入ってきた。そして、飛行船にのった半神たちがドゥルヴァにむけて雨のようが視界に入ってきた。そして、飛行船にのった半神たちがドゥルヴァにむけて雨のようが視界に入ってきた。そして、飛行船にのった半神たちがドゥルヴァにむけて雨のようが視界に入ってきた。そして、飛行船にのった半神たちがドゥルヴァにむけて雨のよう

に花びらを降らせている様子を見ることができた。に花びらを降らせている様子を見ることができた。に花びらを降らせている様子を見ることができた。に花びらを降らせている様子を見ることができた。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

ヴェーダ経典（『ムンダカ・ウパニシャッド』第１章・第３節）には、yasmin vijïäte sarvam 

evaà vijïätaà bhavati（ヤスミン ヴィギャーテー サルヴァンム エーヴァンム ヴィギャータンム バハヴ

ァンティ）という節があります。「最高人格主神を知る献愛者には、すべてが明らかになる」

という意味です。同じように、最高人格主神の惑星に行く人物は、ヴァイクンタにむかう途

中にある他の天体系すべてを見ることができます。ドゥルヴァ・マハーラージャの体は、私

たちの体は違っていることを理解しておかなくてはなりません。ヴァイクンタの飛行船に乗

りこむとき、その体は⻩金の⾊をした完全に精神的な体に変化しています。物質の体を持つ

魂は高位の惑星を超えることはできませんが、精神的な体を得れば物質界の高位の惑星はお

ろか、さらに高位の惑星、すなわちヴァイクンタローカの天体系にでさえ行くことができま

す。ナーラダ・ムニが、精神界・物質界のどこでも行けることは広く知られています。 

ここで理解しておくべきことは、スニーティがヴァイクンタローカに向かうとき、その体も

精神的な体に変わっていた、という点です。シュリー・スニーティのように、⺟親は、自分

の子どもをドゥルヴァ・マハーラージャのような献愛者に育てなくてはなりません。スニー

ティはまだ５歳の我が子にむかって、世俗を捨てて森に入り、至高主を探しもとめるよう教

えました。自分の子がいつまでも快適な家庭にとどまって、最高人格主神の恩寵を得るため

の苦行や改悛をしない生活をすることは望んでいませんでした。すべての⺟親は、スニーテ

ィのように、我が子を５歳からブラフマチャーリーになるよう教育し、精神的悟りが得られ

る苦行や改悛の生活をするよう育てなくてはなりません。その恩恵として、我が子がドゥル

ヴァのような堅固な献愛者になれば、その子はふるさとへ、神の元に帰ることはまちがいな

く、さらに自分は献愛奉仕の苦行や改悛ができなくても、我が子といっしょに精神界に移さ

れる、という結果が待っているのです。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節 
 

i}al/aek-I& devYaaNaeNa Saae_iTav]JYa MauNaqNaiPa   ) 
ParSTaaÛd( Da]]uuvGaiTaivRZ<aae" PadMaQaa>YaGaaTa( )) 35 )) 

 
トゥリ・ローキンム デーヴァ・ヤーネーナ 
tri-lokéà deva-yänena 

 
ソー ティヴラッジャ ムニーン アピ 
so 'tivrajya munén api 

 
パラスタードゥ ヤドゥ ドフゥルヴァ・ガティル 
parastäd yad dhruva-gatir 

 
ヴィシュノーホ パダンム アタハービヒャガートゥ 
viñëoù padam athäbhyagät 
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tri-lokém—３つの天体系; deva-yänena—その崇高な飛行船によって; saù—ドゥルヴァ; 

ativrajya—通過して; munén—偉大な聖者たち; api—でさえ; parastät—〜を超えて; yat—

であるもの; dhruva-gatiù—永遠の生活を達成したドゥルヴァ; viñëoù—主ヴィシュヌの; 

padam—住居; atha—そのとき; abhyagät—到達した。 
 

こうしてドゥルヴァ・マハーラージャは、サプタリシとして知られる偉大な聖者たちこうしてドゥルヴァ・マハーラージャは、サプタリシとして知られる偉大な聖者たちこうしてドゥルヴァ・マハーラージャは、サプタリシとして知られる偉大な聖者たちこうしてドゥルヴァ・マハーラージャは、サプタリシとして知られる偉大な聖者たち

の住む７つの天体系を通過した。そして、その領域を超えた世界で、主ヴィシュヌの住の住む７つの天体系を通過した。そして、その領域を超えた世界で、主ヴィシュヌの住の住む７つの天体系を通過した。そして、その領域を超えた世界で、主ヴィシュヌの住の住む７つの天体系を通過した。そして、その領域を超えた世界で、主ヴィシュヌの住

む惑星のなかで永遠の生活という崇高な境地に到達した。む惑星のなかで永遠の生活という崇高な境地に到達した。む惑星のなかで永遠の生活という崇高な境地に到達した。む惑星のなかで永遠の生活という崇高な境地に到達した。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

飛行船は、スナンダとナンダという主ヴィシュヌのふたりの主要な従者によって操縦され

ていました。そのような精神的な宇宙飛行士だけが、飛行船を操作して７つの惑星を超え、

永遠の生活に満ちた世界に到達することができます。『バガヴァッド・ギーター』（第８章・

第20節）でもparas tasmät tu bhävo 'nyaù（パラス タスマートゥ トゥ バハーヴォー ニャハ）、「こ

の天体系を超えた領域から精神界がはじまり、そこには永遠の至福に満ちた生活がある」と

確証されています。その世界の惑星は、ヴィシュヌローカあるいはヴァイクンタローカと知

られています。そこでしか、知識に満ちた永遠で至福の生活を得ることはできません。ヴァ

イクンタローカの下には物質宇宙が広がっており、そこにあるブラフマローカに主ブラフマ

ーや他の生命体たちがこの宇宙が破壊されるまで生きていますが、その生活は永遠ではあり

ません。これは『バガヴァッド・ギーター』でäbrahma-bhuvanäl lokäù（アーブラフマ・ブフ

ヴァナール ローカーハ）と確証されています。その頂点の惑星に行っても、永遠の生活を手にい

れることはできません。ヴァイクンタローカに到達してこそ、至福に満ちた永遠の生活を満

喫するができるのです。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 
 

Yad( >a]]aJaMaaNa& SvåcEv SavRTaae 
l/aek-añYaae ùNau iv>a]aJaNTa WTae    ) 

Yaàav]JaÅNTauzu Yae_NaNauGa]ha 
v]JaiNTa >ad]ai<a criNTa Yae_iNaXaMa( )) 36 )) 

 
ヤドゥ ブフラージャマーナンム スヴァ・ルチャイヴァ サルヴァトー 
yad bhräjamänaà sva-rucaiva sarvato 

 
ローカース トゥラヨー ヒ アヌ ヴィブフラージャンタ エーテー 
lokäs trayo hy anu vibhräjanta ete 
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ヤン ナーヴラジャン ジャントゥシュ イェー ナヌグラハー 
yan nävrajaï jantuñu ye 'nanugrahä 

 
ヴラジャンティ バハドゥラーニ チャランティ  イェー ニシャンム 
vrajanti bhadräëi caranti ye 'niçam 

 

yat—〜である惑星; bhräjamänam—輝いている; sva-rucä—自らの光輝によって; eva—

だけ ; sarvataù—どこでも ; lokäù—天体系 ; trayaù—３ ; hi—確かに ; anu—そこに ; 

vibhräjante—光を放つ ; ete—これら ; yat—惑星 ; na—ではない ; avrajan—到達した ; 

jantuñu—生命体に; ye—〜である者たち; ananugrahäù—無慈悲な; vrajanti—到達する; 

bhadräëi—福祉活動; caranti—〜に従事する; ye—〜である者たち; aniçam—常に。 
 

物質界にあるすべての恒星は自ら光輝くヴァイクンタ惑星が放つ光を受けて光ってい物質界にあるすべての恒星は自ら光輝くヴァイクンタ惑星が放つ光を受けて光ってい物質界にあるすべての恒星は自ら光輝くヴァイクンタ惑星が放つ光を受けて光ってい物質界にあるすべての恒星は自ら光輝くヴァイクンタ惑星が放つ光を受けて光ってい

る。他の生命体に慈悲心のない者たちはヴァイクンタ惑星には決して行くことができなる。他の生命体に慈悲心のない者たちはヴァイクンタ惑星には決して行くことができなる。他の生命体に慈悲心のない者たちはヴァイクンタ惑星には決して行くことができなる。他の生命体に慈悲心のない者たちはヴァイクンタ惑星には決して行くことができな

い。他の生命体の幸福を願う活動をする人々だけがヴァイクンタ惑星に到達することがい。他の生命体の幸福を願う活動をする人々だけがヴァイクンタ惑星に到達することがい。他の生命体の幸福を願う活動をする人々だけがヴァイクンタ惑星に到達することがい。他の生命体の幸福を願う活動をする人々だけがヴァイクンタ惑星に到達することが

できる。できる。できる。できる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節では、ヴァイクンタ惑星の２つの様相が描写されています。まず、ヴァイクンタに

は太陽や月の必要がない、という点です。このことはウパニシャッドで述べられ、また『バ

ガヴァッド・ギーター』（第15章・第６節）でna tad bhäsayate süryo na çaçäìko na pävakaù

（ナ タドゥ バハーサヤテー スーリョー ナ シャシャーンコー ナ パーヴァカハ）と確証されています。 

精神界のなかで、ヴァイクンタローカは自ら光りかがやいています。太陽、月、電気の光を

必要としていない、ということです。じつに、ヴァイクンタローカの光が物質界に反射して

いるのです。この光があるからこそ、物質界にある太陽が輝いています。太陽がその光を受

けることで、他の星や月が輝くようになります。言いかえると、物質界にある発光体はヴァ

イクンタローカの光を借用している、ということになります。しかし物質界にいる人でも、

他のすべての生命体の幸福のためにいつも活動していれば、ヴァイクンタローカに行くこと

ができます。そのようなたえまない福利活動は、クリシュナ意識だけをとおして実践できる

ことです。物質界では、私たちを１日24時間仕えさせてくれるクリシュナ意識以外に慈善

活動はありません。 

クリシュナ意識の人物は、苦しむ人類をふるさとへ、神の元へ返す計画をいつもたてていま

す。そして、堕落した魂をすべて神の元へ返すことができなかったとしても、その人物はク

リシュナ意識ですから、ヴァイクンタローカへの道は大きく開かれています。みずからヴァ

イクンタローカに入る資格を得ますし、その献愛者に従う人もヴァイクンタローカに入るこ

とができます。それ以外の、嫉妬心に駆られたおこないをする人々はカルミーと呼ばれてい
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ます。カルミーたちは互いに憎みあっています。ただ感覚を満たすためだけに、悪いことを

したわけではない動物たちを数かぎりなく殺しています。ギャーニーはカルミーほどの罪を

おかしてはいませんが、他の人々を神のもとへ返そうとはしません。苦行をしているのは自

分だけの解放のためです。ヨーギーにしても、神秘的な力を得るために自分の能力を高めよ

うとしています。しかし、主の召使いである献愛者・ヴァイシュナヴァは、クリシュナ意識

をとおして、堕落した魂たちを救うためにじっさいに行動します。クリシュナ意識の人物だ

けが精神界に入ることができます。そのことがこの節で明確に述べられ、また主が『バガヴ

ァッド・ギーター』でも確証しています、『バガヴァッド・ギーター』が説く真理を世界の

人々に広める人物ほど愛しい者はいない、ということばで。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 
 

XaaNTaa" SaMad*Xa" éuÖa" SavR>aUTaaNaurÅNaa" ) 
YaaNTYaÅSaaCYauTaPadMaCYauTaiPa[YabaNDava"   )) 37 )) 

 
シャーンターハ サマ・ドゥリシャハ シュッダハーハ 
çäntäù sama-dåçaù çuddhäù 

 
サルヴァ・ブフーターヌランジャナーハ 
sarva-bhütänuraïjanäù 

 
ヤーンティ アンジャサーチュタ・パダンム 
yänty aïjasäcyuta-padam 

 
アチュタ・プリヤ・バーンダハヴァーハ 
acyuta-priya-bändhaväù 

 

çäntäù—心穏やかな; sama-dåçaù—公平な; çuddhäù—心の清潔な、浄化された; sarva—

すべて; bhüta—生命体たち; anuraïjanäù—喜んでいる; yänti—行く; aïjasä—簡単に; 

acyuta—主の; padam—その住居に; acyuta-priya—主の献愛者とともに; bändhaväù—友

人たち。 
 

心穏やかで、公平な心をもち、清潔で、純粋な心をもち、すべての生命体を喜ばせる心穏やかで、公平な心をもち、清潔で、純粋な心をもち、すべての生命体を喜ばせる心穏やかで、公平な心をもち、清潔で、純粋な心をもち、すべての生命体を喜ばせる心穏やかで、公平な心をもち、清潔で、純粋な心をもち、すべての生命体を喜ばせる

すべを知る人々は、主の献愛者だけと友人関係を保つ。そのような人々だけが、ふるさすべを知る人々は、主の献愛者だけと友人関係を保つ。そのような人々だけが、ふるさすべを知る人々は、主の献愛者だけと友人関係を保つ。そのような人々だけが、ふるさすべを知る人々は、主の献愛者だけと友人関係を保つ。そのような人々だけが、ふるさ

とへ、神のもとへ帰る完成境地にたやすく到達できる。とへ、神のもとへ帰る完成境地にたやすく到達できる。とへ、神のもとへ帰る完成境地にたやすく到達できる。とへ、神のもとへ帰る完成境地にたやすく到達できる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節は、献愛者だけが神の世界に入ることができるという事実を完全に説明しています。

最初に挙げられているのは、献愛者は自分の感覚満足を要求しないから心が穏やかである、
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という点です。ただひたすら主への奉仕に打ちこんでいるのです。カルミーはこの穏やかな

心にはなれません。際限なく感覚満足を求めているからです。ギャーニーも、解脱をもとめ

たり至高者のなかに没入したりすることしか眼中にないため、穏やかな心にはなれません。

同じくヨーギーも、神秘的な力を得るために心の落ちつきを失っています。しかし、献愛者

は心が満ち足りています。最高人格主神にすっかり身をゆだねていますし、自分が無力であ

ることを知っているからです。子どもが両親にすべてをまかせて安心しきっているように、

献愛者は最高人格主神の慈悲にすがっていますから、完全に平安な心をもっています。 

献愛者は平等な心をもっています。だれをも同じ超越的境地にいるものとして見ています。

条件づけられた魂が過去の物質的活動のためにある体をもっていても、ほんとうはだれもが

至高主の部分体である、ということを知っています。献愛者はどのような生物も精神的な視

野をとおして見つめますから、肉体観念にもとづく区別した見方はしません。そのような気

質は献愛者とのふれあいのなかで生まれます。献愛者とのつきあいがなければ、クリシュナ

意識を高めることはできません。筆者はそのためにクリシュナ意識国際協会を創設しました。

じっさいに、この組織に加わっている人はだれでも、自然にクリシュナ意識を高めています。

献愛者は最高人格主神にとって愛しく、最高人格主神は献愛者だけに愛しい存在です。この

環境だけでしか、私たちはクリシュナ意識を高めることができません。クリシュナ意識を修

練している人々、つまり主の献愛者はだれでも喜ばせることができます。それはクリシュナ

意識運動が証明しています。私たちはだれかれ区別することなく、だれでも歓迎します。い

っしょに座り、ハレー・クリシュナ・マントラを唱え、私たちが差しだすプラサーダをでき

るだけたくさん食べてもらい、こうしてだれもが私たちの応対に喜んでくれます。これが必

要な資格です。Sarva-bhütänuraïjanäù（サルヴァ・ブフーターヌランジャナーハ）。純粋さについ

て言うならば、だれも献愛者ほど純粋ではありません。ヴィシュヌの名前をひとたび唱えた

人は、内も外もすぐに浄化されます。そのことをyaù smaret puëòarékäkñam（ヤハ スマレー

トゥ プンダリーカークシャンム）といいます。献愛者はいつもハレー・クリシュナ・マントラを唱

えていますから、物質界のけがれは献愛者に触れることができません。ですから、ほんとう

に純粋な境地にいます。Muci haya çuci haya yadi kåñëa bhaje（ムチ ハヤ シュチ ハヤ ヤデ

ィ クリシュナ バハジェー）。これは、靴職人であっても、靴職人の家庭に生まれた人でも、ク

リシュナ意識を始めればブラーフマナ（シュチ）の境地に高められる、ということばです。

純粋なクリシュナ意識のなかでハレー・クリシュナ・マントラを唱えている人々は、全宇宙

でもっとも純粋な存在といえます。 

 

第３８節第３８節第３８節第３８節 
 

wTYautaaNaPad" Pau}aae Da]uv" k*-Z<aParaYa<a"   ) 
A>aUT}aYaa<aa& l/aek-aNaa& cU@aMai<airvaMal/" )) 38 )) 
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イティ ウッターナパダハ プトゥロー 
ity uttänapadaù putro 

 
ドフゥルヴァハ クリシュナ・パラーヤナハ 
dhruvaù kåñëa-paräyaëaù 

 
アブフートゥ トゥラヤーナーンム ローカーナンム 
abhüt trayäëäà lokänäà 

 
チューダー・マニル イヴァーマラハ 
cüòä-maëir ivämalaù 

 

iti—このように; uttänapadaù—マハーラージャ・ウッターナパーダの; putraù—子息; 

dhruvaù—ドゥルヴァ・マハーラージャ ; kåñëa-paräyaëaù—完全にクリシュナ意識 ; 

abhüt—〜になる; trayäëäm—その３つの; lokänäm—世界; cüòä-maëiù—頂点の宝石; 

iva—〜のような; amalaù—浄化されて。 
 

こうして、完全にクリシュナ意識で、マハーラージャ・ウッターナパーダの気高い子こうして、完全にクリシュナ意識で、マハーラージャ・ウッターナパーダの気高い子こうして、完全にクリシュナ意識で、マハーラージャ・ウッターナパーダの気高い子こうして、完全にクリシュナ意識で、マハーラージャ・ウッターナパーダの気高い子

息ドゥルヴァ・マハーラージャは、３つの天体系の頂点に到達した。息ドゥルヴァ・マハーラージャは、３つの天体系の頂点に到達した。息ドゥルヴァ・マハーラージャは、３つの天体系の頂点に到達した。息ドゥルヴァ・マハーラージャは、３つの天体系の頂点に到達した。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

クリシュナ意識を指す正確なサンスクリット語がこの節でkåñëa-paräyaëaù（クリシュナ・パ

ラーヤナハ）と表現されています。パラーヤナハ（paräyaëa）は、「前進する」という意味で

す。クリシュナという目標にむかって前進している人をパラーヤナハ、すなわち完全にクリ

シュナ意識の人物といいます。ドゥルヴァ・マハーラージャの例から、クリシュナ意識の人

はだれでも、宇宙の全三天体系の頂点に到達できる、という点が理解できます。クリシュナ

意識の人物は、野心をもつ物質主義者の想像を超えるほどの高尚な地位につくことができる

のです。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節 
 

GaM>aqrveGaae_iNaiMaz& JYaaeiTaza& c§-MaaihTaMa(    ) 
YaiSMaNa( >a]MaiTa k-aErVYa Mae!yaiMav Gava& Ga<a" )) 39 )) 

 
ガンムビヒーラ・ヴェーゴー ニミシャンム 
gambhéra-vego 'nimiñaà 

 
ジョーティシャーンム チャクランム アーヒタンム 
jyotiñäà cakram ähitam 

 
ヤスミン ブフラマティ カウラヴャ 
yasmin bhramati kauravya 
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メーデヘャーンム イヴァ ガヴァーンム ガナハ 
meòhyäm iva gaväà gaëaù 

 

gambhéra-vegaù—猛烈な力と速度で ; animiñam—絶え間なく ; jyotiñäm—恒星の ; 

cakram—球体; ähitam—結ばれて; yasmin—〜の周囲; bhramati—周回する; kauravya—

ヴィドゥラよ; meòhyäm—中心の棒; iva—〜のように; gaväm—雄牛の; gaëaù—群れ。 
 

聖者マイトゥレーヤがことばをつづける。「クル王家の末裔、ヴィドゥラよ。あたか聖者マイトゥレーヤがことばをつづける。「クル王家の末裔、ヴィドゥラよ。あたか聖者マイトゥレーヤがことばをつづける。「クル王家の末裔、ヴィドゥラよ。あたか聖者マイトゥレーヤがことばをつづける。「クル王家の末裔、ヴィドゥラよ。あたか

も雄牛も雄牛も雄牛も雄牛の群れが中央に立つ棒を右にして回るように、宇宙のすべての恒星が、猛烈な力の群れが中央に立つ棒を右にして回るように、宇宙のすべての恒星が、猛烈な力の群れが中央に立つ棒を右にして回るように、宇宙のすべての恒星が、猛烈な力の群れが中央に立つ棒を右にして回るように、宇宙のすべての恒星が、猛烈な力

と速度でドゥルヴァ・マハーラージャの住居をたえまなく周回している」と速度でドゥルヴァ・マハーラージャの住居をたえまなく周回している」と速度でドゥルヴァ・マハーラージャの住居をたえまなく周回している」と速度でドゥルヴァ・マハーラージャの住居をたえまなく周回している」 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

宇宙のすべての惑星が猛烈なスピードで飛行しています。『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』の記述によると、太陽も秒速16,000マイル（約26,000キロ）で飛行していることがわ

かり、また『ブラフマ・サムヒター』のシュローカではyac-cakñur eña savitä sakala-grahäëäm

（ヤッチャクスル エーシャ サヴィター サカラ・グラハーナーンム）とあり、太陽は最高人格主神ゴーヴ

ィンダの目とされ、特定の軌道をもつ、と述べられています。同じように、他の惑星すべて

も特定の軌道をもっています。しかしそのすべての惑星が、ドゥルヴァ・マハーラージャが

三界の頂点として住む北極星、すなわちドゥルヴァローカを周回しています。献愛者がどれ

ほど気高い地位にいるのか、私たちにはただ想像するしかありませんし、まして最高人格主

神がどれほど高貴な地位にあるのか理解することはできません。 

 

第４０節第４０節第４０節第４０節 
 

MaihMaaNa& ivl/aeKYaaSYa Naardae >aGavaNa*iz"    ) 
AaTaaeÛ & ivTaudHa( ëaek-aNa( Sa}ae_GaaYaTPa[ceTaSaaMa( )) 40 )) 

 
マヒマーナンム ヴィローキャーッシャ 
mahimänaà vilokyäsya 

 
ナーラドー バハガヴァーン リシヒ 
närado bhagavän åñiù 

 
アートーデャンム ヴィトゥダーン シュローカーン 
ätodyaà vitudaï çlokän 

 
サトゥレー ガーヤトゥ プラチェータサーンム 
satre 'gäyat pracetasäm 
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mahimänam—栄光 ; vilokya—見ている ; asya—ドゥルヴァ・マハーラージャの ; 

näradaù—偉大な聖者ナーラダ ; bhagavän—最高人格主神ほどに高尚な ; åñiù—聖者 ; 

ätodyam—弦楽器、ヴィーナー; vitudan—を演奏している; çlokän—節; satre—儀式の場

で; agäyat—唱えた; pracetasäm—プラチェーターたちの。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャの栄光を見ていた偉大な聖者ナーラダは、ヴィーナーをドゥルヴァ・マハーラージャの栄光を見ていた偉大な聖者ナーラダは、ヴィーナーをドゥルヴァ・マハーラージャの栄光を見ていた偉大な聖者ナーラダは、ヴィーナーをドゥルヴァ・マハーラージャの栄光を見ていた偉大な聖者ナーラダは、ヴィーナーを

奏でながら、プラチェーターたちが執行していた奏でながら、プラチェーターたちが執行していた奏でながら、プラチェーターたちが執行していた奏でながら、プラチェーターたちが執行していた儀場をたずね、このうえない幸せな思儀場をたずね、このうえない幸せな思儀場をたずね、このうえない幸せな思儀場をたずね、このうえない幸せな思

いで、つぎのような３つの詩歌を唱えた。いで、つぎのような３つの詩歌を唱えた。いで、つぎのような３つの詩歌を唱えた。いで、つぎのような３つの詩歌を唱えた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

偉大な聖者ナーラダはドゥルヴァ・マハーラージャの精神指導者です。ドゥルヴァの栄光

を見て、心から喜んだことにまちがいありません。父親は我が子があらゆる面で高められる

ことをとても喜ぶように、精神指導者は弟子の精神的高まりを見て心から嬉しく思います。 

 

第４１節第４１節第４１節第４１節 
 

Naard ovac 
NaUNa& SauNaqTae" PaiTadevTaaYaa‚ 

STaPa"Pa[>aavSYa SauTaSYa Taa& GaiTaMa( ) 
d*îa>YauPaaYaaNaiPa vedvaidNaae 

NaEvaiDaGaNTau& Pa[>aviNTa ik&- Na*Paa" )) 41 )) 
 

ナーラダ ウヴァーチャ 
närada uväca 

 
ヌーナンム スニーテーヘ パティ・デーヴァターヤース 
nünaà sunéteù pati-devatäyäs 

 
タパハ・プラバハーヴァッシャ スタッシャ ターンム ガティンム 
tapaù-prabhävasya sutasya täà gatim 

 
ドゥリシュトゥヴァービヒュパーヤーン アピ ヴェーダ・ヴァーディノー 
dåñöväbhyupäyän api veda-vädino 

 
ナイヴァーデヒィガントゥンム プラバハヴァンティ キンム ヌリパーハ 
naivädhigantuà prabhavanti kià nåpäù 

 

näradaù uväca— ナ ーラ ダ が 言っ た ; nünam— 確 かに ; sunéteù— スニ ー テ ィの ; 

pati-devatäyäù—夫に強く執着して; tapaù-prabhävasya—苦行の力によって; sutasya—息

子の; täm—その; gatim—地位; dåñövä—見ている; abhyupäyän—その方法; api—〜ではあ
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るけれども; veda-vädinaù—ヴェーダ原則に厳格に従う者たち、あるいはいわゆるヴェーダ

ーンタ学者たちの ; na—決して〜ない ; eva—確かに ; adhigantum—到達すること ; 

prabhavanti—できる; kim—〜は言うまでもない; nåpäù—ありふれた王たち。 
 

偉大な聖者ナーラダが言った。「夫に献身的なスニーティの子であるドゥルヴァ・マ偉大な聖者ナーラダが言った。「夫に献身的なスニーティの子であるドゥルヴァ・マ偉大な聖者ナーラダが言った。「夫に献身的なスニーティの子であるドゥルヴァ・マ偉大な聖者ナーラダが言った。「夫に献身的なスニーティの子であるドゥルヴァ・マ

ハーラージャは、その精神的高まりと力あふれる苦行によって高貴なハーラージャは、その精神的高まりと力あふれる苦行によって高貴なハーラージャは、その精神的高まりと力あふれる苦行によって高貴なハーラージャは、その精神的高まりと力あふれる苦行によって高貴な境地に到達した。境地に到達した。境地に到達した。境地に到達した。

それは、ヴェーダ原則に厳格に従ういわゆるヴェーダーンタ学者に、ましてふつうの魂それは、ヴェーダ原則に厳格に従ういわゆるヴェーダーンタ学者に、ましてふつうの魂それは、ヴェーダ原則に厳格に従ういわゆるヴェーダーンタ学者に、ましてふつうの魂それは、ヴェーダ原則に厳格に従ういわゆるヴェーダーンタ学者に、ましてふつうの魂

にはとうていかなわない境地である」にはとうていかなわない境地である」にはとうていかなわない境地である」にはとうていかなわない境地である」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節にあるveda-vädinaù（ヴェーダ・ヴァーディナハ）はひじょうに重要な意味があります。

一般に、ヴェーダ原則に厳格に従う人々をヴェーダ・ヴァーディ（veda-vädi）といいます。

また、みずからヴェーダーンタ哲学の従者と呼ぶいわゆるヴェーダーンタ学者がいますが、

かれらはヴェーダーンタをまちがって解説しています。Veda-väda-ratäù（ヴェーダ・ヴァーダ・

ラターハ）という語句は『バガヴァッド・ギーター』でも使われており、ヴェーダの意味を理

解せずに、ただヴェーダに執着している人々を指します。そのような人々はヴェーダについ

て語りあったり、自分流の苦行をしたりするのですが、ドゥルヴァ・マハーラージャのよう

な高貴な境地に到達することはできません。ありきたりの王には、まったくその可能性はあ

りません。王についてここで特に言及されていることは重要な意味があります。それは、い

にしえの王たちも聖者ほどの気質をそなえ、ラージャルシと呼ばれていたからです。ドゥル

ヴァ・マハーラージャは王であり、そして偉大な聖者ほど博学な人物でした。しかし、献愛

奉仕をしなければ、偉大な王であろうと、クシャトリヤであろうと、あるいはヴェーダ原則

に厳格に従う偉大なブラーフマナであろうと、ドゥルヴァ・マハーラージャが達成した高貴

な境地に到達することはできません。 

 

第４２節第４２節第４２節第４２節 
 

Ya" PaÄvzaeR GauådarvaKXarE‚ 
i>aRàeNa YaaTaae ôdYaeNa dUYaTaa ) 

vNa& MadadeXak-rae_iJaTa& Pa[>au& 
iJaGaaYa TaÙ¢-Gau<aE" ParaiJaTaMa( )) 42 )) 

 
ヤハ パンチャ・ヴァルショー グル・ダーラ・ヴァーク・シャライル 
yaù païca-varño guru-dära-väk-çarair 

 
ビヒンネーナ ヤートー フリダイェーナ ドゥーヤター 
bhinnena yäto hådayena düyatä 
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ヴァナンム マドゥ・アーデーシャ・カロー ジタンム プラブフンム 
vanaà mad-ädeça-karo 'jitaà prabhuà 

 
ジガーヤ タドゥ・バハクタ・グナイヒ パラージタンム 
jigäya tad-bhakta-guëaiù paräjitam 
 

yaù—彼は; païca-varñaù—５歳のときに; guru-dära—父親の妻の; väk-çaraiù—辛辣

な言葉によって; bhinnena—非常に苦しんで; yätaù—行った; hådayena—彼の心ゆえに; 

düyatä—大きな苦痛を感じて; vanam—森に; mat-ädeça—私の指示に従って; karaù—行

動している; ajitam—克服できない; prabhum—最高人格主神; jigäya—彼は克服した; tat—

主の; bhakta—献愛者たちの; guëaiù—その気質で; paräjitam—克服した。 
 

偉大な聖者ナーラダがことばをつづけた。「ドゥルヴァ・マハーラージャは、継⺟の偉大な聖者ナーラダがことばをつづけた。「ドゥルヴァ・マハーラージャは、継⺟の偉大な聖者ナーラダがことばをつづけた。「ドゥルヴァ・マハーラージャは、継⺟の偉大な聖者ナーラダがことばをつづけた。「ドゥルヴァ・マハーラージャは、継⺟の

突き刺すようなことばで心に傷を受け、５歳でありながら森に入り、私の指示に従って突き刺すようなことばで心に傷を受け、５歳でありながら森に入り、私の指示に従って突き刺すようなことばで心に傷を受け、５歳でありながら森に入り、私の指示に従って突き刺すようなことばで心に傷を受け、５歳でありながら森に入り、私の指示に従って

苦行を修練した。苦行を修練した。苦行を修練した。苦行を修練した。最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神はだれにも克服されない、が、ドゥルヴァ・マハーラーはだれにも克服されない、が、ドゥルヴァ・マハーラーはだれにも克服されない、が、ドゥルヴァ・マハーラーはだれにも克服されない、が、ドゥルヴァ・マハーラー

ジャは、主の献愛者がもつ特別の気質で主を手に入れたのである」ジャは、主の献愛者がもつ特別の気質で主を手に入れたのである」ジャは、主の献愛者がもつ特別の気質で主を手に入れたのである」ジャは、主の献愛者がもつ特別の気質で主を手に入れたのである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

至高主神は征服されません。だれも主を打ち負かすことはできないのです。しかし主は、

献愛者がそなえる愛情奉仕の気質には自分のほうから従います。たとえば、主クリシュナは

⺟親ヤショーダーの命令に従いました。偉大な献愛者だったからです。主は、献愛者に支配

されることを好みます。『チャタンニャ・チャリタームリタ』で述べられているように、だ

れもが主に高尚な祈りのことばをささげますが、主は、そのような祈りを献愛者が純粋な愛

情から口にしたり、あるいはまるで目下の者のように叱られたりするときに大きな喜びを感

じます。主は自分の崇高な立場を忘れ、純粋な献愛者の言われるままになろうとするのです。

ドゥルヴァ・マハーラージャは至高主を征服しましたが、それはたった５歳という幼いとき

に、献愛奉仕のすべての苦行を修練したからです。もちろんその奉仕は、偉大な聖者ナーラ

ダ の 指 示 の も と で 実 行 さ れ ま し た 。 こ れ が 献 愛 奉 仕 の 最 初 の 原 則 で す――ädau 

gurv-äçrayam（アーダウ グルヴ・アーシュラヤンム）。最初に真正な精神指導者を受けいれなくて

はなりません。そして、ドゥルヴァ・マハーラージャがナーラダ・ムニの教えに従ったよう

に、精神指導者の指導に厳格に従えば、主の恩寵を苦もなくさずかることができます。 

献愛奉仕の要点は、クリシュナへの無垢な愛情を高めることにあります。このクリシュナへ

の純粋な愛情は、クリシュナについて聞くだけで得ることができます。主チャイタンニャは

この原則を受けいれました――どのような立場にあっても、クリシュナが語った、あるいは

クリシュナについて語られた超越的な教えをすなおに聞けば、しだいに純粋な愛情が深まり、

その愛情だけによって、征服されない方を征服することができます。マーヤーヴァーディー
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哲学者は至高主と一体化することを渇望していますが、献愛者はその境地さえ超えます。至

高主と一体になるだけではなく、主の父親、⺟親、あるいは主人にでさえなります。アルジ

ュナも、献愛奉仕をとおして、主クリシュナを自分の戦闘馬車の御者としました。主に、「私

の馬車をここへ移動するように」と命じ、主はその命令を実行しました。これが、征服でき

ない方を征服する、という高貴な境地を得るという献愛者の実例です。 

 

第４３節第４３節第４３節第４３節 
 

Ya" +a}abNDau>auRiv TaSYaaiDaæ!‚ 
MaNvaåå+aediPa vzRPaUGaE" ) 

z$(PaÄvzaeR Yadhaei>arLPaE" 
Pa[SaaÛ vEku-<#=MavaPa TaTPadMa( )) 43 )) 

 
ヤハ クシャトゥラ・バンドフゥル ブフヴィ タッシャーデヒィルーダハンム 
yaù kñatra-bandhur bhuvi tasyädhirüòham 

 
アンヴ アールルクシェードゥ アピ ヴァルシャ・プーガイヒ 
anv ärurukñed api varña-pügaiù 

 
シャトゥ・パンチャ・ヴァルショー ヤドゥ アホービヒィル アルパイヒ 
ñaö-païca-varño yad ahobhir alpaiù 

 
プラサーデャ ヴァイクンタハンム アヴァーパ タトゥ・パダンム 
prasädya vaikuëöham aväpa tat-padam 

 

yaù—〜である者; kñatra-bandhuù—クシャトリヤの子; bhuvi—地上で; tasya—ドゥル

ヴァの; adhirüòham—気高い地位; anu—その後; ärurukñet—到達することを熱望する; 

api—〜でさえ; varña-pügaiù—⻑年の後; ñaö-païca-varñaù—５〜６歳; yat—〜であるこ

と; ahobhiù alpaiù—数年後; prasädya—喜ばせた後; vaikuëöham—主; aväpa—達成した; 

tat-padam—主の住居。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャは、５〜６歳のとき、６ヶ月間の苦行のあとに気高い境ドゥルヴァ・マハーラージャは、５〜６歳のとき、６ヶ月間の苦行のあとに気高い境ドゥルヴァ・マハーラージャは、５〜６歳のとき、６ヶ月間の苦行のあとに気高い境ドゥルヴァ・マハーラージャは、５〜６歳のとき、６ヶ月間の苦行のあとに気高い境

地を達成した。じつに驚くべきことではないか！地を達成した。じつに驚くべきことではないか！地を達成した。じつに驚くべきことではないか！地を達成した。じつに驚くべきことではないか！    偉大なクシャトリヤでさえ、⻑い歳偉大なクシャトリヤでさえ、⻑い歳偉大なクシャトリヤでさえ、⻑い歳偉大なクシャトリヤでさえ、⻑い歳

月をとおして苦行をつづけてもそのような境地には到達できないのだから。月をとおして苦行をつづけてもそのような境地には到達できないのだから。月をとおして苦行をつづけてもそのような境地には到達できないのだから。月をとおして苦行をつづけてもそのような境地には到達できないのだから。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節ではドゥルヴァ・マハーラージャのことがkñatra-bandhuù（クシャトゥラ・バンドフゥフ）

と表現されていますが、それは、５歳にすぎなかったドゥルヴァがクシャトリヤとして十分

な訓練を受けていなかったことを指しています。円熟したクシャトリヤではなかった、とい
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うことです。クシャトリヤやブラーフマナになるには指導を受けなくてはなりません。ブラ

ーフマナの家庭に生まれた少年は即ブラーフマナ、というわけではありません。それなりの

指導を受け、浄化手段を受ける必要があるのです。 

偉大な聖者ナーラダ・ムニは、ドゥルヴァ・マハーラージャのような献愛者・弟子がいる

ことに大きな誇りを感じています。ほかにも数多くの弟子がいるのですが、とくにドゥルヴ

ァ・マハーラージャにはとても満足しています。厳しい苦行と改悛の力によって、全宇宙の

王子あるいはラージャルシが決して到達できなかったヴァイクンタに、一生涯で到達したか

らです。偉大なバラタ王の話があります。優れた献愛者でしたが、ヴァイクンタローカには

３回の生涯のあとに到達しました。最初の生涯では森で厳しい修行をしましたが、子鹿にあ

まりにも心をうばわれて失敗し、次の生涯ではシカの体に入らなくてはなりませんでした。

しかし、シカに生まれても精神的境地を覚えていました。それでも最終的完成を得るにはも

う１回の生涯を迎えなくてはなりませんでした。そして次の生で、ジャダ・バラタ（Jaòa 

Bharata）として誕生します。もちろん、その生涯では物質的な束縛から完全に解放され、

完成を達成し、ヴァイクンタローカへ高められました。ドゥルヴァ・マハーラージャの生涯

から得られる教えは、何度も生涯を繰りかえさなくても、１回の生涯でヴァイクンタローカ

に帰っていける、ということです。私のグル・マハーラージャ、シュリー・シュリマードゥ・

バクティシッダーンタ・サラスヴァティー・ゴースヴァーミー・プラブパーダは、「私の弟

子すべてが、次の生涯で献愛奉仕をしなくても、今の生涯でヴァイクンタローカに到達でき

る」、とよく語っておられました。ドゥルヴァ・マハーラージャのように、ひたすら真剣に、

誠実に奉仕をしなくてはなりません。それができれば、この生涯を終えたときに、ヴァイク

ンタローカへ、ふるさとへ、神の元へかならず帰っていけるのです。 

 

第４４節第４４節第４４節第４４節 
 

MaE}aeYa ovac 
WTatae_i>aihTa& Sav| YaTPa*íae_hiMah TvYaa ) 
Da]uvSYaaeÕaMaYaXaSaêirTa& SaMMaTa& SaTaaMa(   )) 44 )) 

 
マイトゥレーヤ ウヴァーチャ 
maitreya uväca 

 
エータトゥ テー ビヒヒタンム サルヴァンム 
etat te 'bhihitaà sarvaà 

 
ヤトゥ プリシュトー ハンム イハ トゥヴァヤー 
yat påñöo 'ham iha tvayä 

 
ドフゥルヴァッショーッダーマ・ヤシャサシュ 
dhruvasyoddäma-yaçasaç 
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チャリタンム サンマタンム サターンム 
caritaà sammataà satäm 

 

maitreyaù uväca—偉大な聖者マイトゥレーヤが言った; etat—これ; te—あなたに; 

abhihitam—述べた; sarvam—すべて; yat—〜であるもの; påñöaù aham—私は尋ねられた; 

iha—ここで ; tvayä—あなたによって ; dhruvasya—ドゥルヴァ・マハーラージャの ; 

uddäma— 非 常 に 高 め ら れ て い る ; yaçasaù— そ の 人 物 の 名 声 ; caritam— 気 質 ; 

sammatam—認められて; satäm—偉大な献愛者たちによって。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ偉大な聖者マイトゥレーヤがことばをつづけた。「ヴィドゥラよ。ドゥルヴァ・マハ

ーラージャの卓越した名声や気質についてあなたが尋ねたことについて、私はくーラージャの卓越した名声や気質についてあなたが尋ねたことについて、私はくーラージャの卓越した名声や気質についてあなたが尋ねたことについて、私はくーラージャの卓越した名声や気質についてあなたが尋ねたことについて、私はくわしくわしくわしくわしく

説明した。すぐれた聖者や献愛者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くこ説明した。すぐれた聖者や献愛者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くこ説明した。すぐれた聖者や献愛者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くこ説明した。すぐれた聖者や献愛者たちは、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くこ

とを心から楽しんでいる」とを心から楽しんでいる」とを心から楽しんでいる」とを心から楽しんでいる」 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『シュリーマド・バーガヴァタム』は、最高人格主神と関連したものすべてを指していま

す。至高主の崇高な娯楽や活動について聞くこと、あるいは主の献愛者の気質、名声、活動

について聞くことは、どちらもひとつ、同じことです。初心の献愛者は、主の娯楽を理解し

ようとするのですが、献愛者の活動には関心がありません、しかし、ほんとうの献愛者はそ

のような区別した見方はしません。知性に欠ける人々はよくクリシュナのラーサ・ダンスに

ついて聞こうとし、『シュリーマド・バーガヴァタム』のほかの箇所について聞くつもりは

なく、まったく無視しようとしています。『シュリーマド・バーガヴァタム』の吟唱を職業

にしている者たちがおり、『シュリーマド・バーガヴァタム』のラーサ・リーラー（räsa-lélä）

の章にすぐに入り、他の章には意味がないような読み方をします。このように区別したり、

主のラーサ・リーラーの娯楽をいきなり読もうとしたりするのは、アーチャーリャに認めら

れていません。誠実な献愛者は、『シュリーマド・バーガヴァタム』のすべての章やことば

を読まなくてはなりません。この書物の最初の部分の節はすべてのヴェーダ経典の熟した果

実、と言われているからです。献愛者は『シュリーマド・バーガヴァタム』のことばをひと

つでもおろそかにしてはなりません。ですから偉大な聖者マイトゥレーヤはこの箇所で、『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』はsammataà satäm（サンマタンム サターンム）、偉大な献愛者

たちに認められている、と断言しています。 
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第４５節第４５節第４５節第４５節 
 

DaNYa& YaXaSYaMaaYauZYa& Pau<Ya& SvSTYaYaNa& MahTa( ) 
SvGYa| Da]aEVYa& SaaEMaNaSYa& Pa[XaSYaMagaMazR<aMa(   )) 45 )) 

 
ダハニャンム ヤシャッシャンム アーユッシャンム 
dhanyaà yaçasyam äyuñyaà 

 
プニャンム スヴァスティ・アヤナンム マハトゥ 
puëyaà svasty-ayanaà mahat 

 
スヴァルギャンム ドフゥラウヴャンム サウマナッシャンム 
svargyaà dhrauvyaà saumanasyaà 

 
プラシャッシャンム アガハ・マルシャナンム 
praçasyam agha-marñaëam 

 

dhanyam—富を授けること; yaçasyam—名声を授けること; äyuñyam—寿命を延ばすこ

と; puëyam—神聖な; svasti-ayanam—幸運を作りだすこと; mahat—偉大な; svargyam—

天 上 の 惑 星 に 到 達 す る 恩 恵 を 授 け る こ と ; dhrauvyam— ド ゥ ル ヴ ァ ロ ー カ の ; 

saumanasyam—心を満たしてくれる; praçasyam—輝かしい; agha-marñaëam—あらゆる

罪な活動の反動を消し去る。 
 

ドゥルヴァ・ドゥルヴァ・ドゥルヴァ・ドゥルヴァ・マハーラージャの伝記を聞くことで、富、名声、⻑寿への望みを満たすマハーラージャの伝記を聞くことで、富、名声、⻑寿への望みを満たすマハーラージャの伝記を聞くことで、富、名声、⻑寿への望みを満たすマハーラージャの伝記を聞くことで、富、名声、⻑寿への望みを満たす

ことができる。その吉兆さゆえに、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くだけで、ことができる。その吉兆さゆえに、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くだけで、ことができる。その吉兆さゆえに、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くだけで、ことができる。その吉兆さゆえに、ドゥルヴァ・マハーラージャについて聞くだけで、

ドゥルヴァが到達したドゥルヴァローカあるいは天国の惑星に行くことができる。半神ドゥルヴァが到達したドゥルヴァローカあるいは天国の惑星に行くことができる。半神ドゥルヴァが到達したドゥルヴァローカあるいは天国の惑星に行くことができる。半神ドゥルヴァが到達したドゥルヴァローカあるいは天国の惑星に行くことができる。半神

たちも、この話の栄光に心打たれて喜びを感じ、またその力強さが、聞く者の罪業の結たちも、この話の栄光に心打たれて喜びを感じ、またその力強さが、聞く者の罪業の結たちも、この話の栄光に心打たれて喜びを感じ、またその力強さが、聞く者の罪業の結たちも、この話の栄光に心打たれて喜びを感じ、またその力強さが、聞く者の罪業の結

果をことごとく消しさってくれる。果をことごとく消しさってくれる。果をことごとく消しさってくれる。果をことごとく消しさってくれる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

世界中にさまざまな人種が住んでいますが、そのすべてが純粋な献愛者というわけではあ

りません。莫大な富をもとめているカルミーがいれば、名声だけをもとめている人間もいま

す。天国の惑星やドゥルヴァローカに高められたいと願ったり、物質的な利益をもとめて半

神を崇拝したりする人々もいます。この節でマイトゥレーヤは、だれでもドゥルヴァ・マハ

ーラージャの話を聞くことができ、望んでいる目標を手に入れることができる、と述べてい

ます。いっぽうで、献愛者（akäma・アカーマ）、カルミー（sarva-käma・サルヴァ・カーマ）、

解脱を望んでいるギャーニー（mokña-käma・モークシャ・カーマ）たちは、それぞれが望んで

いる人生の目標を達成するために最高人格主神を崇拝すべきである、とも勧められています。

同じように、主の献愛者の活動について聞く人はだれでも同じ結果が得られます。最高人格

主神の気質、そして純粋な献愛者の気質にはまったく違いがありません。 
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第４６節第４６節第４６節第４６節 
 

é[uTvETaC^¥ÖYaa>aq+<aMaCYauTaiPa[YaceiíTaMa(  ) 
>aveÙi¢->aRGaviTa YaYaa SYaaT(c)e-XaSa¿Ya"  )) 46 )) 

 
シュルトゥヴァイタチ チヒャラッダハヤービヒークシュナンム 
çrutvaitac chraddhayäbhékñëam 

 
アチュタ・プリヤ・チェーシュティタンム 
acyuta-priya-ceñöitam 

 
バハヴェードゥ バハクティル バハガヴァティ 
bhaved bhaktir bhagavati 

 
ヤヤー シャートゥ クレーシャ・シャンクシャヤハ 
yayä syät kleça-saìkñayaù 

 

çrutvä—聞くことで; etat—これ; çraddhayä—信念で; abhékñëam—繰り返し; acyuta—

最高人格主神に ; priya—親密な ; ceñöitam—活動 ; bhavet—高める ; bhaktiù—熱意 ; 

bhagavati—最高人格主神に; yayä—〜によって; syät—必ず〜になる; kleça—苦しみの; 

saìkñayaù—完全に減少する。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャの偉人伝を聞く者は、そして信念と熱意とともにドゥルドゥルヴァ・マハーラージャの偉人伝を聞く者は、そして信念と熱意とともにドゥルドゥルヴァ・マハーラージャの偉人伝を聞く者は、そして信念と熱意とともにドゥルドゥルヴァ・マハーラージャの偉人伝を聞く者は、そして信念と熱意とともにドゥル

ヴァの純粋無垢な気質を理解しようとする者は、純粋な献愛奉仕の境地に到達し、けがヴァの純粋無垢な気質を理解しようとする者は、純粋な献愛奉仕の境地に到達し、けがヴァの純粋無垢な気質を理解しようとする者は、純粋な献愛奉仕の境地に到達し、けがヴァの純粋無垢な気質を理解しようとする者は、純粋な献愛奉仕の境地に到達し、けが

れのない奉仕をするようになる。そのような活動をとおして、条件づけられた物質生活れのない奉仕をするようになる。そのような活動をとおして、条件づけられた物質生活れのない奉仕をするようになる。そのような活動をとおして、条件づけられた物質生活れのない奉仕をするようになる。そのような活動をとおして、条件づけられた物質生活

にある三重の苦しみをやわらげることができる。にある三重の苦しみをやわらげることができる。にある三重の苦しみをやわらげることができる。にある三重の苦しみをやわらげることができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節のacyuta-priya（アチュタ・プリヤ）はとても重要なことばです。ドゥルヴァ・マハー

ラージャの気質と名声がすばらしいのは、ドゥルヴァがアチュタ（Acyuta）、すなわち最

高人格主神がいとおしいと思う献愛者だからです。至高主の崇高な娯楽や活動が耳に心地よ

いように、至高者がいとおしいと思う献愛者について聞くことも喜ばしいし、またその話に

は力がこめられています。この章をなんども読んだり聞いたりしてドゥルヴァ・マハーラー

ジャについて深く知ることで、私たちが望む人生の最高完成に到達することができます。そ

してとくに重要な点は、偉大な献愛者になる機会が得られるということです。偉大な献愛者

になる、とは、物質生活のあらゆる苦しみを終わらせることができる、ということを意味し

ています。 
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第４７節第４７節第４７節第４７節 
 

MahtviMaC^Taa& TaqQa| é[aeTau" Xaql/adYaae Gau<aa" ) 
Ya}a TaeJaSTaidC^UNaa& MaaNaae Ya}a MaNaiSvNaaMa(   )) 47 )) 

 
マハットゥヴァンム イッチハャターンム ティールタハンム 
mahattvam icchatäà térthaà 

 
シュロートゥフ シーラーダヨー グナーハ 
çrotuù çélädayo guëäù 

 
ヤトゥラ テージャス タドゥ イッチフューナーンム 
yatra tejas tad icchünäà 
 

マーノー ヤトゥラ マナスヴィナーンム 
mäno yatra manasvinäm 

 

mahattvam—偉大さ ; icchatäm—望んでいる者たちにとって ; tértham—その方法 ; 

çrotuù—聞く者の; çéla-ädayaù—高貴な気質など; guëäù—性格; yatra—〜の中に; tejaù—

熟達 ; tat—その ; icchünäm—望む者たちにとって ; mänaù—崇敬 ; yatra—〜の中に ; 

manasvinäm—思慮深い人々にとって。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャのこの偉人伝に耳をかたむける者は、ドゥルヴァのようドゥルヴァ・マハーラージャのこの偉人伝に耳をかたむける者は、ドゥルヴァのようドゥルヴァ・マハーラージャのこの偉人伝に耳をかたむける者は、ドゥルヴァのようドゥルヴァ・マハーラージャのこの偉人伝に耳をかたむける者は、ドゥルヴァのよう

な高貴な質を身につけることができる。偉大さ、熟達さ、影響力を求める者にとって、な高貴な質を身につけることができる。偉大さ、熟達さ、影響力を求める者にとって、な高貴な質を身につけることができる。偉大さ、熟達さ、影響力を求める者にとって、な高貴な質を身につけることができる。偉大さ、熟達さ、影響力を求める者にとって、

これがその獲得法であり、崇敬されることを望む者にとってもこれこそが正しい方法でこれがその獲得法であり、崇敬されることを望む者にとってもこれこそが正しい方法でこれがその獲得法であり、崇敬されることを望む者にとってもこれこそが正しい方法でこれがその獲得法であり、崇敬されることを望む者にとってもこれこそが正しい方法で

ある。ある。ある。ある。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

物質界では、だれもが利益、社会的地位、名声を求めており、まただれもが高潔な人物の

すぐれた気質について聞きたいと思っています。偉人が求める野心はすべて、ドゥルヴァ・

マハーラージャの活動を述べた話を読み、そして理解するだけで叶えられます。 

 

第４８節第４８節第４８節第４８節 
 

Pa[YaTa" k-ITaRYaeTPa[aTa" SaMavaYae iÜJaNMaNaaMa(    ) 
SaaYa& c Pau<Yaëaek-SYa Da]uvSYa cirTa& MahTa( )) 48 )) 

 
プラヤタハ キールタイェートゥ プラータハ 
prayataù kértayet prätaù 

 
サマヴァーイェー ドゥヴィ・ジャンマナーンム 
samaväye dvi-janmanäm 
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サーヤンム チャ プニャ・シュローカッシャ 
säyaà ca puëya-çlokasya 

 
ドフゥルヴァッシャ チャリタンム マハトゥ 
dhruvasya caritaà mahat 

 

prayataù—強い関心と共に; kértayet—唱えるべきである; prätaù—朝に; samaväye—交

流の中で; dvi-janmanäm—再誕者の; säyam—晩に; ca—もまた; puëya-çlokasya—神聖な

名声の; dhruvasya—ドゥルヴァの; caritam—気質; mahat—偉大な。 
 

偉大な聖者マイトゥレーヤが助言する。「朝と晩に、ブラーフマナ、すなわち再誕者偉大な聖者マイトゥレーヤが助言する。「朝と晩に、ブラーフマナ、すなわち再誕者偉大な聖者マイトゥレーヤが助言する。「朝と晩に、ブラーフマナ、すなわち再誕者偉大な聖者マイトゥレーヤが助言する。「朝と晩に、ブラーフマナ、すなわち再誕者

の集まりのなかで、強い集中力と関心とともにドゥルヴァ・マハーラージャの気質と行の集まりのなかで、強い集中力と関心とともにドゥルヴァ・マハーラージャの気質と行の集まりのなかで、強い集中力と関心とともにドゥルヴァ・マハーラージャの気質と行の集まりのなかで、強い集中力と関心とともにドゥルヴァ・マハーラージャの気質と行

動について聞くべきである」動について聞くべきである」動について聞くべきである」動について聞くべきである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

最高人格主神と献愛者の気質や娯楽の重要性は、献愛者の交流だけをとおして理解できる、

と言われています。この節では、ドゥルヴァ・マハーラージャの気質について再誕者の集ま

りのなかで語りあうよう特に勧められていますが、それは十分な資質をそなえたブラーフマ

ナ、クシャトリヤ、ヴァイシャのことを指しています。とくに、ヴァイシュナヴァという境

地に高められたブラーフマナとの交流を求めなくてはなりません。そうすれば、献愛者と主

の崇高な気質と娯楽を述べている『シュリーマド・バーガヴァタム』の語りあいも、すぐに

効果が発揮されます。クリシュナ意識国際協会はそのために組織されました。この協会では

どこであっても――毎朝､毎晩、いいえ、ほぼ24時間――たえまなく献愛奉仕がつづけられ

ています。この協会にかかわる人たちはだれでもおのずから献愛者になります。多くのカル

ミー､またさまざまな人々がこの協会に加わり､イスコン寺院の心地良い､そして平安な雰囲

気に惹かれる様子をなんども見てきました。この節にあるdvi janmanäm（ドゥヴィ ジャンマ

ナーンム）は「二度誕生した者の」という意味です。だれでもクリシュナ意識国際協会に加わ

ることができますし、入門を受けて再誕者になれます。サナータナ・ゴースヴァーミーが勧

めているように、入門式の手順や権威ある教育を受ければだれでも再誕者になることができ

ます。最初の誕生は両親によって与えられ、二番目の誕生は精神的父親とヴェーダ知識によ

って為されます。再誕者でなければ、主や献愛者の超越的気質を理解することはできません。

そのため、シュードラがヴェーダを研究することは禁じられています。シュードラが学術的

知識を身につけても超越的科学を理解することはできません。現在､世界中でおこなわれて

いる教育はシュードラを作りだしているにすぎません。大物科学技術者は大物シュードラだ

ということです。Kalau çüdra-sambhavaù（カラウ シュードゥラ・サンバハヴァハ）。カリ・ユガ

では、だれもがシュードラです。世界がシュードラの人間だけで構成されているため、精神
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的知識が影を潜め、人々は不幸になっています。クリシュナ意識運動は、精神的知識を世界

中に広めるために、十分な資格をそなえるブラーフマナを作りだすために始められました｡

それが人々を幸福にしてくれるのです。 

 

第４９−５０節第４９−５０節第４９−５０節第４９−５０節 
 

PaaE<aRMaaSYaa& iSaNaqvaLYaa& ÜadXYaa& é[v<ae_Qava ) 
idNa+aYae VYaTaqPaaTae Sax(k]-Mae_kR-idNae_iPa va  )) 49 )) 
é[avYaeC^¥ÕDaaNaaNaa& TaqQaRPaadPadaé[Ya"    ) 
NaeC^&STa}aaTMaNaaTMaaNa& SaNTauí wiTa iSaDYaiTa  )) 50  )) 

 
パウルナマーッシャーンム シニーヴァーリャーンム 
paurëamäsyäà sinévälyäà 

 
ドゥヴァーダッシャーンム シュラヴァネー タハヴァー 
dvädaçyäà çravaëe 'thavä 

 
ディナ・クシャイェー ヴャティーパーテー 
dina-kñaye vyatépäte 

 
サンクラメー ルカディネー ピ ヴァー 
saìkrame 'rkadine 'pi vä 

 
 

シュラヴァイェーチ チヒィラッダダハーナーナーンム 
çrävayec chraddadhänänäà 

 
ティールタハ・パーダ・パダーシュラヤハ 
tértha-päda-padäçrayaù 

 
ネーッチハャンムス タトゥラートゥマナートゥマーナンム 
necchaàs taträtmanätmänaà 

 
サントゥシュタ イティ シデハャティ 
santuñöa iti sidhyati 

 

paurëamäsyäm—満月に; sinévälyäm—晦日（かいじつ・月の最後の日・訳者注）に; dvädaçyäm—

エーカーダシーの日に; çravaëe—シュラヴァナの星が現われている間; athavä—あるいは; 

dina-kñaye—ティティ（tithi）の最後に; vyatépäte—ある特定の日の名称; saìkrame—月の

終わりに; arkadine—日曜日に; api—もまた; vä—あるいは; çrävayet—朗読すべきである; 

çraddadhänänäm—聞く気のある聴衆に; tértha-päda—最高人格主神の; pada-äçrayaù—

その蓮華の御足に保護を求めて; na icchan—報酬を期待することなく; tatra—そこに; 

ätmanä— 自 己 に よ っ て ; ätmänam— 心 ; santuñöaù— 静 め ら れ て ; iti— そ う し て ; 

sidhyati—完璧になる。 



60 

 

主の蓮華の御足に完全に身をゆだねた人々は、このドゥルヴァ・マハーラージャの伝主の蓮華の御足に完全に身をゆだねた人々は、このドゥルヴァ・マハーラージャの伝主の蓮華の御足に完全に身をゆだねた人々は、このドゥルヴァ・マハーラージャの伝主の蓮華の御足に完全に身をゆだねた人々は、このドゥルヴァ・マハーラージャの伝

記を報酬など期待することなく朗読しなくてはならない。とくにその朗読は、満月、晦記を報酬など期待することなく朗読しなくてはならない。とくにその朗読は、満月、晦記を報酬など期待することなく朗読しなくてはならない。とくにその朗読は、満月、晦記を報酬など期待することなく朗読しなくてはならない。とくにその朗読は、満月、晦

日、エーカーダシーの翌日、シュラヴァナの星が現われたとき、特定のティティ（日、エーカーダシーの翌日、シュラヴァナの星が現われたとき、特定のティティ（日、エーカーダシーの翌日、シュラヴァナの星が現われたとき、特定のティティ（日、エーカーダシーの翌日、シュラヴァナの星が現われたとき、特定のティティ（tithi））））

の終わり、ヴャティーパータ（の終わり、ヴャティーパータ（の終わり、ヴャティーパータ（の終わり、ヴャティーパータ（Vyatépäta）の日、月の終わり、あるいは日曜日にするこ）の日、月の終わり、あるいは日曜日にするこ）の日、月の終わり、あるいは日曜日にするこ）の日、月の終わり、あるいは日曜日にするこ

とが勧められている。そのような吟唱は、もちろん好意的とが勧められている。そのような吟唱は、もちろん好意的とが勧められている。そのような吟唱は、もちろん好意的とが勧められている。そのような吟唱は、もちろん好意的な聴衆のまえでおこなわなくな聴衆のまえでおこなわなくな聴衆のまえでおこなわなくな聴衆のまえでおこなわなく

てはならない。このような吟唱であれば、語る側と聞く側がともに完成の境地に達する。てはならない。このような吟唱であれば、語る側と聞く側がともに完成の境地に達する。てはならない。このような吟唱であれば、語る側と聞く側がともに完成の境地に達する。てはならない。このような吟唱であれば、語る側と聞く側がともに完成の境地に達する。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

職業吟唱家は、自分の胃袋で燃えさかる炎を消すために金を要求するかもしれませんが、

本人は精神的啓発も完成の境地も得られません。ですから、職業吟唱家が生計をたてるよう

な『シュリーマド・バーガヴァタム』の吟唱は厳しく禁じられています。最高人格主神の蓮

華の御足に完全に身をゆだね、自分や家族の生活を支えるためにすべてを主に依存している

人物だけが、主と献愛者の崇高な娯楽の話に満たされた『シュリーマド・バーガヴァタム』

の吟唱によって完成の境地に到達することができます。その方法は次のように要約できます。

「聴衆が『シュリーマド・バーガヴァタム』のことばを受けいれる気持ちを持っていること、

そして吟唱者は完全に最高人格主神に身をゆだねていること」。『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』の吟唱が仕事としてなされてはなりません。適切な方法でなされれば、吟唱者が完

全な満足を得るだけではなく、主も吟唱者と聴衆に心から満足し、こうして双方が、このよ

うな聞き方をとおして物質的束縛から解放されます。 

 

第５１節第５１節第５１節第５１節 
 

jaNaMajaTaTatvaYa Yaae dÛaTSaTPaQae_Ma*TaMa( ) 
k*-Paal/aedsNaNaaQaSYa devaSTaSYaaNauGa*õTae  )) 51 )) 

 
ギャーナンム アギャータ・タットゥヴァーヤ 
jïänam ajïäta-tattväya 

 
ヨー ダデャートゥ サトゥ・パテヘー ムリタンム 
yo dadyät sat-pathe 'måtam 

 
クリパーロール ディーナ・ナータハッシャ 
kåpälor déna-näthasya 

 
デーヴァース タッシャーヌグリフナテー 
deväs tasyänugåhëate 

 
jïänam—知識; ajïäta-tattväya—真理を知らない人々に; yaù—〜である者; dadyät—

授ける; sat-pathe—真理の道で; amåtam—不滅; kåpäloù—親切な; déna-näthasya—貧しき

者の保護者; deväù—半神たち; tasya—彼に; anugåhëate—祝福を与える。 
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ドゥルヴァ・マハーラージャの伝記は、不滅の境地に到達するための神聖な知識であドゥルヴァ・マハーラージャの伝記は、不滅の境地に到達するための神聖な知識であドゥルヴァ・マハーラージャの伝記は、不滅の境地に到達するための神聖な知識であドゥルヴァ・マハーラージャの伝記は、不滅の境地に到達するための神聖な知識であ

り、絶対真理者について知らない人々がその知識によっり、絶対真理者について知らない人々がその知識によっり、絶対真理者について知らない人々がその知識によっり、絶対真理者について知らない人々がその知識によって真理の道を歩くことができるて真理の道を歩くことができるて真理の道を歩くことができるて真理の道を歩くことができる

ようになる。崇高な親切心ゆえに貧しき生命体の主人・保護者となる責任を負う者たちようになる。崇高な親切心ゆえに貧しき生命体の主人・保護者となる責任を負う者たちようになる。崇高な親切心ゆえに貧しき生命体の主人・保護者となる責任を負う者たちようになる。崇高な親切心ゆえに貧しき生命体の主人・保護者となる責任を負う者たち

は、おのずと半神たちの利益と祝福をさずかることができる。は、おのずと半神たちの利益と祝福をさずかることができる。は、おのずと半神たちの利益と祝福をさずかることができる。は、おのずと半神たちの利益と祝福をさずかることができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

Jïänam ajïäta （ギャーナンム アギャータ）は、「全世界の人々にほとんど知られていない

知識」を指しています。だれも絶対真理者の正体を知りません。物質主義者は、教育、哲学

的推論、科学的知識を発達させたことをたいへん誇りに思っていますが、じつは絶対真理者

の正体をだれひとりとして知りません。ですから偉大な聖者マイトゥレーヤは、人々に絶対

真理者（tattva・タットゥヴァ）について知らしめるために、献愛者は『シュリーマド・バー

ガヴァタム』を全世界に広めなくてはならない、と助言します。シュリーラ・ヴャーサデー

ヴァは、科学的知識であるこの偉大な書物を編纂しましたが、それは一般の人々が絶対真理

者についてなにも知らなかったからです。『シュリーマド・バーガヴァタム』の冒頭・第１

編では、大聖者ヴャーサデーヴァは一般大衆の無知を根絶させるためにこの偉大な『バーガ

ヴァタ・プラーナ』を編纂した、と言われています。ヴャーサデーヴァは、人々が絶対真理

者について知らないからこそ、この『シュリーマド・バーガヴァタム』をナーラダの教えに

もとづいて作ったのです。ふつう、真理に興味がある人たちは推論に頼るために、辿り着け

る理解は非人格のブラフマンまでにかぎられます。しかし、ほとんどの人たちは人格主神の

ことをほんとうには知りません。 

『シュリーマド・バーガヴァタム』の吟唱は、とくに、人々に絶対真理者・最高人格主神

について啓発するためにあります。非人格的ブラフマン、局所的パラマートマー、至高の人

物という理解に根本的な違いはないのですが、じっさいの不滅の境地に到達するには至高の

人物と交流する境地にいなくてはなりません。至高主に私たちを導く献愛奉仕こそが、真の

不滅の境地です。純粋な献愛者は堕落した魂たちを深く哀れみ、また一般大衆にひじょうに

親切に接し、kåpälu（クリパール）とも呼ばれています。そしてかれらは、このバーガヴァタ

の知識を全世界に広めます。優しい心を持つ献愛者をディーナ・ナータ（déna-nätha）、

すなわち貧しき者の、そして無知な大衆の保護者といいます。主クリシュナもディーナ・ナ

ータ、または哀れな生命体のほんとうの友人・ディーナ・バンドゥ（déna-bandhu）として

も知られていますが、主の純粋な献愛者もディーナ・ナータという同じ立場をとります。献

愛奉仕の道を説いているディーナ・ナータ、すなわち主クリシュナの献愛者たちは、半神た

ちの寵愛を受けます。多くの人が物質的恩恵をさずかろうと半神崇拝、特に主シヴァを崇拝

していますが、『シュリーマド・バーガヴァタム』の決まりに従って献愛奉仕の原則につい

て教えている純粋な献愛者は、とくに半神を崇拝する必要はありません。半神は、献愛者が
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していることを喜んでいますし、自分の能力の許すかぎりその献愛者に祝福をさずけます。

木の根に水を注げば葉や枝におのずと水がゆきわたるように、主に穢れのない愛情奉仕をす

れば、主の体の幹、枝、葉、すなわち半神たちもその献愛者の活動に喜び、あらゆる恩恵を

注いでくれるのです。 

 

第５２節第５２節第５２節第５２節 
 

wd& MaYaa Tae_i>aihTa& ku-æÜh 
Da]uvSYa iv:YaaTaivéuÖk-MaR<a"    ) 

ihTva>aRk-" §-I@Nak-aiNa MaaTau‚ 
Ga*Rh& c ivZ<au& Xar<a& Yaae JaGaaMa )) 52 )) 

 
イダンム マヤー テー ビヒヒタンム クルードゥヴァハ 

idaà mayä te 'bhihitaà kurüdvaha 
 

ドフゥルヴァッシャ ヴィキヒャータ・ヴィシュッダハ・カルマナハ 
dhruvasya vikhyäta-viçuddha-karmaëaù 

 
ヒトゥヴァールバハカハ クリーダナカーニ マートゥル 
hitvärbhakaù kréòanakäni mätur 

 
グリハンム チャ ヴィシュヌンム シャラナンム ヨー ジャガーマ 
gåhaà ca viñëuà çaraëaà yo jagäma 

 

idam— こ れ ; mayä— 私 に よ っ て ; te— あ な た に ; abhihitam— 説 明 さ れ た ; 

kuru-udvaha—クル家の偉大なる者よ; dhruvasya—ドゥルヴァの; vikhyäta—非常に名高

い; viçuddha—非常に純粋な; karmaëaù—〜の活動; hitvä—捨て去って; arbhakaù—子ど

も ; kréòanakäni—おもちゃや遊び道具 ; mätuù—⺟親の ; gåham—家庭 ; ca—もまた ; 

viñëum—主ヴィシュヌの; çaraëam—保護; yaù—〜である者; jagäma—行った。 
 

ドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な活動は全世界に知れわたり、そのすべての活動ドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な活動は全世界に知れわたり、そのすべての活動ドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な活動は全世界に知れわたり、そのすべての活動ドゥルヴァ・マハーラージャの崇高な活動は全世界に知れわたり、そのすべての活動

がこのうえなく純粋である。子どものころ、おもちゃや遊び道具をすべて捨て、⺟親のがこのうえなく純粋である。子どものころ、おもちゃや遊び道具をすべて捨て、⺟親のがこのうえなく純粋である。子どものころ、おもちゃや遊び道具をすべて捨て、⺟親のがこのうえなく純粋である。子どものころ、おもちゃや遊び道具をすべて捨て、⺟親の

保護のもとを離れ、真剣に保護のもとを離れ、真剣に保護のもとを離れ、真剣に保護のもとを離れ、真剣に最高人格主神最高人格主神最高人格主神最高人格主神ヴィシュヌに身をゆだねたそのドゥルヴァ・マヴィシュヌに身をゆだねたそのドゥルヴァ・マヴィシュヌに身をゆだねたそのドゥルヴァ・マヴィシュヌに身をゆだねたそのドゥルヴァ・マ

ハーラージャについて、これまで詳細に説明してきた。ゆえにヴィドゥラよ、私はここハーラージャについて、これまで詳細に説明してきた。ゆえにヴィドゥラよ、私はここハーラージャについて、これまで詳細に説明してきた。ゆえにヴィドゥラよ、私はここハーラージャについて、これまで詳細に説明してきた。ゆえにヴィドゥラよ、私はここ

でドゥルヴァの伝記を終えたいと思う。でドゥルヴァの伝記を終えたいと思う。でドゥルヴァの伝記を終えたいと思う。でドゥルヴァの伝記を終えたいと思う。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

チャーナキャ・パンディタが言っているように、だれにとっても人生は確かに短いもので

すが、正しいおこないをする人物の名声はのちの世代に受けつがれます。最高人格主神クリ



63 

 

シュナが永遠に名高いように、主クリシュナの献愛者の名声にも終わりがありません。です

から、ドゥルヴァ・マハーラージャの活動についてこの節で２つの特別のことばが使われて

います。Vikhyäta（ヴィキャータ）「ひじょうに名高い」とviçuddha（ヴィシュッダハ）「超越的」

です。ドゥルヴァ・マハーラージャが幼いころに家庭を離れ、森で最高人格主神に身をゆだ

ねた事実は、この世界でしめされた比類なき例証です。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第４編・第12

章、「ドゥルヴァ・マハーラージャ、神のもとに帰る」の要旨解説を終了します。 


